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デ
ジ
タ
ル
版
で
こ
こ
を
ク
リ
ッ
ク
！

▲

米
大
統
領
選
に
出
馬
す
る
と

の
噂
（
＝
本
紙
11
月
16
日
号
既

報
＝
）
が
あ
っ
た
前
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
長
の
マ
イ
ケ
ル
・
ブ
ル

ー
ム
バ
ー
グ
氏
（
77
）
が
11
月

24
日
、
正
式
に
出
馬
表
明
し
た
。

声
明
で
「
ト
ラ
ン
プ
氏
を
倒
し
、

米
国
を
再
建
す
る
」
と
述
べ
、

民
主
党
か
ら
出
馬
す
る
が
、
同

党
の
候
補
者
争
い
の
混
戦
に
拍

車
が
か
か
る
の
は
必
須
だ
。

ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
氏
は
声
明

で
「
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
無
謀

で
非
倫
理
的
な
行
動
に
４
年
以

上
耐
え
る
余
裕
は
な
い
。
彼
は

私
た
ち
の
国
と
私
た
ち
の
価
値

に
対
す
る
実
存
的
な
脅
威
だ
。

彼
が
ま
た
大
統
領
と
な
っ
た
場

合
、
損
害
か
ら
回
復
す
る
こ
と

は
決
し
て
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

私
た
ち
は
こ
の
選
挙
に
勝
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、

ア
メ
リ
カ
の
再
建
を
始
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い

る
。民

主
党
は
17
人
が
立
候
補
す

る
混
戦
状
態
。
本
命
と
さ
れ
て

い
た
中
道
の
バ
イ
デ
ン
前
副
大

統
領
（
77
）
が
支
持
に
伸
び
悩

み
、
民
主
社
会
主
義
者
の
バ
ー

ニ
ー
・
サ
ン
ダ
ー
ス
上
院
議
員

に
加
え
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ウ
ォ
ー

レ
ン
上
院
議
員
（
70
）
な
ど

左
派
が
躍
進
し
て
い
る
。

ト
ラ
ン
プ
氏
に
勝
つ
に
は

中
道
の
有
権
者
の
取
り
込
み

が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
が
、

バ
イ
デ
ン
前
副
大
統
領
は
思

う
よ
う
に
支
持
率
が
伸
び
て

い
な
い
。

大
統
領
選
と
し
て
は
異
例

の
遅
い
出
馬
表
明
だ
が
、
ブ

ル
ー
ム
バ
ー
グ
氏
は
ト
ラ
ン

プ
氏
と
渡
り
合
え
る
リ
ー
ダ

ー
が
出
て
こ
な
い
こ
と
か
ら

決
断
し
た
と
見
ら
れ
る
。
声

明
で
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
、
政
府
、

慈
善
活
動
に
お
け
る
私
の
ユ

ニ
ー
ク
な
経
験
が
、
私
が
勝

ち
、
リ
ー
ド
す
る
こ
と
を
可

能
に
す
る
と
信
じ
て
い
る
」

と
自
信
を
示
し
て
い
る
。

同
時
に
発
表
さ
れ
た
ビ
デ

オ
で
は
、
中
流
階
級
の
家
に

育
ち
、
実
業
家
と
し
て
成
功

し
た
後
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

長
に
な
り
、
米
同
時
多
発
テ

ロ
で
衰
退
し
た
Ｎ
Ｙ
市
を
再

建
し
た
経
過
を
辿
り
、
最
後

に
「
富
裕
層
が
税
金
を
よ
り

多
く
支
払
い
、
苦
し
ん
で
い

る
中
流
階
級
が
公
平
な
分
配

を
得
る
国
に
す
る
」
と
い
う

テ
ロ
ッ
プ
が
入
る
。

資
産
ト
ラ
ン
プ
の
17
倍

同
氏
は
ロ
シ
ア
出
身
の
ユ

ダ
ヤ
人
夫
婦
の
間
に
生
ま
れ
、

ジ
ョ
ン
ズ
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学

電
子
工
学
科
、
ハ
ー
バ
ー

ド
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
ク
ー
ル

を
卒
業
。
証
券
会
社
の
ソ
ロ

モ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
に
入
り
、

39
歳
の
時
に
整
理
解
雇
さ
れ

た
後
、
投
資
情
報
を
有
料
で

提
供
す
る
会
社
を
設
立
し
、

現
在
の
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
社

に
成
長
さ
せ
た
。

民
主
党
員
だ
っ
た
が
共
和

党
に
党
籍
を
変
え
て
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
長
に
当
選
し
２
０

０
２
〜
13
年
の
３
期
務
め
た
。

フ
ォ
ー
ブ
ス
誌
の
２
０
１
９

年
米
国
長
者
番
付
で
は
第
９

位
。
現
時
点
で
の
保
有
資
産

は
５
４
１
億
ド
ル
で
、
ト
ラ

ン
プ
の
保
有
資
産
31
億
ド
ル

の
お
よ
そ
17
倍
。
気
候
変
動

対
策
や
銃
規
制
な
ど
の
問
題

に
寄
付
し
た
資
金
は
約
80
億

ド
ル
で
慈
善
活
動
家
と
し
て

も
知
ら
れ
る
。

マイケル・ブルームバーグ氏

大
統
領
選
出
馬
表
明

ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
前
Ｎ
Ｙ
市
長

打
倒
ト
ラ
ン
プ
で
米
国
の
再
建
宣
言

ハ
ー
レ
ム
の
ア
ポ
ロ
シ
ア
タ
ー
で
11
月

27
日
、
ア
マ
チ
ュ
ア
ナ
イ
ト
２
０
１
９
年

決
勝
ラ
ウ
ン
ド
（
ス
ー
パ
ー
ト
ッ
プ
ド
ッ

グ
）
が
開
催
さ
れ
、
日
本
在
住
の
シ
ン
ガ

ー
高
橋
あ
ず
美
が
98
点
を
獲
得
し
、
ア
ポ

ロ
ア
マ
チ
ュ
ア
ナ
イ
ト
85
年
の
歴
史
上
、

日
本
人
「
シ
ン
ガ
ー
」
と
し
て
は
初
の
年

間
優
勝
を
果
た
し
て
賞
金
２
万
ド
ル
を
獲

得
し
た
。

ま
た
ア
ジ
ア
人
初
の
「
決
勝
ゲ
ス
ト
」

と
し
て
日
本
か
ら
２
組
が
登
場
、
目
利
き

で
有
名
な
ア
ポ
ロ
の
観
客
を
沸
か
せ
た
。

今
年
、
吉
本
興
業
が
世
界
初
の
公
式
ラ

イ
セ
ン
ス
契
約
を
結
び
、
日
本
で
開
催
し

た
ア
ポ
ロ
ア
マ
チ
ュ
ア
ナ
イ
ト
ジ
ャ
パ
ン

２
０
１
９
で
優
勝
し
た
14
歳
か
ら
22
歳
の

４
人
組
ダ
ン
ス
ユ
ニ
ッ
ト5

4
4
-6
th

A
ve.

（
愛
知
）
と
Ｎ
Ｙ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
特
別
賞
の
シ
ン
ガ
ー
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ａ

（
東
京
）
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
招
待
さ
れ
、

日
本
代
表
と
し
て
ス
テ
ー
ジ
で
堂
々
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
魅
せ
た
。

当
日
は
大
物
Ｒ
＆
Ｂ
シ
ン
ガ
ー
、
ジ
ョ

ー
・
グ
レ
イ
の
引
退
セ
レ
モ
ニ
ー
も
あ

り
、
ア
ポ
ロ
シ
ア
タ
ー
Ｃ
Ｅ
Ｏ
も
来
場
し

登
壇
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
出
場
者
全
員
が
ス

テ
ー
ジ
に
上
が
り
、
会
場
に
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
」
が
連
呼
さ
れ
た
模
様
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
を
通
じ
て
世
界

に
発
信
さ
れ
た
。

年間優勝の小切手を手にする高橋（右端）。日本からゲスト出演した２組（左端）

ア
ポ
ロ
劇
場
沸
く

日
本
人
歌
手
優
勝
、
吉
本
興
業
派
遣
２
組
に
も
喝
采

◇
本
紙
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
行
の
フ
リ
ー
紙
で
Ｎ
Ｙ
地
区
で

「
日
本
経
済
新
聞
」
と
と
も
に
折
り
込
ま
れ
て
配
達
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
日
本
国
内
で
は
青
山
学
院
大
学
図
書
館
（
青
山

キ
ャ
ン
パ
ス
）
に
常
備
、
東
京
大
学
本
郷
・
駒
場
両
図
書
館

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

https://www.syscomusa.com/
https://nipponexpressusa.com/
https://www.rairaiken-ny.com/
https://www.amnet.jp/


「
水
道
水
を
直
接
飲
む
の
は

怖
い
」
か
ら
と
飲
料
用
に
ボ
ト

ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
購
入
す
る
家

庭
も
多
い
が
、
実
は
市
販
さ
れ

て
い
る
ボ
ト
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
の

多
く
は
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ

ー
で
は
な
い
。
そ
の
点
、「
ク
リ

ン
ス
イ
」
は
異
物
は
除
去
し
て

も
ミ
ネ
ラ
ル
は
そ
の
ま
ま
残
る

の
で
、
水
道
水
に
多
く
含
有
さ

れ
て
い
る
ミ
ネ
ラ
ル
は
豊
富
な

ま
ま
飲
む
こ
と
が
で
き
る
。
ボ

ト
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
買
い
込
む

よ
り
経
済
的
で
、
自
宅
の
ス
ペ

ー
ス
を
と
ら
な
い
の
も
利
点
だ
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ゴ
ミ
を
減
ら

す
こ
と
で
エ
コ
に
も
貢
献
で
き

る
の
も
魅
力
。
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ボ
ト
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
よ
り

ミ
ネ
ラ
ル
含
有
量
は
豊
富

毎
日
使
う
も
の
だ
か
ら
、
使

い
や
す
さ
が
大
事
。
そ
の
点
、

「
ク
リ
ン
ス
イ
」
は
冷
蔵
庫
で
も

邪
魔
に
な
ら
な
い
ス
リ
ム
な
デ

ザ
イ
ン
。
９
カ
ッ
プ
入
る
２
・

２
Ｌ
サ
イ
ズ
と
、
６
カ
ッ
プ
入

る
１
・
５
Ｌ
サ
イ
ズ
が
あ
る
。

水
を
入
れ
る
の
も
注
ぐ
の
も
簡

単
、
フ
ィ
ル
タ
ー
交
換
時
期
を

教
え
て
く
れ
る
ダ
イ
ヤ
ル
や
、

掴
み
や
す
い
ボ
デ
ィ
も
魅
力
。

取
り
外
し
が
で
き
る
リ
ザ
ー
バ

タ
ン
ク
も
丸
洗
い
で
き
て
清
潔

だ
。

使
い
や
す
さ
を

追
求
し
た
デ
ザ
イ
ン

「NYの水は安全とは言えません。」
NY、NJ 周辺のアパートメントの水道水でバクテリアが

確認されているが、Cleansui の独自技術の3層型中空糸膜フ

ィルターでバクテリアも99.99％除去できる。クリンスイ

のソリューション: Brita, PUR, Zeroに比べてバクテリア除去

率が高い。

アメリカのいくつかの水源から家庭の水道水になる迄に

配管から出る溶解性鉛や工場で発生する有害物質（例トリ

ク ロ ロ エ チ レ ン ） 等 が 含 ま れ て い る 危 険 性 が あ る 。

Cleansui は競合が除去しないトリクロロエチレン等が除去

可能。加えて、60の有害汚染物質を除去 できるとNSF 認

証取得済み。

最近では水道水、そしてほとんどのボトルウォーターに

も含まれていることが確認されたマイクロプラスチックに

ついても、CLEANSUI の中空糸膜は他社にはない細かなフ

ィルター性能で、0.2マイクロメーターの大きさまで除去す

ることができる。以下比較写真。他社フィルターでろ過し

た水はマイクロプラスチックのせいで濁って見えるが、

Cleansui の水は透明でキレイにろ過されている。

ただし、不純物のみ除去して必要なミネラルは残すこと

ができるのでおいしく健康な水が飲める。出汁をとったり、

コーヒーやお茶を飲む水としても最適。

三菱クリンスイのお求めはオフィシャルオンラインストア

https://www.cleansui-usa.com/

https://www.cleansui-usa.com/
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日
本
で
介
護
事
業
を
展
開
す

る
ケ
ア
ブ
リ
ッ
ジ
株
式
会
社
を

中
心
に
、
業
務
提
携
す
る
各
部

門
の
専
門
会
社
ら
で
構
成
さ

れ
、
シ
ニ
ア
世
代
の
日
本
帰
国

支
援
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る

「
か
ざ
ぐ
る
ま
・
ふ
る
さ
と
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
11
月
22
日
、

市
内
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ラ
ボ
で
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
通
算
５
回

目
と
な
る
「
日
本
の
介
護
事

情
・
帰
国
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
催
、
今
回
も
初
参
加
の
人
を

中
心
に
約
30
人
の
参
加
者
が
集

ま
っ
た
。

当
日
は
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

代
表
の
青
木
幸
司
さ
ん
と
医
療

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
加
藤
千
晴

さ
ん
が
講
師
を
務
め
、
青
木
さ

ん
は
介
護
施
設
経
営
者
の
立
場

か
ら
、
加
藤
さ
ん
は
介
護
・
看

護
に
実
際
携
わ
る
看
護
師
の
立

場
か
ら
、
日
本
に
帰
国
し
て
シ

ニ
ア
ラ
イ
フ
を
送
る
メ
リ
ッ
ト

に
つ
い
て
解
説
し
た
。

日
本
人
の
平
均
寿
命
と
平
均

健
康
寿
命
の
差
が
年
々
開
い
て

い
る
こ
と
を
説
明
、
介
護
を
受

け
る
年
数
が
増
え
て
い
る
こ
と

を
示
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
例

え
ば
10
年
間
米
国
で
介
護
を
受

け
る
場
合
の
費
用
と
、
日
本
で

介
護
を
受
け
る
場
合
の
費
用
の

差
を
説
明
す
る
と
ど
よ
め
き
が

起
こ
っ
た
。
ま
た
、
今
回
の
セ

ミ
ナ
ー
で
は
、
昨
年
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
し
た
の
ち
個
別
相
談
を

経
て
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
支
援

サ
ー
ビ
ス
で
今
年
実
際
に
帰
国

し
て
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
日
本
で

始
め
た
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
実
例

を
挙
げ
、
現
在
の
生
活
環
境
や

入
居
施
設
の
費
用
な
ど
も
具
体

的
に
説
明
し
た
。

後
半
で
は
、「
お
金
」「
健
康
」

「
人
間
関
係
」
「
生
活
」
各
ジ
ャ

ン
ル
合
計
20
問
の
質
問
に
「
は

い
」
が
い
く
つ
付
く
か
に
よ
る

参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
「
日
本
帰

国
緊
急
度
診
断
」
を
行
い
、

「
も
し
帰
国
し
て
送
る
幸
せ
な

シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
選
択
肢
に
入

れ
て
い
る
な
ら
、
手
遅
れ
に
な

ら
な
い
う
ち
に
準
備
し
て
早
く

行
動
す
る
こ
と
が
大
事
だ
」
と

説
い
た
。

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
と
翌
日
に

は
、
参
加
者
の
よ
り
具
体
的
な

悩
み
に
対
応
す
る
た
め
個
別
相

談
会
も
行
わ
れ
た
。
同
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
今
回
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ

ー
ジ
ー
日
本
人
会
主
催
の
セ
ミ

ナ
ー
で
も
講
演
し
た
。
今
後
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
も
拠
点
機
能

を
置
き
持
続
的
な
サ
ポ
ー
ト
活

動
を
行
う
こ
と
を
宣
言
、
次
回

は
来
年
３
月
に
ま
た
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
す
る
こ
と
も
発
表
さ
れ

た
。

ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
限
定

レ
ト
ロ
地
下
鉄
が
走
行

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
交
通
博
物
館

は
12
月
１
日
か
ら
29
日
ま
で
の

毎
週
日
曜
、
年
代
物
の
地
下
鉄

車
両
が
走
行
す
る
ホ
リ
デ
ー
シ

ー
ズ
ン
恒
例
の
「
ホ
リ
デ
ー
・

ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
・
ラ
イ
ズ
」
を

ス
タ
ー
ト
し
た
。

期
間
中
は
Ｎ
Ｙ
市
初
の
地
下

鉄
事
業
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン

ト
・
サ
ブ
ウ
エ
ー
・
シ
ス
テ
ム

（
Ｉ
Ｎ
Ｄ
）
当
時
の
１
９
３
０

年
代
の
地
下
鉄
８
本
に
乗
車
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
Ｒ
１
／
９

Ｓ
型
車
両
の
内
部
は
、
大
恐
慌

時
代
の
ア
ー
ル
デ
コ
調
を
象
徴

す
る
籐
製
の
座
席
や
ロ
ー
ル
サ

イ
ン
、
天
井
の
扇
風
機
、
そ
し

て
当
時
の
広
告
が
施
さ
れ
て
い

る
。
走
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

Ｆ
線
（
上
り
）
２
番
街
駅
発

（
全
日
曜
の
午
前
10
時
、
正
午
、

午
後
２
時
、
４
時
）
、
Ａ
線

（
下
り
）
１
２
５
丁
目
駅
発

（
１
、
８
日
の
午
前
11
時
、
午

後
１
時
、
３
時
、
５
時
）
、
Ｄ

線
（
下
り
）
１
４
５
丁
目
駅
発

（
15
日
、
22
日
、
29
日
の
午
前

11
時
、
午
後
１
時
、
３
時
、
５

時
）
。
乗
車
料
金
は
通
常
の
地

下
鉄
と
変
わ
ら
ず
１
人
１
回
２

ド
ル
75
セ
ン
ト
。

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

n
y
tran

sitm
u
seu
m
.org

を

参
照
。

日
本
の
介
護
事
情

帰
国
支
援
セ
ミ
ナ
ー
盛
況

シニアライフを日本で

お金、健康、人間関係

どれも、みんな大切

https://www.nipponclub.org/
https://www.inden-catalog.com/
http://www.omen-azen.com
https://www.instagram.com/takesushi.nyc/
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言
語
に
お
け
る
「
情
報
密
度
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
話

す
速
度
や
音
節
と
の
関
係
で
そ

の
言
語
が
ど
れ
ほ
ど
の
情
報
を

伝
え
て
い
る
か
を
示
す
も
の
で

す
。
そ
れ
に
よ
る
と
一
番
情
報

量
が
多
い
言
語
は
ベ
ト
ナ
ム

語
。
こ
れ
を
基
準
と
す
る
と
、

中
国
語
（
北
京
語
）
は
ベ
ト
ナ

ム
語
の
94
％
の
情
報
量
が
あ

り
、
英
語
が
91
％
で
続
き
ま
す
。

さ
ら
に
独
、
仏
、
伊
語
が
70
％

台
で
並
ぶ
の
で
す
が
、
日
本
語

は
な
ん
と
た
っ
た
の
49
％
な
の

だ
そ
う
。
つ
ま
り
同
じ
量
を
し

ゃ
べ
る
と
、
日
本
人
は
ベ
ト
ナ

ム
語
や
英
語
の
半
分
ほ
ど
し
か

情
報
を
伝
え
て
い
な
い
。

さ
ら
に
言
え
ば
日
本
語
に
は

あ
ま
り
意
味
の
な
い
余
計
な
言

葉
が
多
い
。
「
ま
さ
に
、
で
す

ね
」
「
い
わ
ば
」
「
そ
の
中
に
お

い
て
、
で
す
ね
」
「
そ
、
そ
、

そ
う
い
う
」
「
し
っ
か
り
と
」

「
こ
れ
だ
け
は
は
っ
き
り
と
申

し
上
げ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
な
ん
て
の
が
入
っ
た
ら
情

報
密
度
は
さ
ら
に
グ
ッ
と
薄
れ

ま
す
。
そ
う
言
え
ば
日
本
か
ら

来
た
エ
ラ
イ
さ
ん
の
挨
拶
な
ん

か
通
訳
し
て
や
る
と
「
グ
ダ
グ

ダ
一
体
何
が
言
い
た
い
ん

だ
！
」
と
怒
鳴
り
つ
け
た
く
な

る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
も
ん

ね
。い

や
い
や
中
身
が
ス
カ
ス
カ

っ
て
だ
け
で
は
な
い
。

「
日
本
と
バ
チ
カ
ン
は
平
和
、

『
核
な
き
世
界
』
実
現
、
貧
困

撲
滅
、
人
権
、
環
境
な
ど
を
重

視
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
だ
。
訪
日

を
契
機
に
協
力
を
拡
大
し
た

い
」
な
ん
て
い
う
セ
リ
フ
は
、

平
和
憲
法
の
改
定
、
核
兵
器
禁

止
条
約
へ
の
反
対
、
経
済
大
国

で
あ
り
な
が
ら
子
ど
も
の
７
人

に
１
人
と
い
う
貧
困
率
、
夫
婦

別
姓
や
同
性
婚
へ
の
反
対
、

「
ア
ン
ダ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」

と
い
う
虚
言
—
等
々
の
事
情
を

鑑
み
れ
ば
、
情
報
と
し
て
は
む

し
ろ
マ
イ
ナ
ス
に
振
れ
る
で
し

ょ
う
。
お
ま
け
に
「
桜
を
見
る

会
」
の
日
本
語
情
報
な
ん
か
答

弁
も
名
簿
も
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
で

ズ
タ
ズ
タ
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・

サ
ー
バ
ー
に
も
残
っ
て
い
な
い

っ
て
、
い
っ
た
い
ナ
ン
で
す
ね

ん
？

っ
て
話
で
す
。

同
じ
よ
う
な
こ
と
が
ト
ラ
ン

プ
の
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
も
起

き
て
い
る
そ
う
で
す
。
大
統
領

は
独
自
の
「
フ
ァ
イ
ル
法
」
を

持
っ
て
い
る
そ
う
で
、
そ
れ
は

読
み
終
わ
っ
た
（
読
ん
で
な
い

が
不
要
と
思
っ
た
？
）
書
類
は

破
っ
て
捨
て
る
と
い
う
や
り

方
。し

か
し
米
国
に
は
「
大
統
領

記
録
法
」
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
は
大
統
領
が

触
っ
た
全
て
の
メ
モ
、
書
簡
、

電
子
メ
ー
ル
、
文
書
の
類
は
、

歴
史
資
料
と
し
て
保
全
し
国
立

公
文
書
館
に
送
付
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。ス

タ
ッ
フ
は
そ
の
旨
を
説
明

し
て
書
類
を
破
る
ク
セ
を
や
め

て
も
ら
お
う
と
し
ま
し
た
が
大

統
領
は
言
う
こ
と
を
聞
か
な

い
。
な
の
で
つ
い
に
説
得
は
諦

め
、
大
統
領
が
こ
の
法
に
違
反

し
な
い
よ
う
、
床
に
バ
ラ
撒
か

れ
る
山
ほ
ど
の
紙
片
を
執
務
室

ば
か
り
か
住
居
部
分
か
ら
も
全

部
拾
い
集
め
て
毎
日
復
元
作
業

に
追
わ
れ
る
の
だ
そ
う
で
す
。

「
ポ
リ
テ
ィ
コ
」
の
取
材
に

よ
れ
ば
、
そ
の
中
に
は
大
統
領

が
走
り
書
き
や
丸
囲
み
を
し
た

新
聞
の
切
り
抜
き
の
ほ
か
、
政

敵
で
あ
る
民
主
党
上
院
院
内
総

務
の
チ
ャ
ッ
ク
・
シ
ュ
ー
マ
ー

か
ら
の
、
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど

細
か
く
引
き
ち
ぎ
ら
れ
て
い
た

手
紙
も
あ
っ
た
と
か
。
ふ
ー
む
。

復
元
作
業
は
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ

ス
か
ら
道
路
を
挟
ん
だ
旧
大
統

領
府
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
で
勤
務
す

る
記
録
管
理
分
析
官
の
担
当
に

な
り
ま
す
。
も
っ
と
も
、
そ
こ

で
30
年
間
勤
務
し
た
ソ
ロ
モ

ン
・
ラ
ー
テ
ィ
ー
さ
ん
は
そ
ん

な
文
書
復
元
な
ど
今
ま
で
４
人

の
大
統
領
で
は
し
た
こ
と
は
な

く
、
現
大
統
領
に
な
っ
て
初
め

て
透
明
の
接
着
テ
ー
プ
を
常
時

携
帯
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と

か
。
と
こ
ろ
が
そ
の
彼
の
部
署

も
昨
年
春
に
前
触
れ
な
く
縮
小

さ
れ
、
ラ
ー
テ
ィ
ー
さ
ん
ら
も

何
の
説
明
も
な
く
ク
ビ
を
切
ら

れ
ま
し
た
。

以
後
、
大
統
領
関
連
の
書
類

が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
は
ホ
ワ

イ
ト
ハ
ウ
ス
か
ら
は
聞
こ
え
て

来
ま
せ
ん
。
ま
あ
、
法
律
が
あ

る
か
ら
保
存
努
力
は
さ
れ
て
い

る
ん
で
し
ょ
う
が
、
お
願
い
だ

か
ら
日
本
関
連
の
資
料
も
ぜ
ひ

残
し
て
お
い
て
ほ
し
い
も
ん
で

す
。
な
ん
せ
こ
っ
ち
の
手
持
ち

は
す
ぐ
消
え
ち
ゃ
う
ん
で
。

（
武
藤
芳
治
／
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
）

情
報
の
消
え
方

◇
ア
メ
リ
カ
国
外
旅
行
の
前
に

知
っ
て
お
く
こ
と

多
く
の
人
が
米
国
外
を
旅
行

す
る
11
月
末
か
ら
２
月
中
旬
ま

で
の
期
間
、
税
関
国
境
警
備
局

（
Ｃ
Ｂ
Ｐ
）
や
ア
メ
リ
カ
領
事

館
へ
の
訪
問
が
必
要
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
・

カ
ナ
ダ
の
旅
行
に
関
し
た
ル
ー

ル
は
事
前
通
知
が
ほ
と
ん
ど
さ

れ
ず
に
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ

る
た
め
、
ア
メ
リ
カ
出
国
前
に

移
民
法
専
門
の
弁
護
士
等
に
自

身
の
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。
旅
行
し
ア
メ

リ
カ
に
再
入
国
す
る
際
に
必
要

な
書
類
は
次
の
通
り
で
す
。

・
出
国
予
定
日
か
ら
少
な
く
と

も
６
か
月
間
有
効
な
パ
ス
ポ
ー

ト・
有
効
な
ビ
ザ
（
必
要
な
場
合
）

・
Ｉ-

７
９
７
の
原
本
（
非
移

民
請
願
に
基
づ
く
場
合
に
必

要
。
コ
ピ
ー
可
の
場
合
も
あ
る
）

・
ス
テ
ー
タ
ス
を
申
請
中
の
人

は
有
効
な
事
前
仮
釈
放
旅
行
書

類
（
ま
た
は
有
効
な
Ｈ-

１
Ｂ
、

Ｈ-

４
ま
た
は
Ｌ-

１
／
Ｌ-

２
ビ

ザ
、
書
類
は
入
国
予
定
時
に
有

効
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
）

・
永
住
者
は
有
効
な
グ
リ
ー
ン

カ
ー
ド
（
入
国
時
に
有
効
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
）

旅
行
者
は
入
国
す
る
際
、

Ｉ-

94
フ
ォ
ー
ム
（
到
着
／
出

発
記
録
）
を
印
刷
し
持
参
す
る

（
印
刷
は
Ｃ
Ｂ
Ｐ
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トw
w

w
.cb

p.g
ov

か
ら
可

能
）
。
旅
行
す
る
と
き
は
そ
の

都
度
Ｉ-

94
を
印
刷
し
て
く
だ

さ
い
。
電
子
Ｉ-
94
の
コ
ピ
ー

を
取
得
で
き
る
唯
一
の
方
法
は

Ｃ
Ｂ
Ｐ
に
Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ａ
を
リ
ク
エ

ス
ト
す
る
こ
と
で
す
が
、
費
用

が
か
か
り
、
応
答
を
受
け
る
に

は
何
週
間
も
の
時
間
が
か
か
り

ま
す
。
移
民
弁
護
士
ま
た
は
弁

護
士
と
連
絡
を
取
り
、
母
国

（
ま
た
は
第
三
国
）
で
ビ
ザ
を

申
請
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
は

次
の
通
り
。

・
14
歳
か
ら
79
歳
ま
で
の
ほ
と

ん
ど
の
人
は
大
使
館
で
の
面
接

が
必
要
で
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で

は
面
接
免
除
が
で
き
る
特
別
ル

ー
ル
を
確
認
で
き
ま
す

・
旅
行
者
の
な
か
で
も
、
カ
ナ

ダ
、
メ
キ
シ
コ
、
ま
た
は
訪
問

す
る
可
能
性
の
あ
る
他
の
国
の

ア
メ
リ
カ
領
事
館
で
第
三
国
処

理
（
Ｔ
Ｃ
Ｐ
）
を
検
討
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す

・
領
事
館
の
予
約
日
時
は
オ
ン

ラ

イ

ン

（

h
ttps：

//trav
el.state.g

ov
/con

-
tent/travel.htm

l

）
で
確
認

で
き
ま
す

・
ア
メ
リ
カ
領
事
館
に
つ
い
て

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

（w
w

w
.usem

bassy.gov/

）

で
確
認
で
き
ま
す
。

（
Ｎ
Ｐ
Ｚ
弁
護
士
事
務
所
デ
イ

ヴ
ィ
ッ
ト
・
ナ
ッ
ク
マ
ン
弁
護

士
）

ホ
リ
デ
ー
鉄
道
模
型
ジ
オ
ラ
マ

グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
売
店

ど
を
通
る
２
階
建
て
Ｏ
字
型

線
路
を
走
行
し
、
子
供
だ
け

で
な
く
鉄
道
好
き
の
大
人
た

ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。

来
年
２
月
22
日
（
土
）
ま

で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
入

場
無
料
。
午
前
８
時
か
ら
午

後
８
時
、
週
末
は
午
前
10
時

か
ら
午
後
７
時
、
ク
リ
ス
マ

ス
イ
ブ
と
大
晦
日
は
５
時
ま

で
。
ク
リ
ス
マ
ス
と
元
旦
は

休
み
。

米
国
外
旅
行
の
注
意
点

米
弁
護
士
が
ア
ド
バ
イ
ス

ジ
ャ
ズ
ギ
タ
リ
ス
ト
の
高
免

信
喜
（
た
か
め
ん
・
の
ぶ
き
）

氏
は
、
全
米
の
作
曲
コ
ン
ペ
テ

ィ
シ
ョ
ン
「
Ｕ
Ｓ
Ａ
ソ
ン
グ
ラ

イ
テ
ィ
ン
グ
・
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ

ョ
ン
２
０
１
９
」
の
イ
ン
ス
ト

ル
メ
ン
タ
ル
部
門
に
お
い
て
オ

リ
ジ
ナ
ル
曲
「H

elsin
g

in
taivas

（
ヘ
ル
シ
ン
キ
の
空
）
」

で
第
１
位
を
獲
得
し
た
。

「
ヘ
ル
シ
ン
キ
の
空
」
は
高

免
氏
が
２
０
１
７
年
に
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
に
演
奏
に
行
っ
た
時
に

思
い
つ
い
た
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
も

と
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
完
成

さ
せ
た
曲
。
18
年
に
リ
リ
ー
ス

し
た
８
枚
目
の
最
新
ア
ル
バ
ム

「T
he

N
obuki

T
akam

en
T

rio

」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

高
免
氏
は
、
「
ソ
ン
グ
ラ
イ
テ

ィ
ン
グ
の
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

に
応
募
し
た
の
は
今
回
が
初
め

て
で
、
受
賞
の
知
ら
せ
が
届
い

た
時
に
は
か
な
り
驚
き
ま
し

た
。
こ
れ
を
励
み
に
こ
れ
か
ら

も
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
１
０
０
曲
を

目
指
し
て
、
作
曲
に
取
り
組
ん

で
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
喜
び
の
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
て

い
る
。

作
曲
賞
全
米
１
位

ギ
タ
リ
ス
ト
高
免
信
喜

グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅

の
１
階
、
西
端
に
あ
る
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
交
通
博
物
館
（N

Y
T

ransit
M

useum
, G

rand
C

entral
G

allery
A

nnex
&

 Store)

で
は
、
鉄
道
模
型
の

ホ
リ
デ
ー
・
ト
レ
イ
ン
・
シ

ョ
ー
を
開
催
中
だ
。

今
年
で
17
回
目
と
な
る
今

季
恒
例
の
展
示
は
、
ラ
イ
オ

ネ
ル
社
製
の
模
型
列
車
が
、

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
摩
天
楼
な

ぼ
く
め
い
た
で
す
！

今

週
は
紙
面
の
都
合
で
お
休

み
し
ま
す
。
来
週
来
ま
す

の
で
待
っ
て
て
ね
っ
！

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
格
好

を
し
て
街
を
練
り
歩
く
「
サ

ン
タ
コ
ン
」
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
で
は
今
年
は
14
日
（
土
）

に
開
催
さ
れ
る
。
キ
ッ
ク
オ

フ
は
午
前
10
時
、
会
場
は
直

前
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
る
。

昨
年
は
ペ
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

駅
近
く
の
プ
ラ
ザ
33
だ
っ
た
。

「
サ
ン
タ
さ
ん
」
が
た
く
さ
ん

出
没
す
る
の
は
、
イ
ー
ス
ト

ビ
レ
ッ
ジ
と
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
。

サ
ン
タ
コ
ン
は
１
９
９
４

年
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
始

ま
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

は
98
年
か
ら
始
ま
り
、
現
在

で
は
３
万
人
を
超
え
る
サ
ン

タ
さ
ん
が
参
加
す
る
、
世
界

最
大
規
模
の
サ
ン
タ
コ
ン
に

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
楽
し
む
だ
け
で
な
く
、

バ
ー
な
ど
で
悪
ふ
ざ
け
を
す

る
「
サ
ン
タ
さ
ん
」
も
い
て
、

「
サ
ン
タ
お
断
り
」
の
貼
り
紙

を
す
る
店
も
増
え
て
い
る
。

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

http://santacon.nyc

サンタが街に

やってくる

NY１４日に

http://www.iiicareer.com/
https://ibec-usa.com/
https://mikoto-inc.com/ads/


人
生
を
忙
し
く
生
き
、
気
が

付
く
と
も
う
定
年
退
職
の
年
。

老
後
を
ど
こ
で
過
ご
す
か
は
家

族
構
成
や
国
籍
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
要
因
に
よ
る
が
、
米
国
に
は

日
本
の
よ
う
に
65
歳
で
強
制
的

に
加
入
さ
せ
ら
れ
る
比
較
的
掛

け
金
の
安
い
長
期
介
護
保
険
が

な
い
こ
と
を
知
っ
て
お
く
必
要

が
あ
る
。

米
国
の
介
護
保
険
は
今
日
、

12
社
ほ
ど
の
民
間
会
社
に
委
ね

ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
掛
け
金

の
高
価
な
保
険
に
い
っ
た
ん
加

入
す
る
と
健
康
保
険
の
よ
う
に

変
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
、
加
入
前
に
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
と
じ
っ
く
り
面
談
す
る
こ
と

も
勧
め
ら
れ
る
。

米
国
で
介
護
施
設
に
入
る
場

合
、
２
通
り
の
選
択
肢
が
あ
る
。

ひ
と
つ
は
民
間
会
社
が
提
供
す

る
介
護
保
険
に
入
る
こ
と
。
も

う
ひ
と
つ
は
、
財
産
が
あ
れ
ば

の
ほ
と
ん
ど
を
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド

（
政
府
医
療
給
付
制
度
）
に
委

ね
て
同
制
度
に
頼
る
こ
と
。
十

分
な
貯
え
が
な
い
と
、
介
護
施

設
の
経
費
を
払
う
こ
と
の
困
難

が
下
記
の
統
計
表
か
ら
読
み
取

れ
る
。
し
か
も
介
護
施
設
の
コ

ス
ト
は
年
々
上
昇
し
て
い
る
。

映
画
で
見
る
よ
う
な
ゆ
っ
た
り

と
静
か
な
施
設
な
ら
年
間
10
万

ド
ル
す
る
。

民
間
会
社
が
提
供
す
る
介
護

保
険
の
掛
け
金
は
、
加
入
時
の

年
齢
、
恩
恵
額
、
恩
恵
期
間
、

持
病
の
有
無
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
要
因
で
異
な
る
。
一
例
を
挙

げ
る
と
、
健
康
な
64
歳
の
夫
婦

が
加
入
し
て
年
間
の
掛
け
金
が

夫
婦
で
約
８
０
０
０
ド
ル
で
恩

赦
期
間
は
一
人
に
つ
き
た
っ
た

の
３
年
。
掛
け
金
を
増
や
せ
ば

期
間
も
伸
び
、
持
病
が
あ
る
と

掛
け
金
が
上
が
る
な
ど
の
要
因

で
異
な
る
。

こ
れ
ら
の
詳
細
を
理
解
す
る

に
あ
た
っ
て
、
米
国
介
護
保
険

協

会

（

A
m

erican
A

ssociation
for

L
on

g
-

T
erm

C
are

Insurance

）
の

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ

ブ
・
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
、
ジ
ェ
ッ
シ

ー
・
ス
ロ
メ
氏

は
、
同
協
会
発
行

の
介
護
プ
ラ
ン
書

「

G
u

id
e

to
1

0
3

5
E

x
c

h
a

n
g

e
s

for
L

T
C

P
lan

n
in

g

」
を

一
読
す
る
こ
と
を

勧
め
る
。
さ
ら
に
、

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
の

読
者
に
向
け
て
次

の
ア
ド
バ
イ
ス
を

す
る
。

介
護
保
険
の
加

入
決
め
た
ら
、
そ

の
適
切
な
加
入
年

齢
は
55
歳
か
ら
65

歳
。
保
険
会
社
を
途
中
で
変
え

れ
ら
れ
な
い
の
で
自
分
た
ち
の

状
況
に
あ
っ
た
保
険
会
社
を
注

意
深
く
選
ぶ
こ
と
。
会
社
を
選

ん
で
保
険
加
入
を
決
め
た
な
ら

早
々
に
加
入
す
る
こ
と
。
い
っ

た
ん
病
気
に
な
る
と
、
加
入
が

不
可
能
に
な
っ
た
り
、
掛
け
金

を
再
計
算
さ
れ
て
高
額
に
な
る

懸
念
が
あ
る
。

◆
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
を
使
う
と
ど

う
な
る
か
？

Ｃ
Ｍ
Ｓ
（C

en
ters

for
M

ed
icare

&
 M

ed
icaid

Services

）
の
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・

メ
ン
ゲ
ル
氏
は
、
「
こ
の
社
会

保
障
法
は
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
お
金
の
な
い
人
た
ち
の
た

め
の
制
度
」
と
前
置
き
し
て
、

メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
を
使
っ
て
ナ
ー

シ
ン
グ
ホ
ー
ム
に
入
る
に
は
過

去
５
年
間
に
遡
り
財
産
の
ほ
と

ん
ど
を
返
上
せ
ね
ば
な
ら
な
い

「L
ook

back
period

（
過
去

調
査
）
」
と
呼
ば
れ
る
取
り
締

ま
り
を
２
０
０
６
年
か
ら
設
け

て
い
る
と
説
明
。

メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
の
使
用
を
法

律
上
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
弁
護
士

事

務

所

「

S
ed

ita,
C

am
p

isan
o

&
C

am
pisano

L
L

C

」
の
フ
ラ

ン
ク
・
カ
ン
ピ
サ
ー
ノ
弁
護
士

は
、
「
（
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
の
使
用

に
際
し
て
の
財
産
消
却
に
つ
い

て
）
、
Ｉ
Ｒ
Ａ
、
銀
行
預
金
、

ス
ト
ッ
ク
な
ど
２
０
０
０
ド
ル

ま
で
保
持
す
る
こ
と
が
可
能

で
、
月
々
の
収
入
も
２
３
１
３

ド
ル
ま
で
認
め
ら
れ
て
い
る
」

と
説
明
。
ま
た
、
メ
デ
ィ
ケ
イ

ド
受
給
資
格
は
米
国
市
民
権
保

有
者
と
５
年
以
上
滞
米
の
永
住

者
（
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
保
有
者
）

に
限
る
。
９
月
中
旬
に
米
国
土

安
全
保
障
省
（
Ｄ
Ｈ
Ｓ
）
が
新

た
な
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
の
使
用
者

に
新
規
制
を
加
え
る
案
を
出
し

た
が
、
現
在
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド

を
保
持
す
る
５
年
以
上
滞
米
の

永
住
者
は
対
象
と
な
ら
な
い
。

メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
の
使
用
に
当

た
り
、
も
う
一
つ
重
要
な
規
則

に
配
偶
者
の
扱
い
が
あ
る
。
夫

婦
の
ど
ち
ら
か
が
前
述
の
よ
う

に
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
を
使
っ
て
ナ

ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
に
入
る
と
配

偶
者
は
ど
う
な
る
の
か
？

メ

ン
ゲ
ル
氏
は
、
２
０
１
９
年
現

在
、
配
偶
者
は
家
（
最
高
額
87

万
８
０
０
０
ド
ル
ま
で
）
、
預

金
（
最
高
額
12
万
６
４
２
０
ド

ル
）
、
生
活
費
月
額
３
１
６
１

ド
ル
ま
で
保
持
で
き
る
と
解

説
。
配
偶
者
に
関
す
る
詳
細
は

メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト

で

も

閲

覧

で

き

る

。

w
w

w
.m

edicaid.gov/m
ed

icaid/elig
ibility

/dow
n

-
loads/spou

sal-im
pov

er-
ishm

ent/ssi-and-spousal-

im
pov

erish
m

en
t-stan

-
dards.pdf

（
ワ
イ
ン
ス
タ
イ

ン
今
井
絹
江
）

（5）　［社　会］ 週刊NY生活　SHUKANNEWYORKSEIKATSU 2019年（令和元年）12月7日（土）

●北海道ゆかりの会「忘年会」＝12/10（火）18:30 レストラン日本（155
E 52nd St, New York, NY 10022.）Tel：212- 688-5941 参加費＄60   鴨
鍋＋飲み物２杯＋税金とチップ  出欠はＥメールshion.hoshino@gmail.com

（星野紫園さん）まで　●NY立教会のクリスマス会開催＝12/11（水）
19:00 Pierre Loti（300 E.52nd St.2Fl) 会費：$80 家族、立教にゆかりの
ある方も歓迎。出欠は30日（金）までにＥメールrikkyokai.ny@gmail.com
まで連絡を。●ニューヨーク栃木県人会「忘年会」＝
12/11（水）18:00〜20:30　かほる（ 306 E. 46th St.
)Tel:212-867-0874  参加費：$65  食事（京風きんぴら、
刺し盛り、バラちらし など）と飲み物  出欠は27日まで
にＥメールnytochigi@gmail.com（進藤尚子さん）まで
連絡を。●レクチャー「ハチ公：“ハチ”の生涯を探求する」＝12/17

（火）12:00 The American Kennel Club Museum of the Dog(101 Park
Ave.)  Tel: 212-696-8360  参加費（入館料）: $15（大人）、＄10（学生、
シニア)＄５、（12歳以下）ライターのマクドナルド由美さんが、ハチ公と
秋田犬についてレクチャーを行う。母親が渋谷駅でハチ公を見て撫でたこ
ともあり、その思い出をもとに『Reminiscence of Shibuya』を出版、ニュ

ージャージー州ラファイエット市の「上野博士とハチ公像」建立などの活
動も行う著者がハチ公などについて話す。詳細はウェブサイト
https://museumofthedog.orgを参照。●台風19号災害救援基金チャリティ
ーリサイタル＝12/19（木）14:00〜16:00 ニューヨーク日系人会館ホール

（49 W.45thSt.11th Fl.) Tel: 212-840-6942  入場無料（奨励寄付＄20）ＮＹ
在住の大隅苓子さんが懐かしい日本の歌、プッチーニやモーツァルトの歌

曲を披露。ＮＹ日系人会19号災害救援基金へ寄付さ
れる。●青山学院校友会NY支部「クリスマス会」＝
12/21（土）16:00〜19:00 CHAI Thai Kitchen (930
8th Ave.)会費：＄40（立食とウェルカムドリンク、
ラッフルチケット1枚込み、当日現金）12歳以下無料

プレゼント交換ラッフル大会やサイレントオークションも。ラッフルの景
品を持ち寄る。参加申し込みはEメールalumni.aogaku.ny@gmail.comまで。
●ニューヨーク成蹊会＝2020年１/16（木）19:00　会場未定（人数が確定
し次第追って連絡）参加費：＄70  小学校から大学院までどの時期に成蹊
に所属していた人を大歓迎。出欠など連絡は電話917-463-6063（坂本さん）
またはＥメールnyseikei@gmail.comまで。

www.nyseikatsu.comで詳報

お
金
か
か
る
米
で
の
介
護

介
護
保
険
の

仕
組
み
を
聞
く

Ｎ
Ｙ
公
立
図
書
館
（
Ｎ
Ｙ
Ｐ

Ｌ
）
は
子
ど
も
向
け
か
ら
成
人

向
け
ま
で
、
同
図
書
館
が
厳
選

し
た
２
０
１
９
年
の
ベ
ス
ト
書

籍
リ
ス
ト
を
発
表
し
た
。

「
子
ど
も
向
け
ベ
ス
ト
書
籍

１
０
０
」
に
は
ラ
ッ
プ
や
ヒ
ッ

プ
ホ
ッ
プ
の
歴
史
や
英
雄
を
解

説
し
た
絵
本
『
ザ
・
ル
ー
ツ
・

オ
ブ
・
ラ
ッ
プ：

16
バ
ー
ズ
・

オ
ン
・
ザ
・
４
ピ
ラ
ー
ズ
・
オ

ブ
・
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
』
（
キ
ャ

ロ
ル
・
ボ
ス
ト
ン
・
ウ
ェ
ザ
ー

フ
ォ
ー
ド
著
）
や
、
自
転
車
に

乗
る
メ
キ
シ
コ
人
移
民
の
父
娘

を
描
い
た
絵
本
『
ミ
・
パ
ピ
・

テ
ィ
エ
ネ
・
ウ
ナ
・
モ
ト
』

（
イ
ザ
ベ
ラ
・
キ
ン
テ
ロ
著
）
、

「
成
人
向
け
ベ
ス
ト
書
籍
１

０
０
」
に
は
、
ミ
ド
ル
・
パ
ッ

セ
ー
ジ
の
最
後
の
奴
隷
生
存
者

を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
『
バ
ラ
ク
ー
ン：

ザ
・

ス
ト
ー
リ
ー
・
オ
ブ
・
ザ
・
ラ

ス
ト
・
ブ
ラ
ッ
ク
カ
ー
ゴ
』
な

ど
、
米
国
文
化
や
歴
史
、
人
種

の
多
様
性
を
意
識
し
た
作
品
な

ど
も
選
ば
れ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
「
テ
ィ
ー
ン
向
け

ベ
ス
ト
書
籍
50
」
「
詩
集
ト
ッ

プ
10
」
「
短
編
集
」
「
子
ど
も
向

け
動
物
の
本
」
「
テ
ィ
ー
ン
向

け
の
Ｎ
Ｙ
に
関
す
る
作
品
」
、

ま
た
今
年
は
子
ど
も
向
け
の
ス

ペ
イ
ン
語
作
品
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

も
追
加
さ
れ
た
。
詳
細
は
ウ
ェ

ブ
サ
イ
トnypl.org

を
参
照
。

公
立
図
書
館
が
お
勧
め

今
年
の
ベ
ス
ト
図
書

10代向けや

詩集、短編集

米
疫
病
対
策
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ

Ｄ
Ｃ
）
は
こ
の
ほ
ど
、
米
国
人

成
人
の
た
ば
こ
喫
煙
率
が
過
去

最
低
を
記
録
し
た
と
報
告
し

た
。
Ｃ
Ｄ
Ｃ
の
調
査
に
よ
る
と
、

２
０
１
８
年
の
喫
煙
率
は
17
年

か
ら
０
・
３
％
減
の
13
・
７
％

だ
っ
た
。
米
国
人
に
と
っ
て
タ

バ
コ
は
い
ま
だ
最
も
止
め
ら
れ

な
い
習
慣
の
ひ
と
つ
だ
が
、
１

９
６
５
年
の
42
％
と
比
べ
る
と

著
し
く
減
少
し
て
い
る
。
一
方
、

成
人
の
電
子
た
ば
こ
喫
煙
率

は
、
17
年
の
２
・
８
％
か
ら
18

年
の
３
・
２
％
に
増
加
し
、
特

に
24
歳
以
下
の
成
人
で
急
増
し

て
い
る
。

喫
煙
率
最
低

電
子
た
ば
こ
増
加

路
上
で
ナ
イ
フ
切
り
つ
け

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
５
人
負
傷

ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
路
上
で
11

月
25
日
夜
、
ナ
イ
フ
に
よ
る
傷

害
事
件
が
２
件
続
け
ざ
ま
に
発

生
し
、
５
人
が
負
傷
し
た
。
両

現
場
は
数
ブ
ロ
ッ
ク
し
か
離
れ

て
お
ら
ず
両
方
の
事
件
に
関
わ

っ
た
者
が
い
る
と
見
て
警
察
は

捜
査
し
て
い
る
。

警
察
が
駆
け
つ
け
た
の
は
午

後
９
時
30
分
頃
。
８
番
街
の
41

丁
目
。
ポ
ー
ト
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ

ー
・
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
向
か

い
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
の
前
で

男
性
の
グ
ル
ー
プ
が
喧
嘩
と
な

り
、
２
人
が
重
傷
、
１
人
が
軽

傷
を
負
っ
て
病
院
に
搬
送
さ
れ

た
。
グ
ル
ー
プ
の
う
ち
１
人
が

タ
イ
ヤ
交
換
に
使
う
鉄
製
レ
バ

ー
で
武
装
し
て
お
り
、
別
の
少

な
く
と
も
１
人
が
ナ
イ
フ
を
所

持
し
て
い
た
。
直
後
に
６
番
街

の
46
丁
目
で
も
喧
嘩
が
あ
り
、

２
人
が
ナ
イ
フ
で
刺
さ
れ
た
。

警
察
は
最
初
の
事
件
で
逃
げ

た
男
が
46
丁
目
の
事
件
に
も
関

与
し
た
よ
う
だ
と
し
て
い
る
。

映
像
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
配
信

会
社
ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ
ク
ス
は
11

月
25
日
、
今
夏
に
惜
し
ま
れ
な

が
ら
閉
館
し
た
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン

の
「
パ
リ
ス
・
シ
ア
タ
ー
」
が
、

営
業
を
再
開
す
る
こ
と
を
発
表

し
た
。

米
国
で
最
も
古
い
芸
術
施
設

の
ひ
と
つ
で
あ
る
同
映
画
館
は

１
９
４
８
年
、
フ
ラ
ン
ス
の
映

画
製
作
会
社
パ
テ
が
開
館
し
、

「
田
園
交
響
楽
」
な
ど
の
フ
ラ

ン
ス
映
画
を
中
心
に
上
映
し
て

い
た
。
本
編
前
の
宣
伝
は
な
く
、

劇
場
ス
タ
ッ
フ
の
礼
儀
正
し
さ

に
は
定
評
が
あ
り
、
大
衆
の
映

画
館
と
は
異
な
る
エ
レ
ガ
ン
ト

な
劇
場
と
し
て
、
あ
る
種
の
世

代
の
常
連
た
ち
が
集
っ
て
い

た
。
閉
館
の
理
由
は
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
近
隣

の
開
発
範
囲
の
拡
大
や
映
画
館

の
人
気
低
迷
が
原
因
と
考
え
ら

れ
て
い
た
。

ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ
ク
ス
社
は
こ

の
ほ
ど
同
劇
場
の
長
期
リ
ー
ス

契
約
を
結
び
、
映
画
に
関
す
る

イ
ベ
ン
ト
や
上
映
、
試
写
会
な

ど
を
行
う
。
現
在
は
ノ
ア
・
バ

ウ
ム
バ
ッ
ク
監
督
の
「
マ
リ
ッ

ジ
・
ス
ト
リ
ー
」
を
上
映
中
。

同
社
は
、
最
近
で
は
ブ
ロ
ー
ド

ウ
エ
ー
の
ベ
ラ
ス
コ
劇
場
を
貸

し
切
り
、
す
で
に
ス
ト
リ
ー
ミ

ン
グ
配
信
を
開
始
し
て
い
る

「
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
・
マ
ン
」
の

上
演
を
行
い
話
題
と
な
っ
た
。

映
画
館
で
上
演
は
ア
カ
デ
ミ
ー

賞
審
査
の
大
き
な
要
素
と
も
な

る
た
め
、
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
だ

け
で
な
く
劇
場
維
持
に
も
力
を

入
れ
て
い
る
。

パ
リ
ス
シ
ア
タ
ー
存
続
へ

映
像
配
信
の
ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ
ク
ス
が
支
援

http://goldsteinvisa.com
http://villagewellusa.com
http://kkobo.com/
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
商
工
会

議
所
（
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
）
は
１
月
22

日
（
水
）
正
午
か
ら
午
後
３
時

ま
で
、
「
２
０
２
０
年
へ
の
期

待

大
統
領
選
と
日
米
政
治
経

済
／
ア
ジ
ア
情
勢
」
と
題
す
る

新
春
討
論
会

を
日
本
ク
ラ
ブ

で
開
催
す
る
。

２
０
２
０
年
は
い
よ
い
よ
米

国
大
統
領
選
の
年
。
す
で
に
名

乗
り
を
上
げ
た
大
勢
の
候
補
者

に
加
え
、
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
氏

も
参
戦
決
定
。
弾
劾
を
迫
ら
れ

る
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
ど
の
よ

う
に
逃
げ
き
る
か
。
ア
ジ
ア
に

目
を
向
け
る
と
、
相
も
変
わ
ら

ず
米
中
の
貿
易
戦
争
が
綱
引
き

状
態
。
日
、
米
、
韓
の
３
国
同

盟
も
こ
こ
に
来
て
あ
ま
り
良
く

な
い
兆
し
。
こ
の
激
動
の
年
、

ビ
ジ
ネ
ス
・
経
済
、
金
融
、
政

治
、
外
交
に
精
通
す
る
日
米

の
論
客
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で

２
０
２
０
年
へ
の
期
待
と
展
望

を
熱
く
語
る
。

パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
西
岡
純
子

氏
（
三
井
住
友
銀
行

チ
ー
フ

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
）
、
茅
野
み
つ

る
氏
（
伊
藤
忠
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
社
長
）
、
武
隈
喜
一
氏

（
テ
レ
ビ
朝
日
ア
メ
リ
カ
社

長
）
、
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
カ
ー
チ

ス
氏
（
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
政
治

学
教
授
）
、
山
崎
一
民
氏
（
ワ

シ
ン
ト
ン
・
ウ
ォ
ッ
チ
誌
編
集

長
）
、
高
井
裕
之
（
米
州
住
友

商
事
ワ
シ
ン
ト
ン
事
務
所
長
）
、

モ
デ
レ
ー
タ
ー
は
時
事
通
信
社

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
局
長
の
岸
田

芳
樹
氏
が
務
め
る
。
討
論
会
は

日
本
語
で
行
う
。

参
加
者
を
受
け
付
け
中

参
加
費
は
特
製
お
正
月
弁
当

込
み
で
、
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
会
員
が
１

０
０
ド
ル
、
一
般
が
１
２
０
ド

ル
、
学
生
は
50
ド
ル
。
参
加
申

し

込

み

は

Ｅ

メ

ー

ル

info@
jcciny.org

ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
２
１
２
・
２
４
６
・
８

０
０
２
、
Ｎ
Ｙ
日
本
商
工
会
議

所
ま
で
。

２
０
２
０
年
へ
の
期
待

大
統
領
選
、
日
米
政
経
、
ア
ジ
ア
情
勢

西岡氏カーチス氏

茅野氏

武隈氏

ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
東
京
２
０
２
０
と

炭
火
割
烹
白
坂
の
こ
と
な
ど

今
年
で
13
年
目
を
迎
え
る

「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
東
京
２

０
２
０
」
が
11
月
26
日
に
発
表

さ
れ
た
。
東
京
は
世
界
で
一
番

星
付
き
が
多
い
グ
ル
メ
都
市
で

２
２
６
軒
に
及
ぶ(

ビ
ブ
グ
ル

マ
ン
は
２
３
８
件)

。
三
つ
星

は
13
年
連
続
の
３
軒(

カ
ン
テ

サ
ン
ス
、
か
ん
だ
、
ジ
ョ
エ

ル
・
ロ
ブ
シ
ョ
ン)

を
含
む
計

11
軒
が
評
価
さ
れ
た
が
、
「
す

き
や
ば
し
次
郎
本
店
」
「
鮨
さ

い
と
う
」
は
現
在
一
般
予
約
が

不
可
に
な
り
、
三
つ
星
の
み
な

ら
ず
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
掲
載

対
象
外
と
な
っ
た
。
二
つ
星
は

計
48
軒
で
、
な
か
で
も
久
々
に

高
い
評
価
を
受
け
た
の
は
唯
一

の
イ
タ
リ
ア
料
理
「
プ
リ
ズ

マ
」
。
一
つ
星
は
計
１
６
７
軒
。

そ
の
う
ち
の
１
軒
、
港
区
赤

坂
に
あ
る
「
炭
火
割
烹

白
坂

(

し
ろ
さ
か)

」(

２
０
１
４
年
11

月
に
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
一
つ

星
は
２
回
目)

。

白
坂
は
、
黄
昏
時
に
な
る
と
、

少
し
奥
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
佇
む

和
風
建
築
の
入
口
に
白
い
暖
簾

が
か
か
る
。
足
元
の
灯
篭
を
頼

り
に
お
香
を
聞
き
な
が
ら
石
畳

を
一
歩
ず
つ
前
に
進
み
結
界
を

超
え
る
。
そ
し
て
と
び
ら
を
ガ

ラ
ッ
と
開
け
る
と
目
の
前
に

「
静
寂
閑
雅
」
と
、
白
木
の
カ

ウ
ン
タ
ー
の
向
こ
う
側
に
シ
ェ

フ
と
も
ど
も
ほ
っ
こ
り
と
し
た

暖
か
さ
が
融
合
す
る
明
る
い
空

間
が
広
が
る
。

目
の
前
で
完
成
さ
れ
る
料
理

は
、
火
入
れ
を
は
じ
め
に
絶
妙

な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
仕
上
げ
た
懐

石
風
。
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
て
い

い
と
こ
取
り
し
た
旬
の
海
や
山

の
幸
が
約
10
品
、
最
後
の
デ
ザ

ー
ト
に
至
る
ま
で
感
動
の
嵐
は

止
ま
な
い
。

そ
れ
は
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
井

伊
秀
樹
氏
の
背
景
に
あ
り
、
特

に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
滞
在
中
の
経

験
は
大
き
い
と
い
う
。
東
京
で

日
本
料
理
を
学
び
研
鑽
を
積

み
、
シ
ド
ニ
ー
の
有
名
店
で
シ

ェ
フ
を
つ
と
め
た
そ
の
後
、
食

の
外
交
官
と
も
い
わ
れ
、
同
時

に
日
本
の
文
化
を
伝
え
る
重
要

な
役
割
を
担
う
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
国
連
大
使
の
専
属
公
邸
料
理

人
と
な
る
。
２
０
１
０
年
秋
か

ら
２
年
半
に
わ
た
り
、
次
席
大

使
と(

そ
の
家
族)

、
宗
教
上
の

規
律
や
マ
ナ
ー
の
違
い
を
も
つ

各
国
の
要
人
と
の
公
的
な
会
食

に
対
し
て
、
メ
ニ
ュ
ー
決
め
か

ら
食
材
の
仕
入
れ(

日
本
か
ら

空
輸
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

人
種
の
る
つ
ぼ
で
あ
る
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
は
食
材
が
豊
富
で
大
抵

の
も
の
は
事
欠
か
な
か
っ
た)

、

当
日
の
調
理
、
そ
し
て
予
算
管

理
に
至
る
ま
で
一
連
の
作
業
を

１
人
で
こ
な
し
て
き
た
こ
と
か

ら
多
く
を
学
ん
だ
と
い
う
。
井

伊
氏
は
、
ギ
ッ
シ
リ
と
予
約
の

入
っ
た
ノ
ー
ト
を
抱
え
、
「
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
ま
た
行
き
た
い

な
ぁ
」
と
最
後
に
呟
い
た
。
　

（
津
延
美
衣
、
写
真
も
）

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

新
旧
理
事
長
交
代
を
披
露

NY日商新春討論会

日本クラブで1月22日開催へ

岸田氏

高井氏

山崎氏

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

（
Ｊ
Ｓ
）
は
３
日
夕
、
櫻
井
本

篤
理
事
長
の
退
任
と
ジ
ョ
シ
ュ

ア
・
Ｗ
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
博
士
の

新
理
事
長
就
任
を
披
露
す
る
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
を
開
い
た
。
ウ
ォ

ー
カ
ー
氏
は
、
２
０
０
９
年
か

ら
Ｊ
Ｓ
理
事
長
を
務
め
た
櫻
井

さ
ん
に
代
わ
り
２
日
付
で
第
20

代
理
事
長
に
就
任
し
た
。

ウ
ォ
ー
カ
ー
博
士
は
地
政
学

的
リ
ス
ク
分
析
専
門
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
会
社
ユ
ー
ラ
シ
ア
・

グ
ル
ー
プ
の
前
グ
ロ
ー
バ
ル
戦

略
事
業
部
長
兼
日
本
部
長
。
２

歳
か
ら
18
歳
ま
で
を
主
に
日
本

の
札
幌
で
過
ご
し
、
日
米
両
国

の
文
化
・
慣
習
に
精
通
、
プ
リ

ン
ス
ト
ン
大
学
で
政
治
学
と
公

共
政
策
に
お
け
る
国
際
関
係
と

安
全
保
障
を
研
究
テ
ー
マ
に
博

士
号
を
取
得
し
た
。
ユ
ー
ラ
シ

ア
・
グ
ル
ー
プ
以
前
は
、
米
国

国
務
省
や
国
防
省
を
含
む
米
国

政
府
機
関
に
勤
務
、
米
国
大
手

戦
略
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
会

社
Ａ
Ｐ
Ｃ
Ｏ
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド

の
世
界
戦
略
プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当

バ
イ
ス
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
と
し
て

17
年
ア
ス
タ
ナ
国
際
博
覧
会

（
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国
）
で

米
国
パ
ビ
リ
オ
ン
館
長
を
務
め

た
。
国
際
関
係
、
官
民
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
を
専
門
に
グ

ロ
ー
バ
ル
な
ビ
ジ
ネ
ス
外
交
分

野
で
の
経
験
は
20
年
以
上
に
わ

た
る
。
イ
ェ
ー
ル
大
学
国
際
問

題
ジ
ャ
ー
ナ
ル
創
刊
編
集
長

で
、
ト
ラ
イ
リ
ン
ガ
ル
（
英
語
、

日
本
語
、
ト
ル
コ
語
）
。
３
期

10
年
、
理
事
長
を
務
め
た
櫻
井

理
事
長
が
次
世
代
に
託
し
た
札

幌
育
ち
の
38
歳
。
見
事
な
世
代

交
代
と
な
っ
た
。

ウォーカー新理事長（左）と櫻井前理事長　（写真・本紙　三浦良一）

受賞を喜ぶ井伊さん（右）

http://www.dipaolafinancial.com/
http://www.nikkeius.com
http://jweeklyusa.com
https://nymtc.com/


ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
議
会
は
11

月
26
日
、
ミ
ン
ト
や
果
物
な
ど

の
香
り
や
味
の
付
い
た
す
べ
て

の
電
子
た
ば
こ
の
販
売
を
禁
止

す
る
条
例
案
を
可
決
し
た
。
来

年
２
０
２
０
年
７
月
に
発
効
す

る
見
通
し
。

米
国
で
は
電
子
た
ば
こ
が
原

因
と
み
ら
れ
る
呼
吸
器
系
の
重

い
病
気
に
な
る
例
が
相
次
い
で

お
り
、
病
院
へ
の
搬
送
者
が
２

３
０
０
人
を
超
え
、
う
ち
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
２
人
を
含
む
47
人

が
死
亡
し
て
い
る
。
特
に
若
者

の
間
で
香
り
付
き
電
子
た
ば
こ

が
流
行
し
て
お
り
社
会
問
題
化

し
て
い
る
。

法
案
反
対
派
は
、
本
会
議
場

の
バ
ル
コ
ニ
ー
か
ら
ド
ル
札
を

投
げ
て
抗
議
し
た
が
、
米
国
内

で
拡
大
す
る
深
刻
な
健
康
危
機

か
ら
脱
出
す
る
た
め
、
法
案
は

42-

２
の
圧
倒
的
多
数
で
可
決
。

同
市
は
既
に
同
電
子
タ
バ
コ
を

禁
じ
て
い
る
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
な
ど
２
３
０
以
上
の
自
治

体
に
名
を
連
ね
る
こ
と
と
な
っ

た
。ト

ラ
ン
プ
政
権
は
今
年
９

月
、
香
り
付
き
の
電
子
た
ば
こ

の
販
売
を
規
制
す
る
方
針
を
打

ち
出
し
た
が
、
具
体
化
は
さ
れ

て
い
な
い
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

や
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
、
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
な
ど
が
規
制
に
乗
り
出

し
た
が
、
た
ば
こ
販
売
者
側
が

訴
え
を
起
こ
し
販
売
禁
止
が
差

し
止
め
ら
れ
る
な
ど
、
規
制
は

あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
。

可
決
さ
れ
た
法
案
で
は
、
同

電
子
タ
バ
コ
を
販
売
し
た
企
業

に
初
回
最
大
１
０
０
０
ド
ル
の

第
１
９
８
回
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

異
業
種
交
流
会
が
11
月
15
日

夜
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ラ
ボ
で
開
催

さ
れ
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
で
成
功
を
お
さ
め
た
３
人

の
女
性
と
板
越
ジ
ョ
ー
ジ
氏
が

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
対

談
形
式
で
行
わ
れ
た
。

植
田
稀
紀
子
さ
ん
（
プ
ロ
ボ

デ
ィ
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
ア
フ
ェ
ク

テ
ィ
ブ
バ
ス
ト
セ
ラ
ピ
ー
協
会

代
表
）
、
金
本
智
代

さ
ん

（
絵
手
紙
講
師
）
、
中
田
し
の
ぶ

さ
ん
（
ヌ
ー
ド
写
心
家
〜
秘
め

た
る
貴
女
を
魅
き
出
す
写
心

し
の
ぶ
れ
ど
）
は
、
「
女
性
が

成
功
す
る
た
め
の
ク
ラ
ウ
ド
フ

ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
は
」
と
題
し
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

始
め
た
経
緯
か
ら
終
了
後
の
波

及
効
果
ま
で
を
そ
れ
ぞ
れ
が
語

っ
た
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
で
成
功
す
る
大
き
な
要
因

の
一
つ
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に

共
通
し
て
言
え
る
の
は
、
ど
れ

だ
け
「
共
感
力
」
を
集
め
ら
れ

る
の
か
が
重
要
だ
と
い
う
こ

と
。
そ
し
て
、
今
ま
で
自
分
が

活
動
し
て
き
た
こ
と
に
対
し
ど

の
く
ら
い
人
か
ら
信
用
を
得
て

い
る
の
か
、
そ
れ
が
数
字
と
し

て
現
れ
る
の
が
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
だ
と
話
し
た
。

（
植
山
慎
太
郎
、
写
真
も
）
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レ
ン
ト
収
入
よ
り
も
必
要
経

費
の
方
が
多
い
た
め
に
発
生
す

る
レ
ン
タ
ル
・
ロ
ス
は
、
賃
貸

活
動
へ
の
積
極
的
関
与
の
条
件

を
満
た
せ
ば
、
給
与
、
利
子
、

配
当
、
自
営
業
事
業
所
得
な
ど

の
他
の
所
得
と
の
損
益
通
算
が

認
め
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
米

国
税
法
上
、
損
益
通
算
に
は
上

限
額
が
設
け
ら
れ
て
い
て
、
年

間
最
高
２
万
５
０
０
０
ド
ル
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
レ
ン
タ

ル
・
ロ
ス
が
２
万
５
０
０
０
ド

ル
以
上
計
算
さ
れ
て
も
、
損
益

通
算
に
使
え
る
の
は
２
万
５
０

０
０
ド
ル
ま
で
と
い
う
こ
と
で

す
。
超
過
額
は
翌
年
以
降
に
繰

り
延
べ
ら
れ
ま
す
。

給
与
、
利
子
、
配
当
な
ど
の

合
計
額
（
調
整
総
所
得
）
が
10

万
ド
ル
以
下
の
納
税
者
は
、
２

万
５
０
０
０
ド
ル
の
レ
ン
タ

ル
・
ロ
ス
全
額
を
他
の
所
得
と

損
益
通
算
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
調
整
総
所
得
が
10
万
ド
ル

を
超
え
る
と
、
損
益
通
算
で
き

る
金
額
は
段
階
的
に
減
額
し
ま

す
。
減
額
率
は
、
所
得
増
加
が

２
ド
ル
に
つ
き
１
ド
ル
削
減
と

い
う
割
合
で
す
。
調
整
総
所
得

が
15
万
ド
ル
に
達
す
る
と
、
レ

ン
タ
ル
・
ロ
ス
と
の
損
益
通
算

額
は
ゼ
ロ
に
な
り
ま
す
。
す
な

わ
ち
、
年
収
15
万
ド
ル
超
の
高

額
所
得
者
は
い
く
ら
レ
ン
タ

ル
・
ロ
ス
が
あ
っ
て
も
、
他
の

所
得
と
の
損
益
通
算
は
一
切
認

め
ら
れ
ず
、
翌
年
に
繰
り
延
べ

さ
れ
ま
す
。

（
大
島
襄
／
米
国
公
認
会
計
士
）

不
動
産
賃
貸
ロ
ス

744

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
運
輸
局
は

11
月
25
日
、
配
送
大
手
の
フ
ェ

デ
ッ
ク
ス
に
、
同
社
の
配
達
ロ

ボ
ッ
ト
は
交
通
法
規
に
違
反
し

て
い
る
の
で
使
わ
な
い
よ
う
に

と
通
達
し
た
。
Ｒ
ｏ
ｘ
ｏ
と
名

付
け
ら
れ
た
配
達
ロ
ボ
ッ
ト
は

市
内
で
試
験
運
用
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
が
、
す
で
に
い

く
つ
か
の
イ
ベ
ン
ト
に
登
場
し

て
い
る
。

通
達
で
は
市
内
の
車
道
や
歩

道
で
ロ
ボ
ッ
ト
使
用
を
止
め
る

よ
う
指
示
。
歩
道
で
の
自
動
車

の
運
転
は
許
可
さ
れ
て
お
ら

ず
、
「
車
両
が
動
い
て
い
る
間

は
少
な
く
と
も
片
手
を
ハ
ン
ド

ル
に
か
け
て
い
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
交
通
法
規
に
違
反

す
る
」
と
し
て
い
る
。
違
反
し

た
場
合
に
は
差
し
押
さ
え
た
上

で
法
的
措
置
を
講
じ
る
可
能
性

が
あ
る
と
警
告
し
て
い
る
。

デ
ブ
ラ
シ
オ
市
長
は
ツ
イ
ッ

タ
ー
で
「
ま
ず
第
一
に
ロ
ボ
ッ

ト
に
は
決
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ

ー
の
仕
事
は
さ
せ
な
い
。
私
た

ち
に
は
世
界
の
中
で
も
素
晴
ら

し
い
労
働
者
が
い
る
。
二
つ
目

に
、
私
た
ち
は
交
通
の
妨
げ
に

な
る
ロ
ボ
ッ
ト
を
許
可
し
て
い

な
い
。
も
し
そ
う
し
て
い
る
の

を
見
た
ら
梱
包
し
て
送
り
返

す
」
と
ツ
イ
ー
ト
し
た
。
ウ
ィ

ル
・
バ
ス
キ
ン
・
ゲ
ル
ウ
ィ
ッ

ツ
Ｎ
Ｙ
市
副
報
道
官
は
「
フ
ェ

デ
ッ
ク
ス
の
ロ
ボ
ッ
ト
は
勤
勉

な
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
の
仕
事
を

減
ら
す
だ
け
で
は
な
い
。
混
雑

し
た
通
り
で
は
危
険
」
と
語
っ

て
い
る
。

フ
ェ
デ
ッ
ク
ス
の
広
報
担
当

者
は
、
配
達
ロ
ボ
ッ
ト
は
全
米

の
４
つ
の
地
域
で
テ
ス
ト
し
て

い
る
が
今
後
の
テ
ス
ト
計
画
は

未
定
と
い
う
。
し
か
し
「
サ
ー

ビ
ス
効
率
を
補
完
し
、
新
し
い

雇
用
機
会
の
創
出
に
も
役
立
つ

と
考
え
て
い
る
」
と
述
べ
て
い

る
。

配
達
ロ
ボ
ッ
ト
を
禁
止

Ｎ
Ｙ
市
、
フ
ェ
デ
ッ
ク
ス
に
通
達

香
り
付
き
電
子
た
ば
こ
禁
止

Ｎ
Ｙ
市
が
来
年
７
月
施
行
へ

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

成
功
者
３
人
招
き
体
験
座
談
会

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
異
業
種
交
流
会
で

歌
手
の
ジ
ョ
ン
・
ボ
ン
・
ジ

ョ
ヴ
ィ
さ
ん
（
57
）
は
、
自
身

が
地
元
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州

で
展
開
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ジ

ョ
ン
・
ボ
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ィ
・
ソ

ウ
ル
・
キ
ッ
チ
ン
」
の
３
店
舗

目
を
Ｎ
Ｊ
州
立
ラ
ト
ガ
ー
ス
大

学
ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
校
内
に
来
年

１
月
22
日
に
オ
ー
プ
ン
す
る
こ

と
を
発
表
し
た
。

ボ
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ィ
さ
ん
は
低

所
得
層
を
支
援
す
る
ジ
ョ
ン
・

ボ
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ィ
・
ソ
ウ
ル
基

金
の
一
環
と
し
て
、
２
０
１
１

年
に
妻
ド
ロ
セ
ア
さ
ん
と
共
に

同
レ
ス
ト
ラ
ン
を
開
店
し
た
。

Ｃ
Ｂ
Ｓ
ニ
ュ
ー
ス
が
大
学
内
で

の
開
店
の
理
由
に
つ
い
て
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
に
対
し
「
大
学
に

子
ど
も
を
進
学
さ
せ
る
と
、
学

費
や
教
材
費
、
生
活
費
は
心
配

す
る
が
、
食
生
活
に
つ
い
て
は

無
関
心
な
保
護
者
が
多
い
。
結

果
、
子
ど
も
た
ち
は
イ
ン
ス
タ

ン
ト
ラ
ー
メ
ン
の
生
活
に
陥

る
。
大
学
生
活
と
ラ
ー
メ
ン
の

関
係
は
当
た
り
前
の
通
過
儀
礼

で
い
い
の
か
」
と
問
い
か
け
て

い
る
。
同
レ
ス
ト
ラ
ン
の
メ
ニ

ュ
ー
に
は
、
支
払
え
な
い
こ
と

を
理
由
に
入
店
を
拒
否
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
価
格
が
記

さ
れ
て
い
な
い
。
裕
福
な
客
に

は
食
費
と
し
て
20
ド
ル
請
求

し
、
一
部
は
ほ
か
の
誰
か
の
食

費
と
し
て
寄
付
さ
れ
る
。
ま
た

レ
ス
ト
ラ
ン
ス
タ
ッ
フ
の
多
く

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
食
材
も

ほ
ぼ
す
べ
て
が
寄
付
さ
れ
た
も

の
だ
と
い
う
。

ボ
ン
ジ
ョ
ビ
食
堂

ラ
ト
ガ
ー
ス
大
に

罰
金
を
科
す
。
専
門
家
は
、

ニ
コ
チ
ン
を
含
ん
だ
キ
ャ
ン

デ
ィ
ー
や
、
マ
ン
ゴ
ー
、
ベ

リ
ー
な
ど
の
フ
レ
ー
バ
ー
付

き
は
未
成
年
者
を
夢
中
に
さ

せ
る
原
因
だ
と
非
難
し
て
い

る
。
　
　
　
　
　
　
　
（
帯
）

外
務
省
領
事
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
海
外
安
全
相
談
課
は
、
海

外
に
お
け
る
麻
し
ん
（
は
し

か
）
・
風
し
ん
に
関
す
る
注
意

喚
起
を
発
信
し
た
。

外
務
省
に
よ
る
と
現
在
、
世

界
各
地
で
麻
し
ん
・
風
し
ん
の

感
染
例
が
多
く
報
告
さ
れ
て
い

る
。
海
外
感
染
す
る
リ
ス
ク
を

認
識
し
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
の

予
防
接
種
を
２
回
受
け
て
い
な

い
人
は
、
医
療
機
関
に
相
談
し

受
け
る
こ
と
を
検
討
す
る
よ
う

ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
る
。
日
本

で
は
輸
入
例
を
発
端
と
し
た
集

団
感
染
も
発
生
し
て
い
る
。
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
地
域
で
は
、
宗
教

上
の
理
由
か
ら
予
防
注
射
を
し

な
い
ケ
ー
ス
も
問
題
と
な
っ
て

お
り
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
一
部

や
ロ
ッ
ク
ラ
ン
ド
郡
な
ど
で
学

校
の
授
業
に
も
影
響
が
で
て
い

る
。詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

w
w
w
.anzen.m

ofa.go.jp/

を

参
照
。

大好評
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
Ｔ
Ｖ

w
w
w
.n
y
s
e
ik
a
ts
u
.c
o
m

は
し
か
・
風
し
ん
注
意
喚
起

外
務
省
が
海
外
感
染
を
懸
念

食
育
活
動

https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://www.terailaw.com
http://www.rostamilaw.com
https://michaeldunnlaw.com
https://hls-global.com
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も
し
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
住
む
の
な
ら
、
42
丁
目
の
パ

ブ
リ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
隣
接
し
た
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト

公
園
の
見
え
る
ア
パ
ー
ト
に
、
と
思
う
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー

は
多
い
の
で
は
な
い
か
。
い
ま
の
季
節
は
ス
ケ
ー
ト
リ
ン

ク
が
作
ら
れ
て
い
て
ク
リ
ス
マ
ス
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
美

し
く
、
ホ
リ
デ
ー
ギ
フ
ト
シ
ョ
ッ
プ
も
華
や
か
。
夏
は
芝

生
で
野
外
映
画
の
上
映
を
市
民
が
楽
し
む
憩
い
の
場
だ
。

写
真
の
部
屋
は
、
そ
の
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
パ
ー
ク
の
す
ぐ

目
の
前
に
建
つ
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
パ
ー
ク
・
タ
ワ
ー
42
階
の

南
向
き
。
景
色
は
最
高
。
家
具
、
食
器
な
ど
生
活
に
必
要

な
物
は
す
べ
て
揃
っ
て
い
る
ワ
ン
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
で
、
グ

ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
に
駅
に
も
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
に
も

徒
歩
数
分
、
非
常
に
便
利
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
家
賃
は
３

１
０
０
ド
ル
。

35
階
に
ラ
ン
ド
リ
ー
が
あ
り
無
料
で
使
え
、
同
じ
階
に

あ
る
ジ
ム
も
無
料
。
建
物
近
く
に
ホ
ー
ル
フ
ー
ズ
も
紀
伊

國
屋
も
あ
り
と
て
も
便
利
。
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
オ
フ
ィ
ス

が
あ
る
人
に
は
と
て
も
有
り
難
い
ア
パ
ー
ト
と
い
え
る
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
２
１
２
・
６
８
５
・
７
５
５
２
、

Ｅ
メ
ー
ル
　nobu@

snsrealty
.com

佐
々
本
さ
ん
。

（
写
真
提
供
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
リ
ア
ル
テ
ィ
ー
・
イ
ン
ク
）

ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
公
園
前
の
高
層
ワ
ン
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム

ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
国
際
空
港
に
あ

る
「
Ｔ
Ｗ
Ａ
フ
ラ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
」
に
ア
イ

ス
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
が
11
月
30
日
に
オ
ー
プ

ン
し
た
。
１
９
５
８
年
型
ロ
ッ
キ
ー
ド
製
コ

ン
ス
テ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ニ
ー
機
を
利
用
し

た
カ
ク
テ
ル
ラ
ウ
ン
ジ
そ
ば
の
滑
走
路
に
設

置
す
る
。
大
き
さ
は
縦
44
フ
ィ
ー
ト
（
13
・

４
メ
ー
ト
ル
）
、
横
56
フ
ィ
ー
ト
（
約
17
メ

ー
ト
ル
）
。

時
間
は
月
〜
木
午
後
４
時
か
ら
９
時
、
金

午
後
４
時
〜
10
時
、
土
日
午
前
10
時
か
ら
午

後
10
時
。
料
金
は
大
人
15
ド
ル
、
12
歳
以
下

10
ド
ル
。
ス
ケ
ー
ト
靴
レ
ン
タ
ル
は
大
人
10

ド
ル
、
子
供
８
ド
ル
。
２
月
末
ま
で
の
毎
日

営
業
す
る
。
Ｔ
Ｗ
Ａ
フ
ラ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
は

米
国
の
著
名
建
築
家
の
故
エ
ー
ロ
・
サ
ー
リ

ネ
ン
が
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し
て
設
計
し
、

１
９
６
２
年
に
オ
ー
プ
ン
。
ユ
ニ
ー
ク
な
建

築
物
と
し
て
有
名
だ
っ
た
が
老
朽
化
し
２
０

０
１
年
に
閉
鎖
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立
芸
術

協
会
な
ど
か
ら
保
存
の
声
が
上
が
り
、
２
０

０
５
年
に
は
国
立
史
跡
に
登
録
さ
れ
た
。
こ

れ
に
よ
り
ジ
ェ
ッ
ト
ブ
ル
ー
の
タ
ー
ミ
ナ
ル

５
は
フ
ラ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
を
取
り
囲
む
よ
う

な
形
で
２
０
０
５
年
に
作
ら
れ
た
。

今
年
初
め
に
改
修
が
終
わ
り
、
本
体
部
分

は
Ｔ
Ｗ
Ａ
ホ
テ
ル
と
な
り
今
年
５
月
に
オ
ー

プ
ン
し
た
。
滑
走
路
が
見
下
ろ
せ
る
屋
外
プ

ー
ル
や
レ
ト
ロ
調
の
サ
ン
ケ
ン
・
ラ
ウ
ン

ジ
、
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
飛
行
機
を
使
っ
た

コ
ニ
ー
・
カ
ク
テ
ル
ラ
ウ
ン
ジ
な
ど
ユ
ニ
ー

ク
な
設
備
で
も
知
ら
れ
る
。

Ｊ
Ｆ
Ｋ
空
港
の
Ｔ
Ｗ
Ａ
ホ
テ
ル

ア
イ
ス
リ
ン
ク
が
オ
ー
プ
ン

来
年
２
月
末
ま
で
毎
日
営
業

ホワイトハウス発のクリスマス飾り

ホリデーシーズンのカード

発送で大勢の客が郵便局を訪

れるこの季節、米国の主要郵

便局の窓口では、ホワイトハ

ウス公式のクリスマス飾りが

販売されている。毎年ホワイ

トハウスの建物をイメージし

たデザインだが、今年は一風

かわってヘリコプターの飾り。第34代大統領のアイゼンハワー

氏（1953-1961就任）に敬意を表した一品。

ウェブサイトからも購入可能。$24.99 store.usps.com

国
連
平
和
の
鐘
を
守
る
会

（
本
部
東
京
都
、
高
瀬
聖
子
代

表
）
が
今
年
５
月
に
日
本
で

出
版
し
た
日
米
バ
イ
リ
ン
ガ

ル
絵
本
『
コ
イ
ン
で
つ
な
く

平
和
の
鐘
』
が
８
日
か
ら
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
地

下
に
あ
る
国
連
ブ
ッ
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
販
売
さ
れ
始
め
た
。

（
米
国
内
発
売
元
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
生
活
プ
レ
ス
社
）
。

こ
の
本
は
、
日
本
が
国
連

に
加
盟
す
る
２
年
前
の
１
９

５
４
年
に
、
後
の
宇
和
島
市

長
と
な
る
中
川
千
代
治
さ
ん

が
、
パ
リ
の
国
連
会
議
場
で

各
国
大
使
や
外
交
官
た
ち
か

ら
集
め
た
コ
イ
ン
に
ロ
ー
マ

法
王
と
、
世
界
の
子
供
た
ち

か
ら
譲
り
受
け
た
コ
イ
ン
を

合
わ
せ
て
私
財
を
投
じ
て
作

っ
た
鐘
寄
贈
の
実
話
を
描
い

た
絵
本
で
、
絵
と
文
は
、
イ

ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
相
澤
る

つ
こ
さ
ん
が
手
掛
け
た
。

国
連
平
和
の
鐘
を
守
る
会

の
名
前
で
寄
贈
さ
れ
た
鐘
は
、

毎
年
９
月
の
国
連
総
会
初
日

に
国
連
事
務
総
長
が
突
く
の

が
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
る
。

日
本
が
国
連
に
加
盟
し
て
60

周
年
と
な
る
記
念
の
年
で
も

あ
り
、
日
本
人
の
善
意
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
絵
本
を
通
し
て

紹
介
さ
れ
る
機
会
も
増
え
そ

う
だ
。
定
価
23
ド
ル
。

書
店
購
入
以
外
の
問
い
合

わ
せ
は
本
紙
・
電
話
２
１

２
・
２
１
３
・
６
０
６
９
ま

で
。

『
平
和
の
鐘
』
絵
本

国
連
書
店
、
本
紙
通
信
販
売
で

日
本
の
国
連
加
盟
60
周
年
を
記
念

日
米
で
同
時
発
売
。
国
連
ブ
ッ
ク
ス
ト
ア
、
本
紙
・

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
通
信
販
売
で
お
買
い
求
め
で
き
ま
す
。

発売中!
日米バイリンガル絵本

学校教材に

所蔵図書に

アメリカ滞在の思い出に

通信販売でのお求めは

電話: 212-213-6069
e-mail: info@nyseikatsu.com

米国内発売元

ニューヨーク生活プレス社

販売定価 US$23.00

（送料別）

https://www.hondag.com
http://kiku-ny.com
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http://www.sumitomo-ny.com
http://www.startsnewyork.com
https://www.suhakobi.com
http://www.taichirealty.com
http://newyork-apartment-realestate.com
https://www.redacinc.com/
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ＰＣからでもスマホ、タブレットからでも！

ウェブアドレスが記入されている広告からリンクで広告主サイトに飛ぶことが可能です。

新聞の常識に留まらない、進化した新聞「週刊ＮＹ生活デジタル版」を是非ご覧下さい。

www.nyseikatsu.com

https://www.iace-usa.com
http://www.meiseimotors.com
https://america-keitai.com/


（11）　［旅のページ］ 週刊NY生活　SHUKANNEWYORKSEIKATSU 2019年（令和元年）12月7日（土）

今
年
も
ま
た
、
上
智
大
学
主

催
に
よ
り
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
プ
ノ

ン
ペ
ン
及
び
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ

で
開
催
さ
れ
た
「
ア
セ
ア
ン
文

化
財
と
博
物
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ

（

A
SE

A
N

2017
C
ultural

Properties
and

M
u
seu

m
In
tern

ation
al

W
orkshop

）
」
に
参
加
し
て

き
ま
し
た
。
昨
年
は
早
め
に
プ

ノ
ン
ペ
ン
に
到
着
し
て
ト
ゥ
ー

ル
ス
レ
ン
虐
殺
記
念
館
を
見
学

し
た
こ
と
を
第
２
８
６
回
で
紹

介
し
ま
し
た
が
、
同
様
に
今
年

は
キ
リ
ン
グ
・
フ
ィ
ー
ル
ド
を

見
学
し
て
き
ま
し
た
。
キ
リ
ン

グ
・
フ
ィ
ー
ル
ド
は
英
語
で

K
illing

Fields

で
、
ト
ゥ
ー
ル

ス
レ
ン
に
収
容
さ
れ
た
人
々
が

処
刑
さ
れ
た
場
所
で
す
。
処
刑

場
は
た
く
さ
ん
あ
っ
た
よ
う
で

す
が
、
一
番
大
き
く
て
有
名
な

の
が
プ
ノ
ン
ペ
ン
市
内
の
南
西

15
キ
ロ
の
チ
ュ
ン
エ
ク
と
い
う

村
に
あ
る
キ
リ
ン
グ
・
フ
ィ
ー

ル
ド
で
す
。
ト
ゥ
ー
ル
ス
レ
ン

同
様
に
日
本
語
を
含
む
各
国
語

に
翻
訳
さ
れ
た
音
声
ガ
イ
ド
を

入
り
口
で
利
用
で
き
、
し
っ
か

り
と
聴
く
と
ガ
イ
ド
の
時
間
が

約
１
・
５
時
間
、
ビ
デ
オ
上
映

も
入
れ
る
と
約
２
時
間
ほ
ど
に

な
り
ま
す
。

こ
こ
に
は
、
建
物
以
外
は
当

時
の
ま
ま
残
さ
れ
て
お
り
、
あ

ち
こ
ち
に
不
自
然
な
窪
み
が
あ

る
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
す
。
こ

れ
は
処
刑
し
た
人
を
埋
め
た
と

こ
ろ
で
、
腐
敗
し
た
遺
体
が
ガ

ス
を
発
し
、
土
が
膨
ら
む
の
だ

そ
う
で
す
。
雨
が
降
る
と
埋
ま

っ
て
い
る
骨
や
歯
の
破
片
が
出

て
く
る
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
、

実
際
、
至
る
所
に
犠
牲
者
の
服

の
破
片
が
埋
ま
っ
て
い
る
の
を

目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

も
と
も
と
中
国
人
墓
地
で
あ

っ
た
た
め
、
墓
石
の
遺
構
も
随

所
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

財
政
難
に
陥
っ
て
い
た
ポ
ル
ポ

ト
政
権
は
処
刑
に
銃
を
使
わ
ず

ナ
タ
や
刃
物
を
使
い
ま
し
た
。

銃
を
使
わ
な
か
っ
た
の
は
、
音

を
出
さ
ず
に
秘
密
裏
に
処
刑
す

る
た
め
で
も
あ
り
ま
し
た
。
刃

物
も
一
日
に
何
人
も
処
刑
す
る

と
磨
耗
す
る
た
め
、
最
終
的
に

は
ヤ
シ
の
木
の
ギ
ザ
ギ
ザ
し
た

皮
な
ど
が
使
わ
れ
ま
し
た
。
か

な
り
の
苦
痛
を
伴
う
こ
と
が
想

像
さ
れ
ま
す
が
、
そ
う
し
た
考

慮
は
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

大
き
な
木
に
ミ
サ
ン
ガ
の
お

供
え
物
が
さ
れ
て
い
る
「
キ
リ

ン
グ
ツ
リ
ー
」
に
は
、
多
く
の

赤
ち
ゃ
ん
が
頭
を
打
ち
付
け
ら

れ
て
処
刑
さ
れ
ま
し
た
。
発
見

当
時
に
は
、
骨
や
歯
、
髪
の
毛

が
刺
さ
っ
て
い
た
り
詰
ま
っ
て

い
た
そ
う
で
す
。
「
マ
ジ
ッ

ク
・
ツ
リ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
菩

提
樹
に
は
、
巨
大
な
ス
ピ
ー
カ

ー
が
ぶ
ら
下
げ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
処
刑
の
際
の
悲
鳴
や
叫
び

声
を
か
き
消
す
た
め
で
す
。
処

刑
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
隠
す

た
め
に
、
大
音
量
で
ク
メ
ー

ル
・
ル
ー
ジ
ュ
の
革
命
歌
を
流

し
て
い
た
の
で
す
。

慰
霊
塔
の
内
部
に
は
約
９
０

０
０
も
の
犠
牲
者
の
頭
蓋
骨
が

分
類
さ
れ
て
並
べ
ら
れ
て
い
ま

す
。
穴
が
空
い
た
り
、
陥
没
し

た
頭
蓋
骨
も
多
く
み
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
処
刑
に
使
わ
れ
た

ナ
タ
や
鉄
棒
、
斧
な
ど
も
展
示

さ
れ
、
そ
の
時
の
様
子
が
伺
え

ま
す
。
慰
霊
塔
の
内
部
は
17
階

あ
り
、
ク
メ
ー
ル
・
ル
ー
ジ
ュ

が
プ
ノ
ン
ペ
ン
に
初
め
て
入
っ

て
き
た
１
９
７
５
年
４
月
17
日

の
「
17
日
」
を
表
し
て
い
ま
す
。

小
さ
な
資
料
館
も
あ
り
、
そ
こ

で
も
展
示
が
あ
り
ま
す
が
、
ト

ゥ
ー
ル
ス
レ
ン
の
方
が
充
実
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
狂
気

を
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
よ

う
、
負
の
記
憶
を
し
っ
か
り
後

世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
し
ょ
う
。

（
栗
原
祐
司
／
京
都
国
立
博
物

館
副
館
長
）

第336回

キリング・フィールド

今
朝
は
、
昨
夜
の
７
時
間
の

運
転
の
お
か
げ
で
眠
い
朝
と
な

っ
た
。
だ
が
、
そ
れ
幸
い
に
と

午
前
中
は
仕
事
を
し
た
。
こ
の

フ
ラ
ン
ス
の
滞
在
が
終
わ
る
と

Ｎ
Ｙ
に
は
３
日
間
帰
る
だ
け

で
、
エ
ジ
プ
ト
の
ツ
ア
ー
に
出

る
。
そ
の
３
日
間
の
う
ち
２
日

は
演
奏
が
入
っ
て
い
る
。
演
奏

家
は
演
奏
だ
け
し
て
い
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
。
エ
ジ
プ
ト
ツ

ア
ー
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動

を
、
窓
を
開
い
た
心
地
よ
い
風

が
吹
き
抜
け
る
テ
ー
ブ
ル
に
座

っ
て
ネ
ッ
ト
越
し
に
行
っ
た
。

な
ん
と
言
う
時
代
だ
。

で
、
昼
は
目
の
前
に
あ
る
ス

ー
パ
ー
に
ラ
ン
チ
の
素
材
を
買

い
に
行
く
。
い
や
ー
、
こ
れ
は

す
ご
い
。
果
物
も
野
菜
も
タ
ッ

プ
リ
太
陽
の
光
を
浴
び
て
育
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
た
く
さ
ん
の

瓶
詰
め
の
パ
テ
、
チ
ー
ズ
、
見

る
か
ら
に
美
味
し
そ
う
な
ロ
ゼ

ワ
イ
ン
が
並
ぶ
。
た
だ
し
肉
類

は
ア
メ
リ
カ
に
比
べ
て
非
常
に

高
い
。
ハ
ム
２
切
れ
が
４
ユ
ー

ロ
、
買
う
の
に
躊
躇
し
て
し
ま

う
。
そ
う
い
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス

語
の
教
科
書
の
例
文
に
「
ハ
ム

を
３
切
れ
く
だ
さ
い
」
と
あ
っ

た
。
ア
メ
リ
カ
英
語
の
教
科
書

で
は
あ
り
得
な
い
だ
ろ
う
。

ラ
ン
チ
の
後
、
外
出
。
こ
の

小
さ
な
町
は
も
う
ほ
と
ん
ど
見

て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
唯
一
見

て
い
な
いM

usee

に
出
か
け
る

こ
と
に
し
た
。
今
日
は
太
陽
が

す
こ
ぶ
る
熱
い
。
す
ぐ
に
到
着

し
た
が
シ
エ
ス
タ
中
で
、
３
時

に
再
開
す
る
と
の
こ
と
。
先
に

地
図
で
見
て
気
に
な
っ
て
い
た

L
e
T
em

p
le

に
向
か
っ
た
。

タ
ン
プ
ル
教
団
の
古
い
建
物
な

の
か
と
期
待
し
た
が
、
職
業
安

定
所
に
な
っ
て
い
た
。
で
、
ま

た
中
世
の
石
の
街
を
写
真
を
撮

り
な
が
らM

usee

に
戻
る
。
こ

こ
にH

istoire

（
歴
史
）
の
展

示
が
あ
る
と
書
い
て
あ
る
の
で

入
っ
て
み
た
が
何
や
ら
ピ
カ
ソ

の
弟
子
か
と
思
う
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
展
示
で
あ
っ
た
。
そ
れ
な

ら
や
め
よ
う
と
思
っ
た
の
だ
が

入
場
は
無
料
で
、
優
し
い
お
ば

さ
ん
が
「
ア
ン
ト
レ
」
と
招
い

て
く
れ
た
の
で
入
っ
て
み
た
。

マ
リ
ア
様
が
お
年
を
召
さ
れ
た

よ
う
な
慈
愛
に
溢
れ
る
そ
の
女

性

が

、

M
ich

el
T
im
oleonthos

と
言
う
そ
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
つ
い
て
説
明

し
て
く
れ
た
。
英
語
は
ほ
と
ん

で
出
て
こ
な
い
の
で
、
フ
ラ
ン

ス
語
を
最
大
級
に
絞
り
出
し
て

話
し
た
が
、
ど
う
言
う
わ
け
か

会
話
が
楽
し
く
て
仕
方
が
な

い
。
修
道
院
で
育
て
ら
れ
た
こ

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
最
初
に
書

い
た
絵
が
、
な
ん
と
マ
グ
ダ
ラ

の
マ
リ
ア
、
昨
日
訪
れ
た
レ
ン

ヌ
・
ル
・
シ
ャ
ト
ー
の
テ
ー
マ

で
あ
っ
た
。
や
は
り
マ
グ
ダ
ラ

の
マ
リ
ア
は
南
フ
ラ
ン
ス
に
ど

こ
で
も
登
場
す
る
。
聖
（
サ
ク

レ
）
で
は
マ
リ
ア
、
俗
（
プ
ロ

フ
ァ
ン
）
で
は
裸
婦
、
「
結
局

女

性

ば

か

り

描

い

と

る

や

ん
！
」
と
突
っ
込
ん
で
し
ま
う

（
笑
）
。

そ
の
お
ば
さ
ん
、
そ
し
て
同

僚
の
こ
れ
も
優
し
い
お
じ
さ
ん

と
た
く
さ
ん
話
を
し
て
す
っ
か

り
楽
し
い
気
分
に
な
っ
て
、
栞

10
枚
と
大
き
な
ポ
ス
タ
ー
ま
で

買
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
Ｎ

Ｙ
の
ス
タ
ジ
オ
に
貼
ろ
う
と
思

う
。
自
分
が
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス

ト
で
あ
る
と
伝
え
る
と
た
い
そ

う
び
っ
く
り
し
て
、
こ
こ
で
も

夏
は
コ
ン
サ
ー
ト
を
や
っ
て
い

て
最
後
の
夜
は
ジ
ャ
ズ
だ
と
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
せ
て
く
れ

た
。
こ
う
し
て
知
ら
な
い
土
地

の
人
と
そ
の
土
地
の
言
語
を
使

っ
て
交
流
す
る
、
こ
れ
に
勝
る

旅
行
の
醍
醐
味
は
無
い
。
心
が

ほ
っ
こ
り
と
し
て
き
た
。
そ
し

て
、
こ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
大

好
き
に
な
っ
た
。
お
ば
さ
ん
か

ら
、
こ
の
人
の
作
品
が
隣
の
教

会
に
飾
っ
て
あ
る
と
言
わ
れ
、

早
速
出
か
け
る
こ
と
に
し
た
。

お
別
れ
が
惜
し
か
っ
た
。

隣
の
11
世
紀
か
ら
あ
る
大
聖

堂
は
、
随
分
と
カ
ビ
臭
い
が
、

堂
内
は
荘
厳
で
そ
こ
に
は
、
先

ほ
ど
知
っ
た
画
家
、M

ich
el

T
im
oleonthos

の
絵
が
当
意

即
妙
に
飾
っ
て
あ
る
。

い
き
な
り
素
敵
な
歌
声
が
聞

こ
え
て
き
た
。
見
上
げ
る
と
壇

上
に
美
し
い
ク
ワ
イ
ア
が
い

る
。
教
会
で
は
残
響
時
間
が
長

い
た
め
に
歌
声
に
深
い
リ
バ
ー

ブ
が
か
か
る
。
さ
ら
に
反
対
側

か
ら
別
の
ク
ワ
イ
ア
が
聞
こ

え
、
さ
ら
に
別
の
と
こ
か
ら
、

と
な
ん
と
素
晴
ら
し
い
ポ
リ
フ

ォ
ニ
ー
の
宗
教
曲
を
生
で
た
っ

ぷ
り
聴
か
せ
て
も
ら
っ
た
。
ど

う
や
ら
、
ド
イ
ツ
か
ら
若
い
プ

ロ
の
聖
歌
隊
が
来
て
い
る
よ
う

で
、
今
夜
こ
こ
で
コ
ン
サ
ー
ト

が
あ
る
よ
う
だ
。
そ
し
て
今
は

そ
の
リ
ハ
の
よ
う
だ
。
現
地
の

ス
タ
ッ
フ
と
は
英
語
で
話
し
、

楽
団
の
中
で
は
ド
イ
ツ
語
、
そ

し
て
ス
タ
ッ
フ
同
士
は
フ
ラ
ン

ス
語
の
会
話
が
聞
こ
え
る
。

以
前
、
冬
に
パ
リ
の
モ
ン
マ

ル
ト
ル
大
聖
堂
に
入
っ
た
瞬

間
、
聖
歌
隊
が
歌
う
宗
教
曲
に

戦
慄
が
立
ち
、
そ
の
ま
ま
立
ち

尽
く
し
て
し
ま
っ
た
。
今
回
も

そ
れ
に
準
ず
る
素
晴
ら
し
さ

だ
。
フ
ォ
ー
レ
と
か
プ
ー
ラ
ン

ク
だ
と
思
う
が
、
わ
か
ら
な
い
。

現
代
的
な
洗
練
さ
れ
た
ハ
ー
モ

ニ
ー
だ
が
、
歴
史
を
キ
チ
ン
と

踏
襲
し
て
い
る
、
そ
の
バ
ラ
ン

ス
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
ち
な

み
に
私
は
自
分
が
（
偏
屈
）
作

曲
家
で
あ
る
の
で
、
そ
う
簡
単

に
は
他
人
の
音
楽
を
好
き
に
な

ら
な
い
。
有
名
な
作
曲
家
で
も

嫌
い
な
人
の
方
が
多
い
。
で
も
、

こ
の
音
楽
は
素
晴
ら
し
か
っ

た
。
リ
ハ
の
大
半
を
聴
い
て
し

ま
っ
た
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の

良
さ
、
神
か
ら
の
ギ
フ
ト
の
よ

う
に
思
え
た
。
こ
れ
で
チ
ケ
ッ

ト
を
買
っ
て
本
番
に
行
く
必
要

が
無
く
な
っ
た
（
笑
）
。

感
動
を
胸
に
、
そ
ぞ
ろ
歩
き

で
ア
パ
ー
ト
に
戻
っ
て
今
夜
は

自

炊

。

今

日

は

と

て

も

D
om

estic
な
日
な
の
で
あ
る

が
、
窓
か
ら
入
る
心
地
よ
い
風

を
受
け
な
が
ら
の
こ
の
地
元
民

の
よ
う
な
生
活
が
最
高
の
贅
沢

に
思
え
る
。
美
術
館
で
の
素
晴

ら
し
い
絵
と
優
し
い
人
た
ち
、

教
会
で
の
素
晴
ら
し
い
音
楽
と

の

出

会

い

、

素

晴

ら

し

い

U
zes

の
最
後
の
日
は
、
そ
れ

に
ふ
さ
わ
し
い
素
晴
ら
し
い
１

日
で
あ
っ
た
。
（
続
く
）

（
浅
井
岳
史
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
＆
作

曲
家
）

w
w
w
.takeshiasai.com

T RAVE LT RAVE L

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
浅
井
岳
史
の
２
０
１
９
南
仏
旅
日
記

そ
の
５：
素
晴
ら
し
い
絵
画
と
素
晴
ら
し
い
音
楽

http://hinomaru-limo.com
https://www.amnet.jp/
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い
ろ
ん
な
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
が

流
行
っ
て
廃
れ
て
い
く
な
か
、

ヨ
ガ
人
口
は
ど
ん
ど
ん
増
え
て

い
ま
す
。
プ
ロ
の
ス
ポ
ー
ツ
選

手
の
み
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な

職
業
の
人
が
は
ま
っ
て
い
ま

す
。
学
校
教
育
に
取
り
入
れ
て

い
る
と
こ
ろ
も
増
え
て
い
ま

す
。
身
体
機
能
の
向
上
は
言
う

ま
で
も
な
く
、
精
神
面
で
の
成

果
が
期
待
で
き
る
か
ら
で
す
。

ヨ
ガ
は
ポ
ー
ズ
を
通
し
て
自

分
と
向
き
合
い
ま
す
。
ク
ラ
ス

で
は
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指

示
を
見
て
、
聞
き
な
が
ら
ポ
ー

ズ
を
や
り
ま
す
が
、
例
え
ば

「
な
る
ほ
ど
胸
が
開
く
と
い
う

の
は
こ
う
い
う
こ
と
か
！
」
と

自
分
の
身
体
と
向
き
合
い
、
そ

し
て
胸
が
開
く
と
気
持
ち
も
開

い
て
き
ま
す
。
私
は
ヨ
ガ
も
や

り
た
く
な
い
く
ら
い
落
ち
込
む

こ
と
が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
と

に
か
く
ヨ
ガ
の
ク
ラ
ス
に
行
っ

て
、
胸
を
開
く
ポ
ー
ズ
を
し
て

た
ら
涙
が
出
て
止
ま
ら
な
か
っ

た
で
す
。
ク
ラ
ス
が
終
わ
っ
た

時
に
は
す
っ
き
り
！
「
ヨ
ガ
が

で
き
る
私
は
な
ん
て
幸
せ
な
ん

だ
！
」
と
感
謝
の
気
持
ち
し
か

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
昔
は
落

ち
込
む
と
お
酒
を
飲
ん
だ
り
や

け
食
い
し
た
り
、
だ
っ
た
ん
で

す
が
、
今
は
と
に
か
く
ヨ
ガ
で

す
。
状
況
は
変
わ
ら
な
く
て
も
、

「
あ
っ
、
こ
う
考
え
れ
ば
大
丈

夫
じ
ゃ
ん
」
と
、
自
分
の
見
方

を
変
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

身
体
も
心
も
す
っ
き
り
す
る
の

が
ヨ
ガ
で
す
。

S
etu

B
andha

S
arvangasana

橋
の
ポ
ー

ズ
腰
痛
の
あ
る
人
は
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
指
導
の
下
で
や
っ

て
下
さ
い
。

胸
、
肩
、
腰
椎
、
お
尻
、
太

腿
の
前
部
分
を
強
化
し
、
体
全

体
の
神
経
機
能
を
活
性
化
し
、

特
に
甲
状
腺
と
副
甲
状
腺
を
刺

激
す
る
こ
と
で
、
新
陳
代
謝
に

関
係
の
あ
る
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン

ス
を
整
え
る
ま
す
。
肺
活
量
、

消
化
機
能
を
向
上
さ
せ
、
高
血

圧
、
喘
息
、
貧
血
に
も
効
果
が

あ
り
ま
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
を
使
っ

て
や
る
と
無
理
な
く
で
き
ま

す
。

・
仰
向
け
で
両
脚
を
立
て
、
腰

幅
に
開
く
。

・
お
尻
と
踵
を
上
げ
ブ
ロ
ッ
ク

を
お
尻
の
下
に
入
れ
る
。

・
踵
を
下
す
前
に
背
中
で
手
を

組
み
、
肩
を
入
れ
る
。
肩
を
入

れ
て
か
ら
踵
を
下
す
。

・
肩
の
外
側
と
踵
で
し
っ
か
り

床
を
押
し
な
が
ら
、
お
尻
を
上

げ
る
と
い
う
よ
り
膝
と
胸
を
お

互
い
に
離
す
よ
う
に
す
る
。

・
ポ
ー
ズ
を
リ
リ
ー
ス
す
る
時

は
、
ブ
ロ
ッ
ク
を
取
っ
て
腰
が

床
に
着
い
た
ら
、
腰
を
横
に
広

げ
る
よ
う
に
す
る
。

ス
パ
ド
ー
ニ
ゆ
か
り

（
米
国

公
認
Ｒ
Ｙ
Ｔ
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
）：

さ
ま
ざ
ま
な
不
調

を
か
か
え
て
い
た
の
が
、
劇
的

に
健
康
に
な
っ
た
こ
と
で
ヨ
ガ

に
は
ま
る
。
ア
イ
ア
ン
ガ
ー
ヨ

ガ
の
Ｔ
Ｔ
修
了
。
２
０
０
６
年

か
ら
教
え
始
め
、
身
体
に
正
し

い
姿
勢
と
動
き
を
躾
け
て
い

く
、
し
っ
か
り
「
効
く
！
ヨ
ガ
」

と
し
て
評
判
。

15

和
太
鼓
と
タ
ッ
プ
で
独
特
な

世
界
を
表
現
す
る
ラ
イ
ブ
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
鼓
舞

（
こ
ぶ
）
の
公
演
「
万
葉
の
森
」

が
12
月
27
日
（
金
）
か
ら
29
日

（
日
）
ま
で
の
３
日
間
、
イ
ー

ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
に
あ
る
シ
ア
タ

ー
・
フ
ォ
ー
・
ザ
・
ニ
ュ
ー
シ

テ
ィ
ー
（
１
番
街
１
５
５
番
地
）

で
開
催
さ
れ
る
。

万
葉
集
の
和
歌
を
題
材
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
一
首
が
含
む
心
情

世
界
を
和
太
鼓
、
舞
、
三
味
線
、

篠
笛
、
琴
、
日
舞
、
殺
陣
、
映

像
な
ど
を
交
え
て
表
現
す
る
。

出
演
は
宮
本
や
こ
、
ミ
ク
ロ
福

山
、
郡
司
の
ぞ
み
ほ
か
。
特
別

ゲ
ス
ト
に
琴
／
三
味
線
奏
者
の

石
榑
雅
代
、
女
性
殺
陣
師
の
香

純
恭
ほ
か
。
公
演
時
間
は
27
日

（
金
）
午
後
８
時
、
28
日
（
土
）

午
後
３
時
と
７
時
、
29
日
（
日
）

午
後
１
時
と
５
時
か
ら
の
全
５

回
。入

場
料
は
25
ド
ル
〜
50
ド

ル
。
チ
ケ
ッ
ト
お
よ
び
イ
ベ
ン

ト
の
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

http://bit.ly
/2C

6fIm
Q

を

参
照
。

「
万
葉
の
森
」

鼓
舞
27
日
か
ら
公
演

ヨガをやると身体が締まるわけ ９

大好評
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
Ｔ
Ｖ

w
w

w
.n

y
s
e
ik

a
ts

u
.c

o
m

大
阪
で
話
題
の
和
牛
寿
司
屋

の
「U

m
iya

」
が
９
日
（
月
）

か
ら
15
日
（
日
）
ま
で
午
後
３

時
か
ら
午
後
10
時
ま
で
の
７
日

間
の
期
間
限
定
で
、
ク
イ
ー
ン

ズ
区
に
あ
る
日
系
食
料
品
店

「
タ
イ
ヨ
ー
フ
ー
ズ
・
ウ
ッ
ド

サ
イ
ド
店
」
（5

1
-2

7
4

3
rd

A
ve, 

地
下
鉄
７
番
線52St.-

L
incoln

A
v

駅
降
り
て
す
ぐ
）

の
店
内
に
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
店
を

展
開
し
、
名
物
の
宮
崎
牛
と
い

く
ら
、
ウ
ニ
の
乗
っ
た
握
り
寿

司
と
手
毬
寿
司
を
提
供
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

セ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
、

和
州
牛
寿
司
５
巻
と
大
阪
ス
タ

イ
ル
ミ
ニ
う
ど
ん
セ
ッ
ト
16
ド

ル
も
用
意
す
る
。
口
に
入
れ
る

と
と
ろ
け
る
よ
う
な
肉
寿
司
の

感
触
を
こ
の
機
会
に
是
非
！

タ
イ
ヨ
ー
フ
ー
ズ
で
は
、
１

月
以
降
も
日
本
か
ら
行
列
の
ラ

ー
メ
ン
屋
や
、
漬
物
屋
な
ど
の

ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
店
出
店
予
定
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
９
１
７
・

７
４
５
・
０
３
１
４

ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ルtaiyo52order

@
gm

ail.com

酒
蔵
イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ

（
東
９
丁
目
２
３
１
番
地
、
電

話
２
１
２
・
９
７
９
・
９
６
７

８
）
で
は
「
テ
イ
ス
ト
・
オ

ブ
・
ジ
ャ
パ
ン
」
と
い
う
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
い
る
。
一
年

を
通
し
て
日
本
の
各
都
道
府
県

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
そ
の
土

地
の
日
本
酒
、
米
、
味
噌
を
中

心
に
特
別
限
定
メ
ニ
ュ
ー
を
２

０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

プ
レ
ビ
ュ
ー
と
し
て
紹
介
し
て

い
る
。
３
日
か
ら
同
店
が
厳
選

し
た
原
材
料
を
使
っ
た
北
海
道

料
理
特
別
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す

る
。
米
は
ゆ
め
ぴ
り
か
、
味
噌

は
北
海
道
仕
込
み
味
噌
、
厳
選

日
本
酒
と
し
て
男
山
と
北
の
稲

穂
を
用
意
す
る
。

メ
ニ
ュ
ー
は
北
海
道
旨
味
カ

ル
パ
ッ
チ
ョ
（
27
ド
ル
）
、
ち

ゃ
ん
ち
ゃ
ん
釜
め
し
（
34
ド

ル
）
、
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
味
噌
鍋

（
40
ド
ル
）
＝
写
真
＝
、
ラ
ム

肉
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
鍋
（
40
ド
ル

）
。
各
都
道
府
県
ご
と
に
テ
ー

マ
に
あ
っ
た
出
身
者
に
は
特
別

に
サ
ー
ビ
ス
し
て
お
り
、
今
回

は
、
北
海
道
ゆ
か
り
の
会
の
メ

ン
バ
ー
は
メ
ニ
ュ
ー
５
割
引
き

の
サ
ー
ビ
ス
。
１
月
中
旬
ま
で
。

酒
蔵
イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ

タ
イ
ヨ
ー
フ
ー
ズ
・
ウ
ッ
ド
サ
イ
ド
店

北海道特選メニュ−和牛寿司屋「Umiya」

http://trf-ny.com/
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ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

会
（
吉
岡
ま
こ
会
長
）
は
、
11

月
24
日
（
日
）
、
バ
ー
ゲ
ン
郡

リ
ッ
ジ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
ジ
ャ
パ

ン
セ
ン
タ
ー
で
、
「
老
後
は
日

本
？
ア
メ
リ
カ
？

日
・
米
シ

ニ
ア
ラ
イ
フ
事
情
最
新
情
報
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
、
約
50
人

の
参
加
客
が
集
ま
っ
た
。
当
日

は
、
ア
メ
リ
カ
の
事
情
、
日
本

の
事
情
の
二
部
構
成
で
行
わ
れ

た
。第

一
部
は
、
ジ
ャ
パ
ン
セ
ン

タ
ー
の
子
会
社
と
し
て
登
記
さ

れ
た
「
ア
メ
リ
カ
終
活
総
合
サ

ポ
ー
ト
」
の
本
木
祐
子
代
表
が

ア
メ
リ
カ
に
残
っ
て
老
後
を
過

ご
す
場
合
に
つ
い
て
説
明
。
ア

メ
リ
カ
に
い
る
家
族
が
老
後
の

面
倒
や
死
後
の
手
続
き
を
全
て

し
て
く
れ
る
場
合
は
と
も
か

く
、
老
後
に
お
け
る
生
活
や
終

活
に
向
け
て
必
要
な
様
々
な
準

備
は
一
人
で
は
で
き
な
い
の
で

専
門
家
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で

あ
る
と
話
す
。
Ｎ
Ｊ
で
は
、
韓

国
系
住
民
は
各
方
面
で
支
援
体

制
が
充
実
し
て
い
る
が
、
日
系

住
民
の
支
援
体
制
は
ま
だ
ま
だ

不
十
分
。
そ
の
一
翼
を
担
え
る

存
在
と
な
り
た
い
と
抱
負
を
語

っ
た
。
ま
た
、
「
終
活
」
に
は

年
齢
制
限
は
な
い
、
若
く
し
て

突
然
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
の

で
、
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
の

準
備
は
早
い
う
ち
か
ら
進
め
て

お
く
必
要
が
あ
る
。
少
な
く
て

も
、
緊
急
時
の
連
絡
先
か
本
人

の
個
人
情
報
を
書
い
た
も
の
を

常
に
携
帯
し
た
方
が
良
い
と
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
た
。

第
二
部
は
、
日
本
で
介
護
事

業
を
展
開
し
、
日
本
各
地
に
提

携
す
る
専
門
家
を
擁
し
て
帰
国

支
援
を
行
っ
て
い
る
「
か
ざ
ぐ

る
ま
・
ふ
る
さ
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
青
木
幸
司
代
表
と
加
藤

千
晴
医
療
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が

登
壇
。
日
米
で
の
老
後
の
介
護

に
必
要
な
金
額
を
比
較
し
、
帰

国
し
て
送
る
老
後
の
メ
リ
ッ
ト

を
解
説
し
た
。
ま
た
、
実
際
に

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
帰

国
し
た
人
の
実
例
を
挙
げ
て
、

実
際
に
帰
国
す
る
ま
で
の
プ
ロ

セ
ス
や
、
日
本
で
の
生
活
に
必

要
な
金
額
な
ど
を
説
明
し
、
セ

ミ
ナ
ー
参
加
者
が
帰
国
生
活
を

イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
な
ア
イ

デ
ア
を
提
示
し
た
。
ま
た
、
20

の
質
問
に
「
は
い
」
が
い
く
つ

付
く
か
に
よ
る
帰
国
緊
急
度
診

断
も
行
い
、
「
は
い
」
が
多
か

っ
た
人
に
は
手
遅
れ
に
な
ら
な

い
う
ち
に
早
め
の
準
備
が
必
要

だ
と
説
い
た
。

セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
か
ら
は
多

く
の
具
体
的
な
質
問
が
飛
び
交

い
、
将
来
ど
こ
で
ど
う
過
ご
す

の
が
本
人
に
と
っ
て
一
番
良
い

の
か
を
悩
ん
で
い
る
人
が
多
い

と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。
今

回
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催
に
つ
い

て
、
Ｎ
Ｊ
日
本
人
会
の
吉
岡
会

長
は
、
「
ア
メ
リ
カ
で
長
く
暮

ら
し
て
い
く
日
本
人
に
と
っ
て

老
後
の
問
題
は
避
け
て
通
れ
な

い
。
ア
メ
リ
カ
に
残
る
に
せ
よ
、

帰
国
す
る
に
せ
よ
、
専
門
家
か

ら
役
に
立
つ
ア
ド
バ
イ
ス
を
得

ら
れ
る
こ
と
は
大
事
な
の
で
こ

の
よ
う
な
企
画
が
で
き
て
よ
か

っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
役
に
立
つ

情
報
提
供
の
場
を
作
り
た
い
」

と
語
っ
た
。

ローカル

スクランブル

New Jersey

老
後
は
日
本
？
米
国
？

Ｎ
Ｊ
で
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー

NJ日本人会

12月は、各地でツリーの点灯式が行われた

り、商業施設や住宅地がイルミネーションで

綺麗に飾られたりと、一番美しいシーズンだ

が、NJ各地でもホリデーシーズンを家族で楽

しめる様々なイベントが行われている。その

うちの一部を紹介しよう。

【スカイランズ・スタジアム・クリスマス・

ライト・ショー】

200万個以上の電球による幻想的なドライ

ブスルーのコースと、屋内外に用意された

様々なアクティビティで楽しもう。

料金：車一台につき20ドル。

日時：12/7、12/8と、12/12から12/30までの

24日、25日を除く毎日。午後4時30分または

午後5時から午後11時まで。

Skylands Stadium

94 Championship Place, Augusta

https://skylandsstadium.com

【クリスマス・ファンタジー・ウィズ・ライ

ツ・アット・ストーリーブック・ランド】

NJ南部アトランティックシティの近くにあ

る遊園地が、夜更けとともにきらびやかな魔

法の世界に。サンタクロース夫妻と一緒にア

クティビティを楽しもう。

料金：遊園地入場料1人25.5ドルー28.5ド

ル＋税金が必要。

日時：12/30までの24日、25日を除く毎日。

平日は午後4時30分から午後9時まで。土日は

午後2時から午後9時まで。

Storybook Land

6415 Black Horse Pike Routes 40 at 322, Egg

Harbor Township

https://storybookland.com 【ザ・ポーラー・エクスプレス】

モリスタウン＆エリー鉄道がこの時期に観

光列車「ポーラー・エクスプレス」を運行。

約2時間の道中で、車内で繰り広げられる

数々のイベントをみんなで楽しもう。お土産

付き。

料金：大人46ドルから、子供41ドルから。

（詳細はウェブ参照）

日時：12/7から12/30まで、9日と25日を除く

毎日。時間はウェブ参照。

Whippany Station

1 Railroad Plaza, Whippany

https://whippanythepolarexpressride.com

【バーゲン・カウンティ・ウィンター・ワン

ダーランド】

日本人家庭にもお馴染みのパラマスにある

バンゾーン郡立公園で開催されている冬のイ

ベント。イルミネーションや、動物園の冬の

特別展示、子供用アクティビティ、ビアホー

ル、屋外特設スケートリンクなど。

料金：15ドル。

日時： 12/15までの金土日曜日と、12/20−1/5

までの12月25日と1月2日を除く毎日。時間は

ウェブ参照。

Van Saun County Park

216 Forest Ave., Paramus

www.bergencountywinterwonderland.com

家族で楽しむホリデーイベント

世界からＮＹの今が読める！便利な

「週刊ＮＹ生活デジタル版」
掲載されたお子さまの作品を、

日本のご家族に読んでいただくのに最適です。

プリントも可能です！！

www.nyseikatsu.com

https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://japaneseschool.org
http://www.jwsny.org
http://jmart-usa.com/en/
http://asunarokokusai.blogspot.com
https://paramuslibrary.org/
https://www.newjerseykogumayouchien.com


新
し
い
時
代
が
来
る
と
い

う
。
５
年
後
、
10
年
後
に
い

ま
の
仕
事
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。

20
年
前
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

が
や
っ
と
普
及
し
て
い
た
よ

う
な
時
代
。
そ
の
前
は
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
、
そ
の
前
は
テ
レ

ッ
ク
ス
と
い
う
も
は
や
担
当

者
が
受
け
送
り
す
る
通
信
機

器
を
介
し
て
の
情
報
伝
達
。

現
在
か
ら
過
去
は
つ
ぶ
さ

に
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

現
在
か
ら
未
来
は
正
確
に
は

描
け
な
い
。
想
像
は
で
き
る
。

働
き
方
が
変
わ
っ
て
く
る
ら

し
い
。
確
か
に
、
終
身
雇
用

制
度
が
崩
れ
て
、
い
ま
や
日

本
の
就
労
者
の
４
割
近
く
が

非
正
規
社
員
だ
と
も
き
く
。

働
き
方
が
変
わ
っ
て
き
て
も

不
思
議
は
な
い
。

こ
の
本
、G

IG
W

O
R

K

（
ギ
グ
ワ
ー
ク
）
と
は
、
ジ
ャ

ズ
の
飛
び
入
り
演
奏
、
そ
の

場
限
り
の
一
発
勝
負
的
な
演

奏
の
よ
う
な
働
き
方
を
指
す

ら
し
い
。
組
織
に
殺
さ
れ
ず

に
死
ぬ
ま
で
「
時
間
」
も

「
お
金
」
も
自
由
に
な
る
「
ず

る
い
働
き
方
」
が
あ
る
と
い

う
。
仕
事
、
人
間
関
係
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
、
副
業
、
転
職
、
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
に
イ
ン
プ
ッ
ト
、

や
り
が
い
も
充
実
感
も
収
入

も
ア
ッ
プ
す
る
「
ギ
グ
エ
コ

ノ
ミ
ー
時
代
」
を
生
き
抜
く

新
し
い
生
き
方
、
仕
事
術
を

解
説
し
て
い
る
の
が
本
書
。

意
思
が
弱
く
、
や
り
た
い

こ
と
が
な
か
っ
た
28
歳
フ
リ

ー
タ
ー
が
１
０
０
０
万
部
の

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
編
集
者
×
年

収
１
億
円
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
な

れ
た
「
ス
ゴ
イ
人
生
戦
略
」

と
本
の
帯
に
あ
る
。
同
書
で

は
「
編
集
者
た
れ
」
と
説
く
。

そ
れ
も
組
織
に
属
し
た
宮
仕

え
的
な
働
き
方
で
は
な
く
、

プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
ベ
ー
ス
で
の

働
き
方
を
奨
励
す
る
。
そ
し

て
筆
者
は
言
う
。
「
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
持
て
」

と
。
つ
ま
り
、
ど
こ
か
の
誰

か
さ
ん
が
著
作
権
を
持
っ
て

い
る
も
の
に
お
金
を
払
っ
て

編
集
し
て
何
か
を
作
っ
た
と

し
て
も
、
そ
れ
が
読
ま
れ
、

感
動
を
与
え
た
と
し
て
も
、

自
分
の
所
以
外
で
も
そ
れ
は

露
出
し
て
い
る
。
ど
こ
か
の

誰
か
さ
ん
に
向
け
て
書
か
れ

た
記
事
や
写
真
を
、
お
金
を

払
っ
て
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
。

そ
れ
ら
買
い
集
め
た
情
報
で
、

も
し
万
が
一
、
大
き
な
ヒ
ッ

ト
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
お

そ
ら
く
は
、
自
分
の
と
こ
ろ

で
弾
け
る
ま
え
に
、
コ
ン
テ

ン
ツ
の
根
元
を
持
っ
て
い
る

物
が
し
っ
か
り
と
そ
の
利
を

得
て
い
る
は
ず
。
と
な
れ
ば
、

他
人
の
集
め
た
記
事
や
情
報

を
そ
の
ま
ま
は
り
つ
け
て
い

て
も
、
「
ど
う
し
て
も
必
要
な

存
在
」
に
は
永
遠
に
な
り
え

な
い
。
た
と
え
５
行
の
短
い

記
事
で
も
、
そ
れ
が
ま
だ
世

の
中
に
出
て
い
な
い
情
報
で
、

誰
も
知
ら
な
い
出
来
事
で
あ

れ
ば
、
読
ま
れ
る
し
、
価
値

あ
る
情
報
と
な
る
。
働
き
か

た
も
そ
う
だ
と
同
書
は
い
う
。

取
り
替
え
の
効
く
仕
事
で
は

な
く
、
「
あ
ん
た
に
頼
ま
な
い

と
で
き
な
い
」
と
い
う
な
に

か
を
持
つ
こ
と
。
そ
れ
が
あ

れ
ば
、
時
代
が
変
わ
っ
て
も

仕
事
は
な
く
な
ら
な
い
。
い

ず
れ
Ａ
Ｉ
が
、
今
迄
人
間
が

や
っ
て
き
た
分
析
や
計
算
、

路
線
管
理
な
ど
は
ど
ん
ど
ん

Ａ
Ｉ
化
さ
れ
て
い
く
。
料
理

で
も
音
楽
、
絵
画
、
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
他
者
に
で
き
な
い
物

を
持
ち
磨
く
こ
と
。
そ
れ
さ

え
ブ
レ
な
け
れ
ば
ど
ん
な
時

代
が
来
よ
う
と
も
か
な
り
自

由
な
生
き
方
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
、
言
い
方
は
違

う
が
、
キ
モ
は
そ
こ
な
の
だ

ろ
う
な
と
気
付
か
せ
て
く
れ

る
一
冊
だ
。
　
　
　
　
（
三
）

■宮辻薬東宮（宮部みゆき・辻村深月ほか、講談社文庫）
宮部みゆきの書き下ろし短編「人・で・なし」から始まり、
辻村深月さん「ママ・はは」、薬丸岳さん「わたし・わたし」、
東山彰良さん「スマホが・ほ・し・い」宮内悠介さん「夢・
を・殺す」とバトンが受け継がれる。超人気作家５人による
リレーミステリーアンソロジー。■巡礼の家（天童荒太、文
藝春秋）道後温泉にある「お遍路さん」を迎える宿「さぎの
や」。行く場所も帰る場所も失った15歳の少女は、この宿の
女将や地元の人々と交流することで自らの生き方と幸せを見
つけられるのか。「永遠の仔」「悼む人」の著者が紡ぐ、現代
社会へ向けた「本当の幸せ」をみつけるための物語。■逃亡
小説集（吉田修一、角川書店）映画「楽園」原作の「犯罪小
説集」に続く第２弾。今回の小説集はとにかく「逃げる」４
話を収録。老年の母を車に乗せ暴走する失職した男。 麻薬
に手を出した元人気アイドル。道ならぬ恋に落ちた教師と教
え子。極北の地で突如消息を絶った郵便配達員。彼らは安住
の地を求め逃げる。■車夫（いとうみく、文春文庫）家庭の
事情で高校を中退し、好きだった陸上も辞めざるを得なかっ
た主人公の前に、陸上部ＯＢが現れ、人力車の引き手に誘わ
れる。車夫の条件は、走るのが好きなこととイケメンである
こと。浅草の「力車屋」で車夫となった少年と、同僚やお客
さんとの交流を爽やかに描く。■ゴッホとゴーギャン（木村
泰司、ちくま新書）印象派絵画とジャポニスムから大きな影
響を受け、西洋美術を超克した２人の巨星の人生をたどり、
美術史的な観点から20世紀の近代絵画へ架橋した「後期印
象派」を図版資料を用いて一望。カリフォルニア大学で美術
史学士号を修めた筆者が、狂気と理性による創作の秘密を解
き明かす。■虎を追う（櫛木理宇、光文社）30年前に起きた幼女連続殺人
事件。逮捕された２人組の男は死刑判決を受け収監された。引退した元刑
事は当時からこの事件には真犯人がいると考え、彼らの無実を証明するた
め、ＳＮＳを駆使して冤罪の証拠を発信する。そんなある日「虎」と名乗
る男から真犯人しか知り得ない情報を含んだ小包が届く。（西口あや）

■書籍データ／資料提供・紀伊國屋書店ＮＹ本店
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人
気
作
家
５
人
の
リ
レ
ー
ミ
ス
テ
リ
ー
。
現
代
社
会
に
向
け
た
祈
り
と
再
生
の
物
語
。

傑
作
小
説
集
第
２
弾
。
車
夫
に
な
っ
た
少
年
の
青
春
小
説
。
近
代
絵
画
を
よ
り
深
く
鑑
賞

す
る
た
め
の
手
引
き
。
「
死
刑
に
い
た
る
病
」
の
著
者
が
送
る
犯
罪
ミ
ス
テ
リ
ー
。

■ 即買える新刊を紹介 ■

働き方を変えて人生↑

『行方不明のサンタ』

浦澤修・文　大森大祐・写真

自由国民社　2002年

本
書
『m

issing
santa

〜

行
方
不
明
の
サ
ン
タ
〜
』
は
、

青
山
学
院
大
学
第
二
文
学
部
英

米
文
学
科
卒
の
浦
澤
修
さ
ん

（
１
９
７
３
年
生
ま
れ
）
と
、

日
本
大
学
芸
術
学
部
写
真
学
科

卒
の
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
大
森

大
祐
さ
ん
（
１
９
７
３
年
生
ま

れ
）
の
ふ
た
り
が
手
が
け
た
童

話
写
真
集
。

あ
る
夏
、
少
年
は
不
思
議
な

ふ
た
り
の
ホ
ー
ム
レ
ス
に
出
会

う
。
母
親
の
死
以
来
、
心
か
ら

サ
ン
タ
が
消
え
て
い
た
少
年
だ

っ
た
が
…
。
少
年
と
２
人
の
お

じ
さ
ん
が
贈
る
季
節
は
ず
れ
の

サ
ン
タ
探
し
。
英
文
併
記
。

■
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

本
書
『m

issing
santa

〜

行
方
不
明
の
サ
ン
タ
〜
』
を
読

者
３
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。
本
紙
編
集
部
に
取
り
に
来

ら
れ
る
人
に
限
る
。
希
望
者
は

氏
名
、
連
絡
先
（
電
話
番
号
か

Ｅ
メ
ー
ル
）
、
「
行
方
不
明
の
サ

ン
タ
の
本
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
希
望
」

と
明
記
し
、
12
月
16
日
（
金
）

ま
で
に
フ
ァ
ク
ス
２
１
２
・
２

１
３
・
６
４
５
１
、
ま
た
は
Ｅ

メ

ー

ル

info@
nyseikatsu.com

ま
で

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
当
選
者

に
は
直
接
連
絡
し
ま
す
。

▲クリックすると新刊購入サイトへ！

すばる舎・刊

長倉 顕太・著

https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
https://drahnent.com/


下
田
め
ぐ
み
さ
ん
（
27
）
は
、

現
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
ダ
ン
サ

ー
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。
昨

年
の
９
月
か
ら
ス
テ
ッ
プ
ス
・

オ
ン
・
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
と
い

う
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
の
ス
カ
ラ

シ
ッ
プ
を
受
け
て
来
米
、
ク
ラ

ス
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
受
け

な
が
ら
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
も

挑
戦
す
る
毎
日
が
続
い
て
い

る
。
映
画
に
基
づ
い
た
舞
台
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
「
フ
ェ
イ
ム
」
の

出
演
が
決
ま
り
、
今
年
５
月
に

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
で
初
舞
台
を

踏
ん
だ
。
ま
た
10
月
に
は
ミ
ズ

ー
リ
州
セ
ン
ト
ル
イ
ス
で
、
ミ

ス
・
ゲ
イ
・
ア
メ
リ
カ
２
０
２

０
の
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

や
ジ
ャ
ズ
コ
レ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
の
ダ
ン
ス

キ
ャ
プ
テ
ン
兼
振
付
け
助
手
も

務
め
た
。
米
国
、
と
り
わ
け
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

の
最
高
峰
の
町
だ
け
に
、
自
分

の
時
間
の
許
す
限
り
こ
の
町
の

命
と
も
言
え
る
「
シ
ョ
ー
ビ
ジ

ネ
ス
の
現
場
」
で
経
験
を
積
ん

で
い
く
こ
と
が
当
面
の
目
標

だ
。日

本
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅
白
歌

合
戦
の
振
付
け
助
手
と
し
て
出

演
者
へ
の
振
付
け
指
導
を
行
う

な
ど
、
も
と
も
と
は
日
本
で
ダ

ン
ス
指
導
の
仕
事
を
し
て
い

た
。
自
分
の
ダ
ン
サ
ー
、
指
導

者
と
し
て
の
将
来
の
設
計
図
を

作
る
た
め
に
、
も
う
一
度
ダ
ン

サ
ー
と
し
て
の
原
点
に
立
ち
返

っ
て
、
自
分
を
見
つ
め
直
し
て

み
る
と
思
い
立
っ
た
の
が
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
の
接
点
と
な
っ

た
。広

島
生
ま
れ
で
４
歳
の
時
に

親
の
転
勤
で
東
京
へ
。
小
さ
い

頃
か
ら
ピ
ア
ノ
、
絵
、
水
泳
な

ど
の
お
稽
古
事
を
し
た
が
唯
一

続
い
た
の
が
ダ
ン
ス
だ
っ
た
。

関
東
国
際
高
等
学
校
の
演
劇
科

に
進
ん
だ
あ
と
立
教
女
子
短
期

大
学
へ
。
学
生
時
代
は
通
学
し

な
が
ら
フ
リ
ー
で
ダ
ン
ス
の
舞

台
に
出
演
、
主
に
ダ
ン
ス
公
演

は
Ｓ
Ｋ
Ｄ
の
Ｏ
Ｇ
が
創
設
し
た

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｓ
や
太
田
花
子
主
宰
の

H
A
N
A
M
A
R
U

に
５
年
間
出

演
し
た
。

23
歳
の
頃
、
自
分
自
身
の
将

来
に
少
し
壁
が
出
来
た
よ
う
な

気
が
し
た
時
、
１
週
間
恩
師
と

先
輩
た
ち
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

旅
行
し
た
。
昼
は
ダ
ン
ス
レ
ッ

ス
ン
、
夜
は
観
劇
。
た
っ
た
１

週
間
で
す
っ
か
り
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
魅
力
に
と
り
つ
か
れ
て
し

ま
っ
た
。
帰
国
し
て
か
ら
も
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
の
想
い
は
募

り
、
い
つ
か
長
期
で
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
に
滞
在
し
、
本
場
の
世
界

を
見
た
い
と
の
想
い
を
温
め
て

い
た
。
そ
ん
な
時
に
、
ス
テ
ッ

プ
ス
・
オ
ン
・
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ

イ
の
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
の
募
集
が

あ
る
こ
と
を
知
り
、
迷
わ
ず
に

応
募
、
合
格
し
て
１
年
の
予
定

で
留
学
の
思
い
が
叶
っ
た
。

パ
フ
ォ
ー
マ
ー
と
し
て
の
自

分
を
見
つ
め
る
こ
と
で
、
逆
に

指
導
者
と
し
て
の
自
分
の
日
本

で
の
キ
ャ
リ
ア
の
あ
り
方
が
良

く
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
も

言
う
。
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
の
気

持
ち
、
思
い
、
心
を
し
っ
か
り

と
胸
に
「
も
う
少
し
こ
こ
で
頑

張
れ
」
と
今
自
分
に
言
い
聞
か

せ
て
い
る
。

（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

NY生活ウーマン
週刊NY生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

ダ
ン
ス
振
り
付
け
師
の
地
平
広
が
る

ロ
ッ
ク
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
天
使
と
会
話
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ダンサー

下田めぐみさん
ロックフェラープラザに11月9日早朝に持ち込まれた巨大なクリスマスツリー、
77フィート（約23メートル）のノルウェー・スプルースが12月４日に点灯された。
来年１月17日まで、西48番街と51番街、5番街と6番街の間の広場で５万個を超え
る多色ＬＥＤが光を放つ。ツリーのトップにはスワロフスキー・クリスタルと建築
家ダニエル・リベスキンドが再設計した星が光る。このツリーは毎日平均80万人
の観客を引き寄せると言われ、点灯式の後、毎日午前6時から午前12時まで、クリ
スマスデー（25日）は24時間、大晦日には午前6時から午後9時まで点灯している。
その下でアイススケートを楽しんだり、隣接した2のレストランからはガラス越し
にツリーやスケーターたちを見ながらの夕食がとれる。
構内の「天使」をバックにストスナの撮影をしていたら、ガードに「ここはプラ
イベートのプロパティー」と、五番街に追い出された。

（ワインスタイン今井絹江、写真も)

◇氏名：エイミー（27歳）
◇職業：フライトアテンダント
◇居住地：ドイツのベルリン
◇着用の服：オレンジ色の帽子
はスカンジナビアで購入、それ
に合わせたように見えるオレン
ジ色のマフラーは実は上海で見
つけた。シャツは英国で、その
他は転々と飛ぶスカンジナビア
の街で購入した。

◇よく利用する店：特になし
◇好きなブランド：リーバイス
◇着こなしで気をつけているこ

と：カジュアルで着やすいもの
を選ぶ。フライトアテンダント
は定められた小さなスーツケー
スがワードローブなので、着回
しが肝心。

◇撮影場所：ロックフェラーセ
ンターの「エンジェル」の前で。

ストスナ
オシャレは街角から生まれる 109

NY

D
e
c
e
m
b
e
r

http://maliliko.com
http://www.salon-oasis.net
http://hmakabelcsw.wixsite.com/counseling
https://www.licensepower.net/
http://www.ojfd.com
https://crsny.org
http://www.idocenter.com
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STUDENT  LIFE
週刊NY生活・アメリカの学校紹介と学生ライフのページ

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語

補
習
授
業
校
（
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ

ア
州
、
工
藤
英
治
校
長
）
で
は

23
、
高
等
部
に
よ
る
「
デ
ィ
ベ

ー
ト
甲
子
園
」
が
行
わ
れ
た
。
　

今
年
の
論
題
は
「
日
本
は
フ

ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
を
規
制
す
べ

き
で
あ
る
。
是
か
非
か
」
。
こ

の
日
の
た
め
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
を
使
い
リ
サ
ー
チ
を
す

す
め
て
き
た
生
徒
た
ち
は
、
４

チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
試
合
に
臨

ん
だ
。
試
合
は
肯
定
側
と
否
定

側
の
立
場
か
ら
、
立
論
、
質
疑
、

第
一
反
駁
、
第
二
反
駁
の
順
に

論
証
を
展
開
し
、
自
分
の
チ
ー

ム
が
主
張
す
る
メ
リ
ッ
ト
ま
た

は
デ
メ
リ
ッ
ト
が
相
手
チ
ー
ム

よ
り
い
か
に
大
き
い
か
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
。
校
長
、
理
事
、
教

員
ら
が
厳
密
な
ル
ー
ル
の
も
と

に
審
査
に
あ
た
っ
た
。

チ
ー
ム
名
も
生
徒

た
ち
が
例
年
工
夫
を

こ
ら
す
が
、
決
勝
戦

は
「
あ
ず
さ
３
号
」

チ
ー
ム
と
「
天
才
で

す
か
ら
。
」
チ
ー
ム

の
戦
い
と
な
っ
た
。

フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス

を
野
放
し
に
す
る
べ

き
で
な
い
と
い
う
肯

定
側
と
、
規
制
に
は

課
題
も
多
く
時
期
尚

早
と
す
る
否
定
側
と

が
論
戦
の
火
花
を
散

ら
し
、
審
査
も
真
っ

二
つ
に
割
れ
る
大
接

戦
と
な
っ
た
が
、
結

果
は
否
定
側
に
立
っ

た
「
天
才
で
す
か

ら
。
」
が
僅
差
で
優
勝
。
ま
た

ベ
ス
ト
デ
ィ
ベ
ー
タ
ー
賞
は
準

優
勝
の
「
あ
ず
さ
３
号
」
に
所

属
し
て
い
た
高
２
男
子
生
徒
に

贈
ら
れ
た
＝
写
真
下
＝
。

生
徒
た
ち
が
繰
り
広
げ
た
知

的
で
熱
い
戦
い
は
例
年
に
負
け

ず
劣
ら
ず
、
教
員
や
保
護
者
の

予
想
を
は
る
か
に
超
え
る
も
の

だ
っ
た
。
戦
い
を
終
え
た
高
校

生
た
ち
は
充
実
感
が
溢
れ
る
表

情
を
し
て
い
た
。

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

(

生
徒
数
３
３
３
人
、
三
井
知

之
校
長)

で
11
月
24
日
、
作
家
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
日
米

双
方
で
活
躍
し
、
同
校
高
等
部

主
任
で
も
あ
る
冷
泉
彰
彦
氏
に

よ
る
公
開
講
演
会
が
「
日
本
の

異
常
気
象
、
対
策
と
課
題
」
と

い
う
演
題
で
行
わ
れ
た
。

近
年
、
毎
年
日
本
を
直
撃
し

て
い
る
台
風
に
よ
り
、
日
本
各

地
で
大
き
な
被
害
が
出
て
い

る
。
過
去
そ
の
様
な
水
害
や
被

害
に
遭
っ
て
い
な
か
っ
た
地
域

に
ま
で
被
害
が
及
ん
で
お
り
、

な
ぜ
そ
の
よ
う
な
事
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
か
、
と
い
う
事
を

地
図
や
地
形
を
活
用
し
て
説
明

さ
れ
、
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た

実
情
を
理
解
す
る
事
が
で
き

た
。ま

た
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
Ｊ
Ｒ
西

日
本
の
「
計
画
運
休
」
に
つ
い

て
の
捉
え
方
が
全
く
違
う
事
、

災
害
時
に
お
け
る
日
米
の
取
り

組
み
方
の
違
い
や
、
日
本
で
の

警
報
に
対
す
る
理
解
の
曖
昧
さ

な
ど
も
指
摘
さ
れ
、
納
得
出
来

る
こ
と
が
多
か
っ
た
半
面
、
逆

に
今
後
の
災
害
に
対
す
る
備
え

の
大
切
さ
を
実
感
し
、
色
々
と

考
え
さ
せ
ら
れ
る
講
演
会
と
な

っ
た
。

イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
に
あ
る

ス
タ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
デ
イ
ケ
ア

は
11
月
23
日
、
日
本
の
勤
労
感

謝
の
日
に
ち
な
み
保
護
者
の
職

場
へ
仕
事
見
学
に
出
か
け
た
。

１
日
目
は
フ
ラ
ワ
ー
ス
タ
ジ

オ
へ
。
到
着
す
る
と
さ
ま
ざ
ま

な
花
や
植
物
に
興
味
を
持
つ
子

供
達
。
特
に
珍
し
い
形
を
し
た

植
物
を
見
つ
け
る
と
指
を
指

し
、
職
員
に
「
見
て
！

こ
れ

変
な
形
を
し
て
い
る
よ
」
と

伝
え
て
い
た
。
国
外
か
ら
届

い
た
ば
か
り
の
植
物
や
保
管

す
る
た
め
の
冷
蔵
庫
、
飾
り

付
け
用
の
花
瓶
や
オ
ー
ナ
メ

ン
ト
な
ど
を
見
せ
て
も
ら
っ

た
。
最
後
は
子
供
達
に
よ
る

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

を
行
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
鉢

に
花
を
活
け
て
い
き
、
さ
ま

ざ
ま
な
色
の
花
を
い
っ
ぱ
い

活
け
る
子
も
い
れ
ば
、
好
き

な
色
の
み
数
本
だ
け
活
け
る

子
な
ど
、
個
性
の
あ
る
可
愛

ら
し
い
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
が
で
き
あ
が
っ
た
。

２
日
目
は
音
楽
ス
タ
ジ
オ

へ
行
き
、
曲
が
ど
の
よ
う
に

編
集
さ
れ
て
い
く
の
か
を
学

ん
だ
。
ひ
と
つ
の
メ
ロ
デ
ィ

ー
に
太
鼓
や
ギ
タ
ー
の
音
が

加
わ
る
様
子
に
目
を
大
き
く

見
開
き
、
じ
っ
と
聞
い
て
い

た
子
供
達
。
マ
イ
ク
で
自
分

が
発
し
た
声
が
ヘ
ッ
ド
フ
ォ

ン
を
伝
っ
て
聞
こ
え
て
き
た

り
、
ま
た
そ
の
声
が
高
く
な

っ
た
り
低
く
な
っ
た
り
と
変

わ
っ
て
い
く
の
は
特
に
面
白

か
っ
た
よ
う
で
マ
イ
ク
の
前

を
離
れ
ず
、
お
は
よ
ー
！

お

母
さ
ん
！

な
ど
と
喋
っ
て
い

た
。
最
後
は
ハ
ー
モ
ニ
カ
や

笛
、
マ
ラ
カ
ス
な
ど
の
楽
器

を
使
っ
て
を
歌
っ
た
。

ディベート甲子園
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
補
習
校

高
校
生
の
熱
い
戦
い

親
の
仕
事
場
を
見
学

入
賞
し
た
生
徒
た
ち

ス
タ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
デ
イ
ケ
ア

「日本のフェイクニュースを規制すべきか」を議論する生徒たち

日
本
の
異
常
気
象
な
ぜ

プリンストン日本語学校

冷
泉
彰
彦
氏
が
公
開
講
演
会

http://www.gwjs.org
https://www.lyceumkennedy.org/
https://www.kikokushijoacademy.com/
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Ｑ

海
外
大
学
進
学
を
考
え
て

い
る
の
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
エ
ッ
セ
イ

を
書
け
ば
良
い
の
か
が
分
か
り

ま
せ
ん
。
ど
ん
な
点
に
注
意
を

し
た
ら
良
い
で
す
か
？

高
く
評

価
さ
れ
る
エ
ッ
セ
イ
と
は
ど
の

よ
う
な
エ
ッ
セ
イ
な
の
か
教
え

て
く
だ
さ
い
。

Ａ

大
学
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま

で
す
し
、
エ
ッ
セ
イ
の
課
題
に

も
よ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
向

け
準
備
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
そ
の
点
を
挙
げ
た
上
で
、

効
果
的
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

エ
ッ
セ
イ
を
書
く
た
め
に
は

「
す
べ
き
こ
と
」
「
し
て
は
い
け

な
い
こ
と
」
が
あ
る
こ
と
を
お

伝
え
し
ま
す
。

ま
ず
一
番
大
事
な
の
は
目
標

を
持
っ
て
エ
ッ
セ
イ
を
書
く
こ

と
で
、
そ
の
た
め
に
大
学
と
大

学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
熟
知
す
る

こ
と
は
必
須
で
す
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
不
十
分
で
す
。
大
学
の

「
ネ
ー
ム
ブ
ラ
ン
ド
」
で
そ
の

大
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
選
ん
だ

わ
け
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
と

検
討
し
た
結
果
の
選
択
で
あ
る

と
い
う
こ
と
、
ま
た
は
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
に
薦
め
ら
れ
た
か
ら
と

い
う
こ
と
を
伝
え
る
、
と
同
時

に
そ
の
大
学
の
そ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
学
び
得
ら
れ
る
チ
ャ
ン

ス
、
大
学
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、

教
育
方
針
な
ど
に
強
く
共
感
し

て
い
る
点
も
エ
ッ
セ
イ
を
通
し

て
伝
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

将
来
を
見
通
す
こ
と
も
大
切

で
す
。
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
エ

ッ
セ
イ
を
書
い
て
い
る
と
過
去

の
経
験
を
思
い
出
す
機
会
が
増

え
ま
す
が
、
高
校
生
活
や
過
去

の
失
敗
の
こ
と
ば
か
り
書
い
て

し
ま
う
と
幼
稚
で
不
満
足
な
イ

メ
ー
ジ
を
与
え
て
し
ま
う
た

め
、
過
去
は
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ

ョ
ン
ま
た
は
学
び
を
与
え
て
く

れ
た
機
会
と
し
て
短
く
触
れ
る

程
度
で
よ
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

そ
こ
か
ら
大
学
在
学
中
、
大
学

卒
業
後
に
達
成
し
た
い
こ
と
に

つ
な
げ
た
り
、
関
心
の
あ
る
社

会
問
題
や
国
際
問
題
な
ど
の
話

題
に
広
げ
、
そ
の
大
学
へ
の
出

願
理
由
に
つ
な
げ
る
と
よ
い
で

し
ょ
う
。
エ
ッ
セ
イ
を
書
く
際

に
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
設
定
が
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
卒
業
後

の
目
標
を
持
っ
て
出
願
す
る
姿

勢
を
見
せ
る
こ
と
で
目
的
意
識

と
や
る
気
を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
る
で
し
ょ
う
。

生
徒
本
人
が
自
分
の
心
の
声

を
書
く
こ
と
も
重
要
で
す
。
大

学
側
は
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

（
出
願
）
に
よ
っ
て
出
願
者
が

校
風
に
合
う
か
ど
う
か
を
見
て

い
ま
す
。
独
自
性
、
自
分
の
意

見
、
ユ
ニ
ー
ク
さ
に
欠
く
エ
ッ

セ
イ
は
記
憶
に
残
ら
ず
、
効
果

も
上
が
り
ま
せ
ん
。
心
の
声
を

見
つ
け
る
の
は
チ
ャ
ン
レ
ジ
で

す
が
、
見
つ
け
て
い
く
過
程
は

意
味
深
い
も
の
で
す
。
自
分
の

価
値
観
、
目
標
、
自
分
ら
し
さ

を
模
索
し
、
エ
ッ
セ
イ
の
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
、
下
書
き
作
り
、
編

集
に
時
間
を
か
け
る
こ
と
が
自

分
を
も
っ
と
知
る
こ
と
き
っ
か

け
に
な
り
、
そ
の
結
果
大
学
生

活
に
向
け
て
の
準
備
が
整
っ
た

と
い
う
話
を
よ
く
生
徒
か
ら
聞

き
ま
す
。

大
学
訪
問
は
生
徒
の
や
る
気

を
引
き
出
し
ま
す
（
大
学
訪
問

は
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
時
で

も
よ
い
で
し
ょ
う
）
。
ご
両
親

は
こ
こ
で
紹
介
し
た
よ
う
な
ア

イ
デ
ィ
ア
を
早
い
う
ち
か
ら
生

徒
に
問
い
か
け
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
お
子
さ
ん
が

自
由
に
自
分
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を

模
索
し
た
り
、
自
分
を
表
現
で

き
る
よ
う
な
環
境
を
つ
く
っ
て

あ
げ
、
自
分
だ
け
が
持
つ
ユ
ニ

ー
ク
な
点
や
印
象
深
い
特
徴
な

ど
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
合

格
へ
の
後
押
し
を
し
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
。

効
果
的
な
エ
ッ
セ
イ
を
書
く

人
は
読
み
手
の
こ
と
も
考
え
ま

す
。
入
学
事
務
局
だ
け
を
念
頭

に
お
い
て
エ
ッ
セ
イ
を
書
く
の

は
お
す
す
め
し
ま
せ
ん
。
何
を

ど
の
よ
う
に
書
く
の
か
に
よ
っ

て
大
き
な
違
い
が
生
ま
れ
ま

す
。
た
と
え
ば
、
出
願
に
多
く

の
サ
プ
リ
メ
ン
タ
ル
・
エ
ッ
セ

イ
提
出
が
求
め
ら
れ
る
場
合
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
さ
と
エ
ッ
セ
イ
ご

と
の
要
点
に
一
貫
性
を
持
た
せ

る
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
自
慢
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん

が
、
そ
れ
ま
で
成
し
遂
げ
た
こ

と
に
対
す
る
自
信
と
、
な
ぜ
そ

れ
が
自
分
に
と
っ
て
特
別
な
の

か
を
説
明
し
ま
し
ょ
う
。
他
に

は
、
選
ん
だ
分
野
や
専
攻
に
つ

い
て
の
学
習
意
欲
に
つ
い
て
書

き
ま
す
（
価
値
観
が
変
わ
る
よ

う
な
、
ま
た
は
知
的
欲
求
を
刺

激
さ
れ
る
よ
う
な
話
題
が
あ
れ

ば
、
そ
れ
に
つ
い
て
調
べ
た
内

容
を
含
み
な
が
ら
）
。
最
後
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
認
知
と
感

謝
、
そ
し
て
関
わ
り
合
い
に
つ

い
て
も
触
れ
、
大
学
生
活
を
始

め
る
準
備
が
で
き
て
い
る
こ
と

を
表
現
し
ま
し
ょ
う
。

入
試
に
つ
い
て
積
極
的
に
考

え
、
大
学
生
活
の
目
標
、
大
学

卒
業
後
の
目
標
が
し
っ
か
り
し

て
い
る
生
徒
に
は
良
い
結
果
が

待
っ
て
い
ま
す
。
自
分
だ
け
が

持
つ
特
徴
を
熟
知
し
、
選
ん
だ

分
野
で
の
成
功
意
識
を
持
つ
こ

と
も
重
要
で
す
。
受
験
準
備
に

は
時
間
と
労
力
が
か
か
り
ま

す
。
最
善
な
結
果
を
残
す
た
め

に
は
、
生
徒
は
高
校
３
年
の
早

い
う
ち
か
ら
エ
ッ
セ
イ
に
つ
い

て
考
え
、
計
画
し
、
書
き
始
め

る
べ
き
で
す
。

本欄への相談は　
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大学進学のための

エッセイの書き方

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ

ッ
チ
、
小
島
昇
校
長
）
で
11
月

21
日
、
５
年
生
が
社
会
科
移
動

教
室
で
テ
レ
ビ
局
と
９
・
１
１

ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

を
訪
れ
た
。

テ
レ
ビ
局
は
、
日
本
語
放
送

テ
レ
ビ
・
ジ
ャ
パ
ン
を
放
送
し

て
い
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
コ
ス
モ
メ
デ
イ

ア
社
を
訪
問
し
た
。
情
報
を
伝

え
る
時
に
は
、
相
手
に
事
実
を

分
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と

や
、
絶
対
に
放
送
を
止
め
な
い

た
め
の
工
夫
、
自
分
自
身
が
楽

し
む
こ
と
な
ど
、
番
組
作
り
で

大
事
に
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
学
ん
だ
。
そ
の
後
、
局
内
を

見
学
。
ス
タ
ジ
オ
で
は
、
初
め

て
の
キ
ャ
ス
タ
ー
体
験
に
挑
ん

だ
。
子
供
た
ち
は
「
カ
メ
ラ
目

線
で
話
す
の
は
緊
張
す
る
し
、

難
し
い
。
キ
ャ
ス
タ
ー
の
人
は

す
ご
い
」
「
映
像
を
そ
の
場
で

合
成
し
て
い
る
こ
と
に
驚
い

た
」
と
、
終
始
興
奮
し
た
様
子

だ
っ
た
。
24
時
間
３
６
５
日
途

切
れ
る
こ
と
な
く
放
送
し
て
い

る
こ
と
を
知
り
、
Ｔ
Ｖ
放
送
局

の
仕
事
の
大
切
さ
を
実
感
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
９
・
１
１
ト
リ
ビ
ュ
ー

ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
人
に
当
時

の
様
子
に
つ
い
て
解
説
を
し
て

も
ら
い
な
が
ら
見
学
し
た
。
当

時
の
映
像
や
亡
く
な
っ
た
人
々

の
写
真
や
遺
品
を
見
学
し
て
い

る
と
、
自
然
と
静
か
に
な
り
、

一
人
ひ
と
り
こ
の
事
件
に
思
い

を
馳
せ
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ

た
。
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
と
平
和

の
尊
さ
に
つ
い
て
考
え
る
大
変

有
意
義
な
移
動
教
室
だ
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

（
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
イ
ン

グ
ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
、
岡
本

徹
学
園
長
）
の
全
日
制
幼
児

部
・
小
学
部
合
同
の
学
園
祭
が

11
月
23
日
、
イ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド

ク
リ
フ
ス
に
あ
る
ノ
ー
ス
ク
リ

フ
・
ス
ク
ー
ル
で
盛
大
に
行
な

わ
れ
た
。
豊
か
な
表
現
力
を
育

む
場
で
あ
る
こ
の
行
事
で
は
、

幼
児
部
・
小
学
部
一
貫
校
の
特

色
を
生
か
し
、
９
学
年
に
渡
る

園
児
・
児
童
達
が
一
同
に
会

し
、
歌
や
踊
り
、
劇
な
ど
に
取

り
組
ん
だ
。

同
学
園
は
、
11
月
18
日
に
は

創
立
40
周
年
と
い
う
節
目
を
迎

え
、
同
日
に
子
ど
も
達
は
、
記

念
の
紅
白
饅
頭
を
受
け
取
っ

た
。
岡
本
学
園
長
よ
り
同
学
園

の
歴
史
を
聞
い
た
後
は
、
幼
児

部
全
園
児
に
よ
る
英
語
と
日
本

語

で

の

合

唱

「

T
ry

E
very

thing

」
で
記
念
す
べ

き
学
園
祭
が
開
幕
し
た
。

学
園
祭
が
初
め
て
の
参
加
で

あ
る
年
少
さ
く
ら
組
の
劇
は
、

「
お
い
も
を
ど
う
ぞ
」
。
い
ろ
い

ろ
な
動
物
に
な
り
き
っ
た
様
子

や
、
か
わ
い
ら
し
い
歌
や
ダ
ン

ス
を
披
露
す
る
な
ど
元
気
い
っ

ぱ
い
に
演
技
を
す
る
園
児
た
ち

に
会
場
は
温
か
い
空
気
に
包
ま

れ
た
。
年
中
す
み
れ
組
は
、

「
さ
る
か
に
」
。
さ
る
に
お
い
し

い
柿
を
独
り
占
め
さ
れ
た
か
に

の
た
め
に
、
山
の
仲
間
た
ち
が

さ
る
を
こ
ら
し
め
よ
う
と
す
る

様
子
を
、
一
人
ひ
と
り
が
役
に

な
り
き
っ
て
セ
リ
フ
や
ダ
ン
ス

を
体
全
体
を
使
っ
て
演
じ
た
。

幼
児
部
最
後
、
年
長
ひ
ま
わ

り
組
の
劇
は
、
「
オ
ズ
の
魔
法

使
い
」
。
本
番
ま
で
の
練
習
を

通
し
て
思
い
や
り
の
心
を
は
ぐ

く
ん
で
き
た
子
ど
も
達
。
魔
法

使
い
を
探
す
旅
の
様
子
を
自
分

た
ち
で
工
夫
し
て
表
情
豊
か
に

表
現
し
た
園
児
た
ち
に
会
場
か

ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

た
。小

学
部
英
語
科
の
劇
は
音
楽

科
と
合
同
で
１
年
生
が
「A

W
hole

N
ew

W
orld

」
。2

年

生3

年
生
が
「L

ion
K
ing

」
。

4

年
生
か
ら6

年
生
が
「H

ow
th

e
G

rin
ch

S
tole

C
hristm

as

」
。
各
学
年
が
英

語
で
堂
々
と
演
技
し
、
歌
と
楽

器
演
奏
を
織
り
交
ぜ
た
英
語
劇

は
、
育
英
ク
ロ
ス
メ
ソ
ッ
ド
に

よ
る
週
10
間
の
英
語
学
習
の
成

果
が
表
わ
れ
て
い
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

の
系
列
校
、
り
ん
ご
ラ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
Ｎ
Ｊ
州
フ

ォ
ー
ト
リ
ー
市
）
保
育
部
門

「
き
り
ん
の
へ
や

こ
ど
も
園
」

は
、
「
七
五
三
の
集
い
」
の
体

験
ク
ラ
ス
を
実
施
し
た
。

ま
ず
、
七
五
三
の
お
祝
い

を
す
る
様
子
を
絵
本
や
写
真

を
使
っ
て
紹
介
。
子
ど
も
た

ち
が
何
よ
り
も
気
に
な
っ
た

の
が
、
写
真
に
写
っ
た
千
歳

飴
だ
。
「
何
を
持
っ
て
い
る

の
？
」
「
こ
の
長
い
袋
は
な

に
？
」
と
千
歳
飴
の
意
味
を

知
り
、
そ
の
千
歳
飴
を
入
れ

る
袋
作
り
に
取
り
組
ん
だ
。

白
い
紙
の
上
に
絵
の
具
を
く

ぐ
ら
せ
た
ビ
ー
玉
を
転
が
す
、

コ
ロ
コ
ロ
ア
ー
ト
に
挑
戦
し

た
。
勢
い
が
つ
き
す
ぎ
て
ボ

ー
ル
が
飛
び
出
し
慌
て
て
拾

い
あ
げ
た
り
と
、
大
騒
ぎ
。

６
色
で
彩
ら
れ
た
コ
ロ
コ
ロ

ア
ー
ト
は
個
性
豊
か
な
模
様

と
な
っ
た
。
そ
の
上
に
子
ど

も
た
ち
が
は
さ
み
で
切
っ
た

千
代
紙
や
カ
ラ
ー
ホ
イ
ー
ル

を
の
り
で
貼
り
、
仕
上
げ
に

折
り
紙
の
鶴
と
亀
を
あ
し
ら

っ
た
。
出
来
上
が
っ
た
袋
に

千
歳
飴
が
入
れ
ら
れ
る
と
、

「
早
く
た
べ
た
い
！
」
「
お
母

さ
ん
に
み
せ
る
！
」
と
嬉
し

そ
う
に
持
ち
帰
っ
た
。

七
五
三
を
学
ぶ

り
ん
ご
ラ
ー
ニ
ン
グ

テ
レ
ビ
局
と
９
・
11

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

５
年
生
が
移
動
教
室

育英で合同学園祭

創立40周年を祝う

https://satoricollegeplanning.com/
http://www.betteratmath.com
http://shidogakuin.com
http://starchildny.com
https://japaneseschool.org
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ペ
タ
ペ
タ
ペ
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家
で
は
い
は
い 

好
き
な
物
は
ギ
ュ
ウ
ニ
ュ
ウ 

家
で
お
兄
ち
ゃ
ん
と 

は
い
は
い
し
て
遊
ぶ 

ね
る
の
が
大
す
き 

な
に
を
い
っ
て
も
つ
う
じ
な
い 

か
し
て
と
い
っ
た
ら 

ひ
っ
ぱ
り
あ
い 

と
り
が
大
す
き 

　
　
　
（
滞
米
１
年
１
か
月
） 

   

　
　
□
　
　
□
　
　
□

　
一
昨
年
の
夏
、
私
は
家
族
と

一
緒
に
広
島
に
行
き
ま
し
た
。

旅
行
の
目
的
の
一
つ
は
広
島
平

和
記
念
公
園
を
訪
れ
る
こ
と
で

す
。 

　
公
園
に
着
く
と
ま
ず
た
く
さ

ん
の
千
羽
鶴
が
目
を
ひ
き
ま
し

た
。
色
と
り
ど
り
の
折
り
紙
で

お
ら
れ
た
鶴
が
し
だ
れ
花
火
の

よ
う
に
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
次
に
原
爆
ド
ー
ム
に
行
き
ま

し
た
。
私
は
ド
ー
ム
の
こ
と
を

よ
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

母
が
詳
し
く
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
ド
ー
ム
は
爆
心
地
に
あ
っ

た
建
物
で
今
も
そ
の
フ
レ
ー
ム

が
残
っ
て
い
ま
す
。
自
分
が
、

原
爆
が
落
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
の

そ
の
地
に
立
っ
て
る
の
が
少
し

怖
か
っ
た
で
す
。 

　
博
物
館
で
は
、
原
爆
被
害
に

つ
い
て
の
写
真
や
映
画
を
見
ま

し
た
。
焼
け
焦
げ
た
三
輪
車
や

弁
当
箱
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
見
る
の
が
怖
い
も
の
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
被
害

に
苦
し
ん
だ
人
た
ち
の
様
子
を

目
に
し
て
、
原
爆
の
恐
ろ
し
さ

を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

一
つ
の
爆
弾
が
こ
ん
な
に
多
く

の
人
を
殺
す
威
力
が
あ
る
こ
と

も
、
初
め
て
知
り
ま
し
た
。 

　
博
物
館
を
出
た
と
こ
ろ
で
、

高
校
生
の
女
の
子
が
「
核
廃

絶
」
と
書
い
て
い
た
看
板
を
持

っ
て
、
署
名
を
集
め
て
い
ま
し

た
。
私
は
す
ぐ
に
署
名
を
し
ま

し
た
。
広
島
に
行
っ
て
原
爆
の

こ
と
を
た
く
さ
ん
学
ぶ
こ
と
が

出
来
て
良
か
っ
た
で
す
。
原
爆

を
な
く
す
た
め
に
自
分
に
も
で

き
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
ぜ
ひ

行
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
（
米
国
生
ま
れ
） 

   

　
　
□
　
　
□
　
　
□
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七
月
に
な
っ
て
や
っ
と
お
父

さ
ん
が
日
本
へ
帰
っ
て
来
て
、

先
に
日
本
に
来
て
い
た
ぼ
く
達

家
族
と
合
流
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
小
松
家
が
全
員
集
合
し

て
、
家
族
旅
行
で
西
伊
豆
の
小

下
田
と
い
う
所
へ
行
き
ま
し

た
。
全
部
で
十
三
人
と
犬
一
匹

で
の
大
旅
行
で
し
た
。 

　
小
下
田
に
は
、
ぼ
く
が
大
ば

あ
ば
と
よ
ん
で
い
る
お
父
さ
ん

の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
が
あ

り
、
み
ん
な
で
そ
こ
に
と
ま
り

ま
し
た
。
大
ば
あ
ば
は
九
十
九

才
で
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
家

は
ま
だ
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

家
は
、
三
階
立
て
で
、
全
部
の

窓
か
ら
海
と
富
士
山
が
見
え
る

よ
う
に
建
て
て
あ
り
ま
す
。
お

父
さ
ん
は
生
ま
れ
た
時
か
ら
夏

は
い
つ
も
こ
こ
に
来
て
海
で
毎

日
遊
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。 

　
ぼ
く
達
が
い
た
時
は
、
曇
っ

て
い
て
富
士
山
は
見
え
な
か
っ

た
け
れ
ど
も
、
ど
う
し
て
も
、

お
父
さ
ん
が
子
供
の
時
に
遊
ん

で
い
た
海
に
行
っ
て
み
た
か
っ

た
の
で
連
れ
て
い
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
遠
く
か
ら
だ
と
緑
と

青
に
見
え
た
海
は
、
近
く
で
見

る
と
、
と
う
明
で
き
れ
い
で
し

た
。
お
父
さ
ん
と
シ
ュ
ノ
ー
ケ

ル
を
つ
け
て
海
の
中
を
見
る

と
、
色
々
な
種
類
の
魚
が
泳
い

で
い
ま
し
た
。
体
全
体
が
青
く

て
き
れ
い
な
ソ
ラ
ス
ズ
メ
ダ

イ
、
し
っ
ぽ
が
赤
と
黒
の
ベ

ラ
、
小
さ
い
魚
や
ナ
マ
コ
な
ど

プ
ー
ル
と
は
ち
が
っ
て
た
く
さ

ん
の
生
き
物
が
い
て
ド
キ
ド
キ

し
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
が
深
く

も
ぐ
っ
て
大
き
な
石
を
ひ
っ
く

り
返
し
て
水
面
に
も
ど
っ
て
く

る
と
、
手
の
中
に
貝
を
持
っ
て

い
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
は
そ
う

や
っ
て
と
こ
ぶ
し
や
、
う
に
や

さ
ざ
え
を
と
っ
て
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。 

　
お
父
さ
ん
も
子
供
の
こ
ろ
、

ぼ
く
の
お
じ
い
さ
ん
が
同
じ
様

に
教
え
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。

シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
の
あ
と
み

ん
な
で
堤
防
か
ら
海
へ
飛
び
こ

ん
で
遊
び
ま
し
た
。
波
が
来
て

水
面
が
上
が
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を

合
わ
せ
て
飛
び
こ
み
ま
す
。
妹

達
や
ぼ
く
の
お
じ
さ
ん
も
飛
び

こ
ん
で
お
も
し
ろ
か
っ
た
で

す
。
お
父
さ
ん
が
子
供
の
こ
ろ

に
し
て
い
た
遊
び
は
今
ぼ
く
が

や
っ
て
も
お
父
さ
ん
が
や
っ
て

も
楽
し
い
の
に
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。 

　
そ
の
夜
、
昔
か
ら
の
友
人
で

八
十
二
才
だ
け
ど
、
ま
だ
も
ぐ

っ
て
い
る
あ
ま
さ
ん
の
と
ら
さ

ん
が
さ
ざ
え
、
あ
わ
び
や
と
こ

ぶ
し
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
き
て

く
れ
て
、
み
ん
な
で
一
緒
に
パ

ー
テ
ィ
ー
を
し
ま
し
た
。
と
ら

さ
ん
は15

メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い

も
ぐ
れ
て
一
分
ぐ
ら
い
海
の
中

に
い
れ
る
そ
う
で
す
。
八
十
二

才
に
な
っ
た
け
れ
ど
う
で
が
落

ち
な
い
と
日
焼
け
し
た
し
わ
し

わ
な
顔
で
笑
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
と
ら
さ
ん
を
み
ん
な
は

か
っ
こ
い
い
と
言
っ
て
い
ま
し

た
。 

　
西
伊
豆
は
電
車
が
通
っ
て
な

い
の
で
人
が
あ
ま
り
来
や
す
い

所
で
は
な
い
そ
う
で
す
。
人
口

も
へ
っ
て
い
て
町
は
小
さ
く
な

っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
で
も
海

は
ず
っ
と
き
れ
い
で
し
た
。
お

父
さ
ん
が
子
供
の
こ
ろ
に
見
た

景
色
を
ぼ
く
も
見
れ
た
事
が
ぼ

く
の
び
っ
く
り
し
た
事
で
す
。

ぼ
く
が
大
き
く
な
っ
て
も
か
わ

ら
ず
き
れ
い
な
海
で
い
て
ほ
し

い
で
す
。 

　
　
　
（
滞
米
９
年
７
か
月
）

「
西
伊
豆
の
海
」 

　
　
　
　
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
松
　
慧
大 

「
原
爆
の
お
そ
ろ
し
さ
」 

　
　
　
　
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校
日
本
語
継
承
コ
ー
ス
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
花
恵 

　
私
が
行
っ
て
い
る
学
校
は
、

サ
ウ
ス
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
エ
レ
ミ

ン
タ
リ
ー
で
す
。
ケ
ン
タ
ッ
キ

ー
の
ハ
ー
ン
ド
ン
に
あ
り
ま

す
。
私
の
家
か
ら
ス
ク
ー
ル
バ

ス
で
、
四
十
五
分
ぐ
ら
い
か
か

り
ま
す
。
す
ご
く
遠
い
け
れ

ど
、
バ
ス
の
中
が
楽
し
い
の

で
、
四
十
五
分
が
三
十
秒
に
感

じ
ま
す
。 

　
次
に
、
学
校
で
や
る
イ
ベ
ン

ト
の
こ
と
の
話
で
す
。
た
く
さ

ん
イ
ベ
ン
ト
は
あ
り
ま
す
が
、

私
の
好
き
な
イ
ベ
ン
ト
は
、
フ

ィ
ー
ル
ド
デ
イ
と
タ
レ
ン
ト
シ

ョ
ウ
で
す
。
フ
ィ
ー
ル
ド
デ
イ

の
日
は
、
運
動
を
た
く
さ
ん
し

て
、
す
ご
く
楽
し
い
で
す
。
水

風
船
を
投
げ
た
り
、
リ
レ
ー
を

し
て
、
一
日
中
外
に
い
る
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
タ
レ
ン
ト
シ
ョ
ウ

は
、
ダ
ン
ス
、
歌
、
お
笑
い
、

ピ
ア
ノ
、
何
で
も
い
い
の
で
、

自
分
が
こ
れ
を
み
ん
な
に
見
せ

た
い
な
、
と
思
う
こ
と
を
オ
ウ

デ
ィ
シ
ョ
ン
を
し
て
、
合
格
し

た
ら
み
ん
な
の
前
で
ひ
ろ
う
し

ま
す
。 

　
私
は
、
昨
年
は
ピ
ア
ノ
で
、

キ
ラ
キ
ラ
星
を
ひ
き
ま
し
た
。

音
楽
の
先
生
に
ば
ん
そ
う
を
引

い
て
も
ら
い
ま
し
た
。
み
ん
な

が
、
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
歌
っ

て
く
れ
て
、
う
れ
し
く
な
り
ま

し
た
。
今
年
は
お
友
達
と
四
人

で
、
ダ
ン
ス
を
し
ま
し
た
。
み

ん
な
の
前
で
お
ど
る
の
は
、
怖

か
っ
た
で
す
。
で
も
、
終
わ
っ

た
後
に
先
生
達
か
ら
、
「
上
手

だ
っ
た
ね
！
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
私
は
、
ほ
っ
と
し
ま
し

た
。 

　
私
は
、
す
ご
く
い
い
学
校
に

行
け
て
う
れ
し
い
で
す
。
や
さ

し
い
先
生
が
た
く
さ
ん
い
て
、

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
た
く
さ
ん

あ
っ
て
、
み
ん
な
が
う
れ
し
く

な
れ
る
学
校
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
　
　
（
滞
米
３
年
６
か
月
）

「ぼくは赤ちゃん」 
　　　　　　　ニューヨーク育英学園全日制小４　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　山田　泉り 

（記載学年は応募時のものです）

■児童生徒作文のページ■
　
ぼ
く
は
、
せ
い
か
つ
か
い

ど
う
き
ょ
う
し
つ
で
、
ネ
イ

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
に
い
き
ま

し
た
。
そ
こ
で
ウ
シ
を
み
ま

し
た
。 

　
ウ
シ
の
つ
の
は
な
が
く
て

ま
が
っ
て
い
ま
す
。
ぼ
く
と

ウ
シ
で
、
ど
っ
ち
が
め
を
な

が
く
あ
け
て
い
ら
れ
る
か
を

し
た
ら
、
ぼ
く
が
か
ち
ま
し

た
。 

　
ウ
シ
の
べ
ろ
は
、
く
ろ
と

あ
か
で
し
た
。
ウ
シ
の
す
き

な
ば
し
ょ
は
、
ひ
か
げ
で
し

た
。
つ
め
は
、
シ
ャ
キ
ー
ン

と
し
て
い
て
、
さ
さ
っ
た
ら

い
た
そ
う
で
し
た
。
フ
ン
は

大
き
か
っ
た
で
す
。
し
っ
ぽ

は
、
シ
ャ
ラ
シ
ャ
ラ
し
て
い

ま
し
た
。 

　
ウ
シ
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
ウ
シ
が
、
ぼ
く
た
ち
の

ウ
シ
を
か
ん
さ
つ
し
た
い
っ

て
い
う
き
も
ち
を
わ
か
っ
て

く
れ
た
か
ら
だ
な
と
お
も
い

ま
し
た
。 

　
ウ
シ
は
、
か
ん
さ
つ
で
き

る
と
こ
ろ
が
い
っ
ぱ
い
あ
る

な
あ
と
お
も
い
ま
し
た
。 

　
　
（
滞
米
３
年
６
か
月
） 

「
私
の
現
地
校
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
袴
田
　
明
日
香 

「
ウ
シ
が
い
い
こ
だ
っ
た
よ
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
小
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
き
ね
　
り
ょ
う

http://www.fly-ana.com/
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Member of Dwarf Studios
Kenta Shinohara, an animator with
TYO, Inc. (Head Office: Shibuya-ku,
Tokyo; President and CEO: Kazuyoshi
Hayakawa; hereafter, “TYO”) won the
ADC Young Guns Awards as the only
Japanese recipient out of 500 entries
around the world. He also won the
Creative Choice Award out of 28 nomi-
nees from a public vote. Shinohara was
presented both awards at Sony Hall in
New York on November 20.

The ADC Young Guns
Awards are given out to professionals
around the globe who are under 30 years
of age and have a minimum of two
years of professional experience. The
awards were founded in 1996 by the
advertising and fine arts organization,
the Art Directors Club (ADC), who is
the organizer of the ADC Awards, the
world’s oldest advertising awards. The
Young Guns Awards are now hosted by
The One Club for Creativity, a New
York-based nonprofit organization that
was established by a merger between
The One Club and ADC.

Shinohara says, “Stop motion
takes something 3D in real life into 2D,
therefore making itself more energetic
than computer graphics. Using 12 or 24
pictures per second, a 10 second
advancement in a day is great. My job is
to give the characters created by artists
life. This is a great boost to my confi-

dence of course, but because I was
awarded twice for the first time as a
Japanese, I will be happy if this
helps the Japanese stop motion
industry.”

Born in Ehime Prefecture,
Japan in 1989, Shinohara dreamed
of being an animator; he began
drawing flip books in elementary
school. His work, “Family’s Story,”
which he created while enrolled in
the Animation Course of the
Character Creative Arts Department
at the Osaka College of Art in asso-
ciation with Osaka University of
Arts, won first prize for children’s
fables at the 9th Hida International
Animation Festival of Folktales and
Fables. Afterward, he began creating
stop motion animation projects. He
then joined Dwarf Studios, TYO’s
animation studio, as a part-time ani-
mator assistant in 2014. He then
officially joined Dwarf Studios in
2016 as an animator. His skills as a
stop motion animator, 2D animator
and character designer are growing.

He explains, “I inspect
the movements of humans and ani-
mals, but realism is not the only fac-
tor needed for entertainment. I
always find ways to add ‘fun’ to my
work.” (Ryoichi Miura/Translated
by Kanta Hakamata)

“The Heart of Kyogen 2019,” the
third annual event of Kyogen perfor-
mances sponsored by the Noh Society
(led by President Setsuko Bouteille), was
held on the evening of November 8 at the
Bruno Walter Auditorium in the New
York Public Library for the Performing
Arts at the Lincoln Center. This year’s
performance featured the Okura School
Kyogen actors Daijiro Zenchiku,
Noriyoshi Okura and Shinkai Yoshida.
The hall was filled with laughter and
playfulness as the actors engaged the
audience.

The event featured a lecture per-
formance format which the Noh Society
has become known for. It started with two
of the actors improvising a skit about
their arrival in New York City. The lec-
ture explained that Noh and Kyogen are
like siblings, that light and sound effects
are expressed through the words and
actions of the actors, that religion, philos-

ophy and literature are embedded in the
plays and that the plays “ celebrate
humanity, making us think about how we
can create a peaceful world.” The audi-
ence participated in Kyogen-style laugh-
ter, and a volunteer shared the experience
of trying on a mask. The program also
included a performance of “Neongyoku,”
a piece with song and dance, followed by
the popular story of “Busu,” drawing the
audience into a world of laughter through
Japanese plays that date back hundreds of
years.

Not only does the Noh Society
provide young Japanese actors opportuni-
ties to perform overseas, but it also
engages in educational activities. The
three actors also visited the Keio
Academy of New York and George
Washington University, sharing the fasci-
nation of Japanese classical arts. (Article
and Photo by Kaoru Komi/Translated by
Jannet Abraham)

Ambassador and Consul
General of Japan in New York
Kanji Yamanouchi, who is also a
member of the rock band @K4, held
a charity concert at JAZZ at
KITANO on the evening of
November 23. The proceeds of this
concert went to the victims of 9/11
and 3/11 (the 2011 Tohoku earth-
quake and tsunami). Yamanouchi

was inspired by Robert T. Yanagisawa,
President of The Japanese Medical
Society of America, who has given long-
time support through annual events for
the victims of 9/11 and 3/11 since 2011.
Yanagisawa invited his friends who love
rock to this year’ s event, and so
Yamanouchi wanted to do something for
the victims, too.

The Kitano Hotel did not

charge for seats, nor did they require a
minimum order that day, in order to
support the charitable purpose of the
event. The band members of @K4 are
Kazu (vocals), Amy (vocals/chorus),
Kyoko (piano/keyboard), Keina (bass),

Tom (drums) and Yamanouchi, who
goes by Kan (guitar) when in the band.
Kan said to the audience, “Thank you
for the donations. I’m hoping they will
serve as the bridge for Tohoku disaster
relief that connects the victims of both
of those disasters and supporters.”

The musical performances by
@K4 were held twice at 7:30 p.m. and
9:30 p.m. They performed rock hits like
“Hotel California” by The Eagles and
“ A Hard Day’ s Night”  and “ Day
Tripper” by The Beatles. Violinist
Sumiko Tajihi also appeared as a spe-
cial guest alongside the band.
Following the event, Yamanouchi
passed a check worth $4,505 in dona-
tions to Yanagisawa.(Ryoichi
Miura/Translated by Chikako Iwasaki)

https://www.yomiuri-info.jp/daily_yomiuri/nys/

Kenta Shinohara

SHINOHARA Wins Two 
ADC Young Guns Awards

Stop Motion Animator in the Spotlight

SPECIAL BENEFIT PERFORMANCE BY @K4
DONATIONS TO 9/11 AND 3/11 CHARITIES THROUGH JMSA

Delight in a World of Laughter
A Noh Society Kyogen Performance
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EVENT
■ブロードウェー・アンダー・ザ・ス
ターズ＝9日まで 17:00 Time Warner
Center (2nd Floor Shops at Columbus
Circle) Tel:212-823-6300 入場無料　毎
週月曜日夕方にブロードウェーの人気
ショーのハイライトを披露する。12月2
日ビートル・ジュース、トッツィなど、
9日ファントム・オブ・ザ・オペラ、ウ
ィッキドなど。詳細はwww.theshopsat-
columbuscircle.com
■グランド・セントラル・ホリデー・
フェアー＝24日まで　Grand Central
Terminal (89 E 42nd St)　入場無料　ク
ラフトグッズが勢ぞろいしたホリデー
マーケット。カラフルなクリスマスギ
フトの買い物に絶好。
詳細はwww.grandcentralterminal.com
■ホリデー・トレイン・ショー＝2020
年1月26日まで The New York Botanical
Garden（Bronx Pkwy & East Fordham
Rd, Bronx）Tel:718-817-8700　25日は休
館 入場料: ＄23（平日・大人）、＄20

（平日・シニア・学生）、＄10（子供）、
会員・2歳未満無料　ミニチュアになっ
たニューヨークのランドマーク的建造

物や橋を走り抜けるモデルトレインの
ショー。ヤンキースタジアムや人工滝
を含む140の作品を展示。
詳細はwww.nybg.org
■アイススケート・リンク＝冬季期間
中開催 住所、連絡先、料金は施設によ
って異なる　☆World’s Fair Ice Skating
Rink（Flushing Meadows Corona Park,
Queens）Tel: 718-271-1996 ☆Rink at
Rockefeller Center（50th St. off 5th
Ave) Tel: 212-664-3700 www.rocke-
fel lercenter.com ☆ Wol lman Rink

（Central Park on 63rd St）Tel: 212-439-
6900　☆Lasker Rink, Central Park

（107th St）Tel : 212-534-7639　☆
Staten Island War Memorial Ice Skating
Rink（Victory Blvd.,Staten Island）Tel:
718-720-1010 ☆Kat Wollman Rink（East
Dr, Prospect Park, Brooklyn) Tel: 718-
282-7789 　
4リンク共通www.nycgovparks.org

MUSIC
■2019年〜2020年カーネギー・ホー
ル・コンサート＝16日まで　時間、料
金 は ア ー テ ィ ス ト に よ っ て 異 な る
Carnegie Hall (881 7th Ave) Tel: 212-
247-7800　クラシック音楽、オペラ、
リサイタルから軽音楽やジャズまで多
彩な音楽を紹介する。出演：12月8日ウ
ィーン少年合唱団／9日アンディ・クー
ニー・クリスマス・セレブレーショ
ン／10日ベゾット・アブドラィモフ／
11日イディーナ・メンツエル／14日セ
シリア・コーラス・オブ・ニューヨー
ク／15日ジョイス・ディナート／16日
ベートーベン250周年セレブレーション　
詳細はwww.carnegiehall.org/
■ブルーノート＝2020年1月5日まで
20:00、22:30　料金はアーティストによ
って異なる　Blue Note（131 W. 3rd St）
Tel:212-475-8592　出演：〜8日アルト
ゥーロ・サンドバル／9日〜2020年1月
5日クリス・ボッティ
詳細はwww.bluenote.net/
■メトロポリタン・オペラ2019-2020
シーズン＝2020年5月9日まで　公演は
日曜を除く毎日、時間は曜日や公演に
よって異なる　Metropol itan Opera
House (Lincoln Center)  Tel:212-362-
6000 料金：＄30〜＄480　新演出作品
は「ポーギーとベス」「アクナーテン」、

「ボッツェック」、「アグリッピーナ」、
「さまよえるオランダ人」の5作品。レ
パートリーは「マクベス」、「椿姫」、

「トスカ」、「ラ・ボエーム」など。オペ
ラ初心者からオペラ通まで楽しめるラ
インナップ。今年から日曜の公演がス
タート。
詳細はwww.metopera.org
■バージ・ミュージック・コンサー
ト＝通年で週3日公演　金曜〜日曜夜
時間と料金はアーティストによって異
な る 　 Barge Music（ Fulton Ferry
Landing Brooklyn）Tel:718-624-208　イ
ーストリバーに浮かぶ船を音楽ホール
にして、ローワーマンハッタンの夜景
を眺めながら聞くコンサートシリーズ。
詳細はwww.bargemusic.org

DANCE&THEATER
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で

レ
コ
ー
ド
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
ク
リ
ッ
ク
！

聴
け
ま
す

45
回
転
の
名
盤

420

YouTubeで聴く

週刊NY生活TV

2019年12月7日号

❶ エマージング・ジャパン
展覧会を開催

が
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
よ

り
ヒ
ッ
ト
と
な
り
70
年
６
月
27

日
に
ビ
ル
ボ
ー
ド
の
１
９
７
０

年
の
年
間
ヒ
ッ
ト
チ
ャ
ー
ト
で

14
位
。
米
国
だ
け
で
１
０
０
万

枚
を
売
り
上
げ
、
ゴ
ー
ル
ド
レ

コ
ー
ド
と
な
っ
た
。

■ブロードウェー・アンダー・ザ・スタ
ーズ＝12月9日まで 17:00 Time Warner
Center (2nd Floor Shops at Columbus
Circle) Tel:212-823-6300 入場無料　毎週
月曜日夕方にブロードウェーの人気ショ
ーのハイライトを披露する。12月2日ビ
ートル・ジュース、トッツィなど、9日
ファントム・オブ・ザ・オペラ、ウィッ
キドなど。詳細はwww.theshopsatcolum-
buscircle.com
■ニューヨーク・シティーバレエ「くる
み割り人形」＝2020年1月5日まで　月曜
以外の毎日公演。時間は曜日によって異
なる　David Koch Theater（20 Lincoln
Center）Tel: 212-870-5570 入場料: $45
〜$300　ニューヨークシティ・バレエの
バランシン版クラシックバレエ。おもち
ゃの兵隊やお菓子の国、各国の民族ダン
ス、雪の結晶の繊細なダンスなど、夢の
あるおとぎの世界へ誘う舞台。　
詳細はwww.nycballet.com/
■ラジオ・シティーのクリスマス・スペ
クタキュラー＝2020年1月5日まで　時間
は曜日によって異なるRadio City Music
Hall（1260 6th Ave）Tel: 212-307-7171
料金：＄40〜＄473　クリスマスの原点
であるキリスト誕生物語を3D映像や本物
の動物を登場させて紹介する恒例の舞
台。ハイライトは女性ダンスカンパニー

「ザ・ロケッツ」によるすらりと長い脚
の見せ場たっぷりのラインダンス。
詳細はwww.radiocitychristmas.com/
■ビッグアップル・サーカス公演＝2020
年２月21日まで　時間は曜日によって異
なる　Damrosch Park (62nd St bet
Columbus & Amsterdam Ave) Tel :212-
257-2330　入場料：＄45〜＄195　ビッ
グアップルサーカスが今年もやってく
る。若いリングマスターのもと、エキゾ
チックな動物や獣は登場しないが、仔馬
や犬などが愛嬌ある演技を披露する。ア
クロバットやピエロも登場。スリルと笑
いが詰まったエンターテインメント。
詳細はwww.bigapplecircus.com

ART
■ラスト・ナイト＝2020年1月5日まで
Metropolitan Museum of Ar t(1000 Fifth
Ave) Tel：212-535-7710 入場料：＄25
＄ 17シ ニ ア 　 ＄ 12　 12歳 未 満 無 料

（NY州居住者及び、NJ、NJ,CT州の学生
は任意額。要ID提示）ヨーロッパ中世か
らルネサンス期への黎明期にその名を残
すマクシミリアン1世（1459〜1519）後
の神聖ローマ皇帝とその家系にまつわる
武具、甲冑、鎧を数多く展示。今年は彼
の死後500年を記念する年でもあり、門
外不出。
詳細はwww.metmuseum.org/
■ナポリのバロック・クリスマスツリ
ー＝2020年1月7日まで　Metropol itan
Museum of Art (1000 Fifth Ave) Tel :212-
535-7710　入場料同上。ホリデーシーズ
ン恒例、バロック形式のクラシックなク
リスマスツリーを展示。キリストが誕生
する厩、聖母マリア、3人の賢者など、
キリスト生誕を物語る約200以上のオー
ナメントは、18世紀ナポリで作られたも
ので、この時期同館を訪れる人の目を楽
しませ続けている。
詳細はwww.metmuseum.org/

夜
明
け
の
ヒ
ッ
チ
・

ハ
イ
ク
」
（
原
題：

H
itchin' a

R
ide

）
は
、

１
９
６
９
年
後
半
に
イ

ギ
リ
ス
の
ポ
ッ
プ
・
ロ

ッ
ク
バ
ン
ド
の
ヴ
ァ
ニ

テ
ィ
・
フ
ェ
ア
の
シ
ン

グ
ル
と
し
て
発
表
さ
れ

た
楽
曲
。
70
年
２
月
に

全
英
シ
ン
グ
ル
チ
ャ
ー

ト
で
16
位
を
記
録
し
た

米
競
売
商
「
ジ
ュ
リ
ア
ン

ズ
・
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」
は
こ
う

コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。
「
ス
テ

ー
ジ
衣
装
な
ん
て
着
な
か
っ
た

カ
ー
ト
・
コ
バ
ー
ン
は
『
グ
ラ

ン
ジ
』
の
姿
を
確
立
し
た
。
こ

の
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
は
聖
な
る
遺

物
だ
」
と
。

「
汚
い
」
と
い
う
意
味
の

「
グ
ラ
ン
ジ
」
は
、
１
９
８
０

年
代
の
華
や
か
な
ロ
ッ
ク
・
シ

ー
ン
の
対
極
を
突
き
、
世
界
の

音
楽
を
一
変
さ
せ
た
が
、
コ
バ

ー
ン
は
27
才
で
自
死
し
た
。

伝
説
の
「
グ
ラ
ン
ジ
・
カ
ー

デ
ィ
ガ
ン
」
は
、
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
に
か
け
ら
れ
33
万
４
千
ド
ル

（
約
３
６
０
０
万
円
）
で
落
札

さ
れ
、
話
題
を
呼

ん
だ
と
い
う
訳
。

３
千
万
円
と
い

う
値
が
付
い
た
の

は
、
カ
ー
デ
ィ
ガ

ン
自
体
に
で
は
な

い
、
カ
ー
ト
・
コ

バ
ー
ン
が
死
の
前

年
ま
で
身
に
付
け

て
い
た
か
ら
だ
。

こ
の
テ
の
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
は
ア
メ
リ

カ
で
盛
ん
。
故
エ

ル
ビ
ス
・
プ
レ
ス

リ
ー
、
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ
ク
ソ

ン
ら
が
身
に
付
け
て
い
た
衣
装

だ
か
ら
値
が
付
く
。
熱
烈
フ
ァ

ン
に
と
っ
て
、
彼
ら
の
服
な
ら

い
く
ら
高
く
と
も
手
に
入
れ
た

い
宝
物
。

（
お
わ
り
）

（
く
ろ
す
・
と
し
ゆ
き
／
服
飾

評
論
家
、
東
京
都
在
住
）

デ
ジ
タ
ル
版w

w
w

.n
y
s
e
ik

a
ts

u
.c

o
m

で
ロ
ゴ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
ブ
ロ
グ
に
リ
ン
ク

302：カート・コバーンの聖なる遺物

日
本
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
展

覧
会
「
ニ
ュ
ー
・
ジ
ャ
パ
ニ
ー

ズ
・
ホ
ラ
イ
ゾ
ン
・
シ
ョ
ー
」

が
29
日
（
日
）
ま
で
、
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
の
Ｗ
Ａ
Ｈ
セ
ン
タ
ー

（135 B
roadw

ay

）
で
開
催

さ
れ
て
い
る
。

出
展
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
清
宮

大
輔
、
黒
尾
宏
光
、
小
林
園
実
、

服
部
夏
子
ら
60
人
以
上
が
参

加
。
７
日
（
土
）
午
後
３
時
か

ら
５
時
ま
で
、
武
家
茶
道
と
い

わ
れ
る
上
田
宗
箇
流
の
長
野
佳

嗣
氏
に
よ
る
お
茶
会
を
開
催
。

ま
た
、
最
終
日
の
29
日
（
日
）

午
後
４
時
か
ら
は
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
遊
真
あ
つ
こ
さ
ん
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
が
行
わ
れ
る
。

入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は
金

〜
日
曜
の
正
午
か
ら
午
後
５
時

ま
で
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話
７

１
８
・
４
８
６
・
６
０
１
２
ま

で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w

w
.w

ahcen
ter.n

et

を

参
照
。

「
夜
明
け
の
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
」

ヴ
ァ
ニ
テ
ィ
・
フ
ェ
ア

日本人60人が参加
WAHセンター

美術展29日まで開催

星
の
島
句
会

h
o
s
h
in

o
s
h
im

a
8
1
9
@

g
m

a
il.c

o
m

名
画
座
の
揺
ら
ぐ
ポ
ス
タ
ー
隙
間
風
　
　
　

斉
藤
テ
リ
ー

飾
ら
ぬ
も
誇
り
の
う
ち
や
一
茶
の
忌
　
　
　

さ
く
は
ら

あ
や

お
も
ち
ゃ
屋
を
お
も
ち
ゃ
出
て
ゆ
く
冬
銀
河
　

月
野
ぽ
ぽ
な

抱
き
合
え
ば
影
一
つ
な
り
冬
木
立
　
　
　
　
　

豊
島
キ
ヌ

星
冴
ゆ
る
指
に
ナ
バ
ホ
の
銀
細
工
　
　
　
　

中
川
手
鞠

http://shirt.co.jp/sakasamegane/
http://myriverside.net/home
http://www.easeny.com/
http://op-ed.jp
https://youtu.be/wCd2-_RkTow
https://www.youtube.com/watch?v=s4pArjPVA-8
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「
オ
リ
エ
ン
ト
急
行
殺
人
事

件
」
な
ど
ア
ガ
サ
・
ク
リ
ス
テ

ィ
を
思
わ
せ
る
マ
ー
ダ
ー
・
ミ

ス
テ
リ
ー
。
殺
人
事
件
の
推
理

ゲ
ー
ム
は
綿
密
な
プ
ロ
ッ
ト
と

俳
優
の
演
技
で
面
白
さ
が
決
ま

る
。
脚
本
・
監
督
は
「Star

W
ars

: T
he

Last
Jedi

」
の

ラ
イ
ア
ン
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
。
ジ

ョ
ン
ソ
ン
は
ネ
オ
ノ
ワ
ー
ル
ミ

ス
テ
リ
ー
「Brick

」
（
２
０
０

５

年

）
、

Ｓ

Ｆ

ス

リ

ラ

ー

「Looper

」（
12
年
）
な
ど
サ
ス

ペ
ン
ス
、
ミ
ス
テ
リ
ー
系
を
得

意
と
す
る
だ
け
に
本
作
も
微
に

入
り
細
に
入
り
迷
路
の
よ
う
な

真
相
究
明
で
観
客
を
虜
に
す

る
。
も
ち
ろ
ん
笑
い
も
た
っ
ぷ

り
。プ

ロ
ッ
ト
の
ほ
う
は
間
違
い

な
く
Ａ
級
レ
ベ
ル
で
最
後
ま
で

目
が
離
せ
な
い
。
キ
ャ
ス
テ
ィ

ン
グ
も
わ
く
わ
く
す
る
よ
う
な

個
性
派
オ
ン
パ
レ
ー
ド
だ
。
ア

ガ
サ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
の
作
品
に

た
び
た
び
登
場
す
る
ポ
ア
ロ
名

探
偵
に
匹
敵
す
る
ブ
ラ
ン
探
偵

に
ダ
ニ
エ
ル
・
ク
レ
イ
グ
。
ク

レ
イ
グ
は
来
年
４
月
公
開
の

「N
o

T
im

e
T

o
D

ie

」
が
０
０

７
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ボ
ン
ド
役
の

最
後
に
な
る
予
定
で
本
作
は
ボ

ン
ド
後
に
ク
レ
イ
グ
が
切
り
開

く
で
あ
ろ
う
新
ジ
ャ
ン
ル
の
助

走
と
も
い
え
る
。

物
語
は
人
気
小
説
家
ハ
ー
ラ

ン
（
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
プ
ラ

マ
ー
）
の
死
で
始
ま
る
。
当
時
、

邸
宅
内
に
い
た
親
族
兼
容
疑
者

が
ク
リ
ス
・
エ
バ
ン
ス
、
ジ
ェ

イ
ミ
ー
・
カ
ー
テ
ィ
ス
、
マ
イ

ケ
ル
・
シ
ャ
ノ
ン
、
ト
ニ
・
コ

レ
ッ
ト
ら
の
面
々
。

ハ
ー
ラ
ン
は
85
歳
の
誕
生
日

に
息
子
、
娘
家
族
を
招
き
祝
い

の
席
を
設
け
た
が
、
翌
朝
に
死

体
と
な
っ
て
発
見
さ
れ
た
。
ナ

イ
フ
で
喉
元
を
か
き
切
っ
て
お

り
、
親
族
は
す
ぐ
に
自
殺
と
決

め
つ
け
た
。
し
か
し
、
警
察
は

他
殺
の
可
能
性
も
あ
る
と
し
て

関
係
者
へ
の
聞
き
取
り
を
始
め

る
。
そ
の
様
子
を
そ
ば
で
じ
っ

と
観
察
し
て
い
る
の
が
探
偵
ブ

ラ
ン
。

だ
れ
も
が
口
を
そ
ろ
え
て

「
ハ
ー
ラ
ン
は
皆
に
祝
っ
て
も

ら
っ
て
と
て
も
嬉
し
そ
う
だ
っ

た
」
と
言
う
が
、
そ
れ
ぞ
れ

「
知
ら
れ
て
は
ま
ず
い
」
や
り

と
り
が
あ
っ
た
。
さ
て
、
犯
人

は
い
っ
た
い
誰
か
。

カ
ー
テ
ィ
ス
、
コ
レ
ッ
ト
、

シ
ャ
ノ
ン
は
一
癖
も
二
癖
も
あ

り
そ
う
な
キ
ャ
ラ
で
演
技
力
抜

群
。
ク
レ
イ
グ
扮
す
る
ブ
ラ
ン

探
偵
は
ど
こ
か
現
実
離
れ
し
た

と
こ
ろ
が
あ
っ
た
り
、
哲
学
的

だ
っ
た
り
で
か
な
り
笑
え
る
存

在
だ
。
２
時
間
10
分
。
Ｒ
　
　
　

（
明
）

真
相
に
込
め
ら
れ
た
思
い

動
画
予
告
編
デ
ジ
タ
ル
版w

w
w

.n
yse

ika
tsu

.co
m

で
右
の
写
真
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
動

画
で
予
告
編
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

■上映館■
Regal E-Walk Stadium 13 & RPX

247 W. 42nd St. 

AMC Empire 25
234 West 42nd St.

AMC Loews 34th Street 14
312 W. 34th St.

knives out

捜査に加わるブラン探偵（クレイグ、右端）

Photo : Claire Folger/Lionsgate

12
人
の
作
品
展
示

現
代
日
本
ア
ー
ト
Ｎ
Ｙ
に

エマージング・トウキョウ

12
人
の
日
本
人
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
作
品
を
紹
介
す
る
「
エ

マ
ー
ジ
ン
グ
・
ト
ウ
キ
ョ
ウ

（E
m

erging
T

oky
o

）
」
展

が
３
日
か
ら
７
日
（
土
）
ま

で
、
イ
ー
ス
ト
ハ
ー
レ
ム
の

会
場
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ッ
ク
ス

（
東
１
２
１
丁
目
２
１
３
番

地
）
で
開
催
さ
れ
る
。
（
主

催：

ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
タ
グ
ボ

ー
ト
）

タ
グ
ボ
ー
ト
は
ア
ジ
ア
最

大
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ギ
ャ
ラ
リ

ー
。
ヘ
タ
ウ
マ
な
画
風
で
知

ら
れ
る
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

の
し
り
あ
が
り
寿
は
、
す
み

だ
北
斎
美
術
館
で
ラ
イ
ブ
で

描
い
た
「
赤
富
士
」
（
２
０
１

８
年
）
を
、
山
口
真
人
は
ド

ロ
ー
ン
を
飛
ば
し
た
り
掃
除

機
ル
ン
バ
に
絵
の
具
を
装
着

し
て
制
作
し
た
作
品
、
ま
た
、

足
立
篤
史
は
古
い
新
聞
紙
を

使
っ
て
「
千
と
千
尋
の
神
隠

し
」
を
連
想
さ
せ
る
イ
ン
ス

タ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
展
示
す
る
。

三
隅
幸
は
、
粒
子
の
運
動
が

観
測
行
為
に
よ
っ
て
変
化
す

る
現
象
を
水
中
に
浮
か
ぶ
時

計
で
、
太
田
三
砂
貴
は
、
四

季
を
色
調
レ
イ
ヤ
ー
の
亀
裂

や
発
色
で
表
現
す
る
。
そ
の

ほ
か
の
出
展
作
家
は
、
あ
た

り
、
坪
山
斉
、
神
田
さ
お
り
、

K
am

ihasam
i

、
伊
藤
咲
穂
、

ひ
ら
の
ま
り
、
伊
東
ケ
イ
ス

ケ
、
丹
治
基
治
。
　
タ
グ
ボ

ー
ト
を
主
宰
す
る
徳
光
健
治

代
表
取
締
役
は
「
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
は
ア
ー
テ
イ
ス
ト
を
リ

ス
ペ
ク
ト
す
る
空
気
に
溢
れ

て
い
て
そ
れ
が
地
域
社
会
の

豊
か
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」

と
話
す
。
入
場
無
料
。
開
廊

時
間
は
午
前
11
時
か
ら
午
後

６
時
ま
で
。

タグボート代表の徳光氏（中央）と出展参加者（３日、東ハーレムで）

三
隅

幸

太
田
三
砂
貴

http://www.senka.com/
https://www.lionsgate.com/videos/knives-out-final-trailer
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作
り
方

①
パ
ウ
ン
ド
型
に
ワ
ッ
ク
ス
ペ

ー
パ
ー
を
敷
く
。
バ
タ
ー
は
溶

か
す
。

②
ボ
ウ
ル
に
卵
を
入
れ
、
溶
い

て
か
ら
グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
を
入
れ

て
真
っ
白
く
な
る
ま
で
電
動
ホ

イ
ッ
パ
ー
で
泡
立
て
る
。
小
麦

粉
と
ベ
ー
キ
ン
グ
パ
ウ
ダ
ー
を

合
わ
せ
て
加
え
る
。
溶
か
し
バ

タ
ー
を
加
え
て
手
動
の
ホ
イ
ッ

パ
ー
で
混
ぜ
る
。
パ
ウ
ン
ド
ケ

ー
キ
型
に
生
地
を
流
し
込
み
１

７
０
度
の
オ
ー
ブ
ン
で
25
分
焼

く
。
完
全
に
冷
ま
す
。

③
オ
レ
ン
ジ
の
皮
を
む
い
て
８

枚
ほ
ど
の
輪
切
り
に
切
る
。
鍋

に
オ
レ
ン
ジ
を
入
れ
て
、
グ
ラ

ニ
ュ
ー
糖
、
オ
レ
ン
ジ
の
汁
、

レ
モ
ン
汁
を
入
れ
て
煮
る
。
コ

ア
ン
ト
ロ
ー
を
加
え
て
煮
つ
め

る
。

④
オ
レ
ン
ジ
シ
ロ
ッ
プ
の
材
料

を
容
器
に
入
れ
て
電
子
レ
ン
ジ

で
２
分
加
熱
す
る
。

⑤
生
ク
リ
ー
ム
は
ボ
ウ
ル
に
入

れ
て
、
グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
を
入
れ

て
角
が
立
つ
ま
で
泡
立
て
る
。

⑥
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
を
横
３
等

分
に
切
る
。
オ
レ
ン
ジ
輪
切
り

を
重
な
ら
な
い
よ
う
に
３
枚
の

せ
る
。
オ
レ
ン
ジ
シ
ロ
ッ
プ
を

か
け
る
。
生
ク
リ
ー
ム
を
の
せ
、

ス
ポ
ン
ジ
を
置
い
て
、
オ
レ
ン

ジ
、
シ
ロ
ッ
プ
、
生
ク
リ
ー
ム

と
重
ね
。
ス
ポ
ン
ジ
を
の
せ
て

オ
レ
ン
ジ
を
の
せ
、
シ
ロ
ッ
プ

を
か
け
て
オ
レ
ン
ジ
煮
の
汁
を

上
か
ら
か
け
る
。
オ
レ
ン
ジ
ピ

ー
ル
の
千
切
り
を
飾
る
。

材料　
パウンドケーキ型１個分
スポンジ
小麦粉..............................６０ｇ
卵................................................２個
グラニュー糖...................大３
ベーキングパウダー.小１
バター..............................２０ｇ
オレンジ煮
オレンジ..............................１個
グラニュー糖...................大３
オレンジ絞り汁.......１個分
コアントロー...................大１
オレンジシロップ
オレンジ.１個１００ｃｃ
コアントロー...................大１
グラニュー糖...................大１
レモン汁.......小１／２個分
ホイップクリーム　
生クリーム.......１００ｃｃ　　
グラニュー糖...................大１
バニラビーンズ.............少々

オ
レ
ン
ジ
ケ
ー
キ

千葉真知子の

ART COOKING

高
級
和
物
ス
ト
ア
和
技
Ｗ
Ａ

Ｚ
Ａ
シ
ョ
ッ
プ
（
ス
プ
リ
ン
グ

通
り
33
番
地
、
電
話
６
４
６
・

９
３
０
・
４
４
０
０
）
は
11
日

（
水
）
か
ら
22
日
（
日
）
ま
で
、

「SA
M
U
R
A
I

サ
ム
ラ
イ
フ

ェ
ア
」
を
開
催
す
る
。
日
本
の

サ
ム
ラ
イ
を
テ
ー
マ
に
「
甲

冑
」
、
「
サ
ム
ラ
イ
ボ
ト
ル
兜

（
か
ぶ
と
）
」
「
サ
ム
ラ
イ
リ
ン

グ
」
「
和
傘
（
わ
が
さ
）
」
を
展

示
販
売
す
る
。

参
画
企
業
は
３
社
。
「
株
式

会
社
忠
保
」(

本
社
埼
玉
県
越

谷
市
）
は
、
甲
冑
（
か
っ
ち
ゅ

う
）
と
サ
ム
ラ
イ
ボ
ト
ル
兜

（
か
ぶ
と
）
を
出
品
。
日
本
の

伝
統
工
芸
「
甲
冑
」
の
象
徴
で

も
あ
る
「
兜
」
を

精
巧
に
再
現
し
た
。

戦
国
武
将
に
思
い

を
馳
せ
て
、
お
気

に
入
り
の
ボ
ト
ル

１
本
が
「
サ
ム
ラ

イ
」
と
な
る
。
歴

代
の
戦
国
武
将
の

兜
が
現
代
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
昇

華
。
江
戸
甲
冑
の

伝
統
工
芸
を
よ
り

身
近
に
感
じ
て
欲

し
い
と
い
う
思
い

か
ら
生
ま
れ
た
商

品
。
徳
川
家
康
、
織
田
信
長
、

上
杉
謙
信
、
真
田
幸
村
、
伊
達

政
宗
が
あ
る
。
日
本
で
の
販
売

価
格
は
３
万
円
。

「
ラ
ッ
キ
ー
商
会
」
は
、
１

９
３
７
年
創
業
の
老
舗
。
日
本

の
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
３
分
の
１
を

生
産
し
、
山
梨
県
で
最
大
の
地

場
産
業
で
あ
る
ジ
ュ
エ
リ
ー
業

界
に
あ
っ
て
、
屈
指
の
歴
史
と

実
績
を
持
つ
ジ
ュ
エ
ラ
ー
。
創

業
当
時
か
ら
伝
承
さ
れ
て
い
る

職
人
技
術
を
生
か
し
つ
つ
、
時

代
の
流
れ
を
意
識
し
た
デ
ザ
イ

ン
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
と
し
て
人

気
の
武
将
を
モ
チ
ー
フ
に
デ

ザ
イ
ン
さ
れ
た
「
サ
ム
ラ
イ
リ

ン
グ
」
を
出
品
す
る
。
ゴ
ー
ル

ド
や
シ
ル
バ
ー
・
真
鍮
な
ど

様
々
な
素
材
で
作
ら
れ
る
リ
ン

グ
は
、
山
梨
の
工
場
で
職
人
が

ひ
と
つ
ひ
と
つ
手
作
り
し
て
い

る
。岐

阜
県
か
ら
は
、
長
良
川
て

し
ご
と
町
屋
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ａ
（
本
社

岐
阜
県
岐
阜
市
湊
町
）
の
本
物

の
和
傘
が
出
品
さ
れ
る
。
岐
阜

の
長
良
川
が
産
地
で
、
日
本
の

70
％
を
生
産
し
て
い
る
。
長
良

川
の
船
か
ら
降
り
た
ら
そ
こ
は

川
原
町
。
こ
の
流
域
に
は
、
美

濃
和
紙
や
竹
を
用
い
た
提
灯
・

う
ち
わ
・
和
傘
を
は
じ
め
と
し

た
美
し
い
伝
統
工
芸
が
あ
り
、

こ
れ
を
担
う
職
人
や
生
産
者
が

い
る
。
彼
ら
が
先
人
か
ら
受
け

継
い
だ
知
恵
や
技
術
、
時
代

に
合
っ
た
創
造
力
を
働
か
せ
、

こ
の
土
地
な
ら
で
は
の
生
業

を
繋
ぐ
。
未
来
に
和
傘
の
文

化
を
繋
げ
た
い
と
今
回
、
日

本
の
名
人
芸
の
逸
品
と
な
る

蛇
の
目
傘
を
展
示
販
売
す
る
。

サ
ム
ラ
イ
・
フ
ェ
ア
開
催

ボ
ト
ル
兜
や
リ
ン
グ
、
和
傘
11
日
か
ら

和技WAZA

スプリング店

職
人
芸
の
蛇
の
目
傘

サムライリング

戦
国
武
将
の
兜
を
精
巧
に
再
現
し
た
ボ
ト
ル
兜

日
本
画
家
、
大
竹
寛
子
の
作

品
展
が
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ォ
ー
ル

ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
東
80
丁
目
１
７

０
番
地
）
で
始
ま
っ
た
。
大
竹

は
東
京
藝
術
大
学
絵
画
科
日
本

画
専
攻
卒
業
。
２
０
１
５
〜
16

年
に
文
化
庁
新
進
芸
術
家
海
外

派
遣
制
度
に
よ
り
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
滞
在
、
Ｎ
Ｙ
で
の
展
示
会

は
４
度
目
と
な
る
。

日
本
画
の
伝
統
的
な
技
法
を

基
に
箔
や
岩
絵
具
を
用
い
て
新

た
な
表
現
を
展
開
し
、
世
界
で

高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
大
竹

が
モ
チ
ー
フ
と
し
て
扱
う
蝶
や

花
に
重
ね
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
常

に
流
動
的
な
現
在
の
瞬
間
。
流

動
的
な
瞬
間
の
中
に
こ
そ
恒
常

的
な
精
神
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
想
い
を
表
現
し
て
い

る
。
ま
た
、
今
月
初
旬
に
は
日

本
で
ロ
ー
マ
教
皇
（
法
王
）
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
の
来
日
に
合
わ

せ
、
自
作
の
日
本
画
「
ｐ
ｓ
ｙ

ｃ
ｈ
ｅ
（
プ
シ
ュ
ケ
）
」
を
ロ

ー
マ
法
王
庁
大
使
館
（
千
代
田

区
）
を
通
じ
て
バ
チ
カ
ン
に
寄

贈
し
た
。
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
へ
の
鎮
魂
の
祈
り
を
込
め

て
青
い
チ
ョ
ウ
を
描
い
た
作

品
。
ロ
ー
マ
教
皇
は
来
日
中
、

同
震
災
の
被
災
者
と
の
交
流
も

予
定
し
て
お
り
、
彼
女
自
身
も

「
作
品
を
見
て
共
感
し
て
い
た

だ
け
る
部
分
が
あ
れ
ば
光
栄
」

と
話
し
て
い
た
。
来
年
１
月
25

日
（
土
）
ま
で
。

（
植
山
慎
太
郎
、
写
真
も
）

入
場
無
料
だ
が
要
事
前
予

約
。
予
約
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ

ト

w
w
w
.w
aterfall-

gallery
.com

/

を
参
照
。

日
本
画
の
大
竹
寛
子

蝶
と
花
舞
う
瞬
間

https://www.restaurantnippon.com/
http://www.suzukishokudo.com/
https://www.doihks.jp
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